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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　眼下に広がる街の景観は、先せん鋭えい的なデザインの高層ビル群に埋うめ尽つくされている。だがそれが窮きゆう屈くつとは感じない。屋上や空中回かい廊ろうなどの緑化が進められているおかげだろう。

　現実の建造物ではこうはいかない。

「さすがはリアルとバーチャルの入り乱れた街、夢む幻げん都と市しイデアってところか」

　高台から望む街並みを前に、夢幻都市へ着いたばかりの若き少年──、神かん凪なぎ遥はる斗とは、胸の奥で熱く疼うずく高こう揚よう感かんを抑おさえられずにいた。

　普ふ段だんはそう簡単に心が揺ゆれ動かない遥斗だが、今日だけは特別だった。ずっと求めていた世界へ、その一歩をようやく踏ふみ出すことができたのだから。

　四月の暖かな気候の中、高台にある公園内では一人たたずむ遥斗とは対照的に、芝しば生ふの上で過ごす家族連れの姿がちらほらと見受けられる。

　微笑ほほえましくもあり、遥斗にとっては少し羨うらやましくもある情景だ。

　だが──、




　ふと不可思議な光景に遥斗の目が留まった。

　水を打ったように家族たちの笑い声が止まり、怯おびえるように顔を強こわ張ばらせている。

　一いつ拍ぱくほどの後、遥斗にもその理由がすぐに判明した。

　頭の中で響ひびくメールの着信音──、意識を脳内のサードアイへと向ける。

　サードアイは電脳化のための基本ソフトだ。このオペレーティングシステムを神経細さい胞ぼうへインストールすることで、誰だれもが頭の中にパソコンを持つことができる。意識下でネット通信やアプリの起動などを、自由に行えるのだ。

　遥斗は頭の中に浮うかぶ淡たん青せい色のデスクトップ画面へ意識を向け、受信メールを開いた。

《夢幻都市イデアより緊きん急きゆう警報です。西地区にてワールドロストが発生しました。近きん隣りんの方は決して次元迷宮ダンジヨンに近寄らないでください──》

　なるほど。一いつ斉せい送信されたもののようだ。それにしてもこれが噂うわさに聞いていた……。

「到とう着ちやく早々お目にかかれるとはな」

　さらなる高揚感から思わず口元が緩ゆるむ。

　メールに添てん付ぷされていた地図座標を調べたところ、幸いここからすぐ近くだ。

　遥斗は意識を再びサードアイへと向けた。慣れた操作で脳内にインストールされた〝とあるアプリ〟を立ち上げる。

「幻げん影えい換かん装そうっ！」

　叫さけび声に反応し、右みぎ肩かたに付けた金属の肩当て──、通つう称しようインプリメントと呼ばれる幻影実体化装置がギュンと唸うなりを上げた。同時にそこから上着のジャケットを透り抜ぬけるように、光の粒りゆう子しが洩もれ出る。

　遥斗は自分の手足を包む鋼鉄の鎧よろいを脳内でイメージする。

　そのイメージ通りに光の粒子は両手足を包み、瞬またたく間に形を成す。銀白色のメタリックなデザインのナックルガードとブーツ、シルバーリムズと呼ばれる武器ウエポンアプリだ。

　データでしかないアプリが、使用者のイメージを通じて、手で触ふれられるコンピュータグラフィクスとして形を成す。そうして作られた物質は幻げん実じつ体たいの名で呼ばれていた。

　起動と同時に遥斗は高台の柵さくへ手を添そえた。躊ちゆう躇ちよなく飛び越こえ空へ身を投げ放つ。

　眼下数十メートル先の地面へ吸い込まれるように、落下速度はどんどん増していく。

　着地の瞬しゆん間かん、遥斗はしゃがむように体を屈かがめ衝しよう撃げきを吸収した。

　ショートカット成功──、足に痺しびれが伝わり、衝撃でアスファルトにひびが入った。

　遥斗はそのまま風を切る様に街中を疾しつ走そうしていく。




　数分の後、目的の場所へ着いた遥斗は一いつ旦たん、シルバーリムズを解除する。

　遥斗のいるイデア西地区は商業特区であり、オフィスビルや商業ビルなどが多く並ぶ地区だ。かつてはここ周辺もオフィス街だったらしく、片側一車線の道路を挟はさむように大小様々なビルが建ち並んでいる。

　そんな雑多なビル群の中──、一角がエキセントリックな造形に占せん拠きよされていた。派手なピエロのマネキンが乱雑に積まれており、それが建物を形作っているのだ。

　──こんなイカれたものを誰かが意図的に設計するわけがないな。

　不気味さとポップさが混在した塔とうに遥斗は苦笑いを溢こぼす。

　おそらくこれが今回発生した次元迷宮なのだろう。

　ここ夢幻都市イデアの最大の特とく徴ちようは、その建造物のほとんどがデータ管理された幻実体であることだ。さきほどのシルバーリムズと同様に、全すべての建物は本来ただのデータでしかない。だが〝ある技術〟の力で、質量を持ったコンピュータグラフィックスとして形を成している。

　本来はこの迷宮も周辺の建物と同じ、ありふれた幻実体のビルだったのだろう。

　良く見ると高さ20メートルほどのこのビルは完全に迷宮化しておらず、上層の数階にコンクリート壁へきの外観を残していた。

　迷宮化が進んでいる箇か所しよは、元の姿を残す箇所と比べ、膨ぼう張ちようするように迫せり出している。まるで従来の建物が、巨きよ大だいな迷宮に吞のみ込まれているようだ。

　もっともその元の外観が残された箇所にも、大きな黒い亀き裂れつが走っており、建物を形作るグラフィックが壊こわれかけている。完全に迷宮に吞み込まれるのも時間の問題だろう。

　この現象こそがワールドロストと呼ばれるものだ。幻実体を制せい御ぎよする技術が謎なぞのシステムエラーによって暴走を起こす。その結果、幻実体で造られた建造物が、突とつ如じよとしてその姿を不気味な迷宮へ変えてしまう。

　しかもワールドロストを放っておけば、近隣の建物までもを吞みこんで、次元迷宮の規模が拡大していく。それを防ぐためにも迷宮をクリアして建物を元の姿へ戻もどさなくてはならない。それには迷宮の最深部まで探たん索さくを進め、建造物データを管理するサーバーへ再起動をかける必要があった。

　遥斗は裏通りの様子を改めて見まわす。

　周囲のビルは廃はい墟きよと化しているようだ。人の気配も感じられない。

　ワールドロストが発生するのは市内でも限られた地域だけ──、西地区内ではここ一帯がそうらしい。こうした場所は通称〝異界エリア〟と呼ばれ、市内に複数点在していた。ワールドロストが発生する原因や法則は不明だが、いきなり建物が迷宮と化すような場所で人々が生活できるわけもなく、それでスラム化が進んでしまったのだろう。

　とは言え、これらの知識は全て人から聞いたものに過ぎなかった。

　初めての迷宮探索──、自分の目で見て肌はだで感じることで得られることも多いはずだ。

　遥斗は躊躇することなく、次元迷宮の中へ足を踏み入れた。

　瞬間、どんより冷たい空気が体にまとわりつく。だが不思議と嫌いやな感じはしない。それどころか妙みような懐なつかしささえ覚えた。

　自じ嘲ちようするように笑いを溢してから、遥斗は通路の奥へと足を向けて行く。

　青白い光に包まれた迷宮内は、外観と同様に壁かべ一面が不気味なマネキンで埋め尽くされていた。しかもこちらの動きに合わせて、マネキンの目がギョロリと追い掛かけてくる。

　迷宮を探索するには、他ほかの冒ぼう険けん者が収集したＭＡＰデータを購こう入にゆうしておくのが常識──、そう聞いていたが、実際に入ってみるとその理由が良く分かる。

　迷宮化に伴ともない建物内の構造は複雑に変化してしまう。入り組んだ分かれ道に加え、似たような景色が永遠に続いている。方向感覚や距きよ離り感かんを惑まどわされ遭そう難なんする者が出るのも頷うなずける話だ。

　その時──、




　カタンと、進む先から不意に物音が響く。

　何者かの気配を感じた遥斗は、曲がり角の壁に背中を預けるように立ち止まった。そのまま先の広間の様子をそっと窺うかがう。

　そこにはずんぐりとした緑の体を持った人型の生物が広間を徘はい徊かいしていた。人の子供ほどのが二体と、その親玉とも呼べる身長２メートルほどの大型のが一体。手にはそれぞれ斧おのや槍やりといった武具が握にぎられている。

　つり上がった黄色の目、歪いびつにひん曲がった鷲わし鼻ばな、口元からは鋭するどい牙きばが覗のぞいている。その醜しゆう悪あくな姿の生物は、ＲＰＧの魔ま物ものになぞらえゴブリンという通称で呼ばれている。下級レベルの虚ゴ空なるース者トだ。

　虚ゴ空なるース者ト──、迷宮に巣食う彼らの存在こそが、次元迷宮が危険視される最大の要因だった。

　虚ゴ空なるース者トは迷宮化の影えい響きようで発生するバグとも呼べる生物だ。幻実体の体を持ち、極きわめて好戦的で侵しん入にゆう者に容よう赦しやなく襲おそいかかってくる。この凶きよう悪あくな生物には、同じく幻実体による攻こう撃げきしか通じない。

　遥斗は一つ息をついてから意識をサードアイへと向ける。武器アプリの形状をイメージすると、右肩のインプリメントがギュンと鳴いた。

　遥斗の手足が光に包まれ、その輝かがやきはすぐさまシルバーリムズを形成していく。

　このシルバーリムズは、５段階で攻撃力を評価される兵器アプリの中でも、最弱のレベル１アプリだ。本来なら手足に鋼を纏まとう以上の効果は期待できない。

　もっともそれは、遥斗以外の人間が使用した場合の話だが……。

　──まずは不意打ちで一いつ匹ぴき。

　遥斗が広間へ飛び出すと、ゴブリンたちは威い嚇かくするように声を上げ武器を構えた。

　だがもう遅おそい。遥斗がブーツで地面を蹴けると、爆はぜるような音が広間に響き渡わたる。

　その音の伝わる速さをも超えて、遥斗は手前にいた小型ゴブリンの懐ふところへ潜もぐり込んだ。

　体重を乗せた右の拳こぶしがゴブリンの鳩尾みぞおちに突つき立てられ、体を突き破る。

　ゴブリンの体は痙けい攣れんするようにビクリと震ふるえると、それを境に幻実体のグラフィックが、煌きらめきながら四散していく。

　──このまま次を迎むかえ撃うつ。

　もう一体の小型ゴブリンが逆上したように表情を歪ゆがませ、遥斗へ襲いかかってきた。エラーで生まれたバグでしかない生物でも、生意気に〝怒いかり〟を覚えるようだ。

　十分に引きつけてから相手の動きに合わせて後ろ回し蹴りを放つ。弧こを描えがくように振ふり回された遥斗の踵かかとは、的確に相手の側頭部を撃ち抜ぬいた。

　カランと音を立てて握られていた槍が床ゆかへ転がる。頭部の千切れた醜みにくい緑色の体は膝ひざから崩くずれ落ちると、そのグラフィックは光を乱反射しながら散っていく。

　──残るはあと一匹……。

　遥斗が睨にらみを利きかせると、一人残された親玉のゴブリンは歯ぎしりするように牙を剝むいた。手に持つ巨大なハンマーを振り翳かざして、こちらへ突っ込んでくる。

　遥斗は息をつき、こちらへ迫せまる巨きよ体たいへ意識を集中させる。

　そのまま全体重を乗せて、高速で拳を前へ突き出した。

　刹那、拳の先から放出されたエネルギーが大気を揺ゆるがす。それは高こう濃のう度どに圧縮された空気の波へと化す。

　その撃ち出された衝しよう撃げき波ははもろにゴブリンの巨体を吞みこんだ。

　破は裂れつ音と共に吹ふき飛んだ緑の体が壁へとめり込む。

　迷宮内は地じ響ひびきのように小さく揺れた。

「まあ肩かた慣ならし程度にはなったか」

　煌きながら消えていく巨大ゴブリンを視し認にんして、遥斗はゴキリと首を鳴らした。

　ふとその巨大なゴブリンがいた辺りに、煌く何かが落ちているのに気づく。

　近づいてみると、それは親指の先ほどの大きさを持った白い水すい晶しようだ。

　聞いたことがある。この水晶はクリスタルＲＯＭと呼ばれる特とく殊しゆな記録媒ばい体たいで、迷めい宮きゆう内でたまに虚ゴ空なるース者トが落とすらしい。内部には未知のアプリデータが保存されていると……。

　だがそのクリスタルＲＯＭへ手を伸のばそうとした時──、




「──っ」

　遥斗めがけて燃え盛る巨大な炎ほのおの玉が撃ち放たれた。

　咄とつ嗟さの判断で飛び退のく。

　それが接地すると共に炎が爆ぜ、辺りは爆ばく音おんと白はく煙えんに包まれた。

　──新手か？……。

　だとしたら面めん倒どうだ。狙ねらい澄すました不意打ちのタイミング、そして攻撃の威い力りよくから察するに、コイツはゴブリンのように楽に倒たおせる相手ではない。

　白煙が収まるにつれて周囲の状じよう況きようがようやく視認できるようになった。

　しかし──、

「どういうことだ……」

　遥斗は思わず顔をしかめる。

　わずかに残る白煙の向こうに対たい峙じする相手──、それは遥斗と同世代の少女だったのだ……。

　艶つやのある朱しゆ色いろの髪が腰元まで伸びており、卵型に整った顔の輪りん郭かくは、白く透すき通ったやわ肌で覆おおわれていた。

　長い睫まつ毛げが大きな瞳ひとみに影かげを落とす。白い肌と桜色の頰ほおのグラデーションが少女のあどけなさを演出している。それでいてキュッと口角の上がった艶つやのある唇くちびるが、女としての魅み力りよくを醸かもし出していた。

　単に可愛かわいいと表現してはチープ過ぎる。姿勢良く引き締しまった肢し体たいと強い意志が秘ひめられた瞳からは、野性的な自然美すら感じることができる。

　とは言えその可か憐れんな見た目とは裏腹に、いきなり攻撃を仕し掛かける辺りからして性格は粗そ暴ぼうそうだ。

「……今の攻撃はお前か？　何者だ？」

　すると少女は声をかけられたこと自体に驚おどろいた様子で眉まゆ根ねを顰ひそめた。

「学園ヴァルフォール二年の緋ひ桜ざくら杏あん奈な……。って言うかこの私を知らないってことは、やっぱ学園の人間じゃないってことね」

「学園？……」

　杏奈の口調はやけに生意気で上から目線なものだ。そして言われてみれば、彼女の体は白を基調としたブレザーの制服に包まれている。

　その制服も幻実体で出来た服ふく飾しよくアプリによるものらしい。杏奈が臨戦態勢を取る様に上着を脱ぬぎ捨てると、ブレザーのグラフィックは煌きながら散っていた。

　いずれにしても杏奈が自分へ攻撃した理由が、不明であることに変わりはなかった。

　杏奈は覚かく悟ごを決めるように一つ息をつくと、その視線に鋭さが増す。

「学園外の人間が、わざわざ危険なダンジョンに立ち入る理由はただ一つ！　それはアンタの正体がスナッチャーだからよっ！」

　叫び声を開戦の合図とするように杏奈が飛び込んで来る。

　右みぎ腕うでを光の粒つぶが覆い、すぐさま一ひと振ふりの剣けんを形作った。さきほどの炎とは別の力だ。やはり彼女も兵器アプリを扱あつかう力を持ち合わせているらしい。

　肩かた口ぐち目掛けて斬きり下ろされた剣を、遥斗は紙かみ一ひと重えで躱かわす。

　だが続けざまに剣の刃はが幾いく重えもの銀色の光こう芒ぼうを引く。

　遥斗はその斬ざん撃げきを拳で撃ち払はらいながら、

「少しは落ち着いたらどうだ？」

「抵てい抗こうする気っ？　おとなしくしてれば半殺しで許してあげるのに」

「濡ぬれ衣ぎぬで半殺しはさすがに勘かん弁べんだな。ところでそのスナッチャーとは何者だ？」

「ふんっ、白々しい。そっちがその気なら体に聞くだけ。本気で行くわよ！」

　髪かみ飾かざり型のインプリメントから光の粒りゆう子しが溢あふれ出て、朱色の髪をかき乱す。

　同時に杏奈の左ひだり腕うでに紅色の紋もん章しようが浮うかび上がった。すぐさま紋章は業ごう火かとなって吹き上がる。

　さきほどの不意打ちの一いち撃げきから考えて、この炎ほのお制せい御ぎよ能力の方が彼女の能力メインアプリらしい。

　杏奈は吹き上がる炎を自在に御すると、それでもう一本の剣を作り出した。

　──あれだけの出力の炎を自在に制御する能力か……。

　右手に装備した剣アプリと、左手に作り出した炎の剣の二刀流──、さすがにこれは面倒だ。

「いい加減にしてくれ。俺は無関係だ」

「問答無用っ‼」

　手数の増えた杏奈の攻撃を受け、遥斗のジャケットの裾すそが斬り払われる。炎の斬撃が掠かすめ、デニムパンツからは焦こげ臭くさい臭においが立ち上る。

　どうにか直ちよく撃げきは避さけているものの、このままではやられるのは時間の問題だろう。

　こっちから攻こう撃げきできれば楽なのだが、遥斗は手加減出来るほどアプリの出力制御に長たけていない。いくら相手が失礼千せん万ばんな女だとしても、大けがを負わせてしまっては後味が悪い。

　遥斗はブーツで地面を蹴ると、飛び退く様にして杏奈と距きよ離りを取った。

　まともに戦い合ってもしょうがない。このままどこかへ逃にげて──、

「甘いっ！」

　杏奈が炎の剣を振りかぶるように掲かかげると、彼女の意志に呼応するように炎は槍やりへと形状を変えた。そのまま槍投げの要領で勢いよく放つ。

　炎の槍が唸うなりながら遥斗へ迫る。

　──ちっ。

　手段を選んでいる余よ裕ゆうは無かった。

　咄嗟に突き出した遥斗の拳が、大気を揺るがし衝撃波を放つ。

　炎の槍と圧縮された空気の波──、二つの巨きよ大だいなエネルギーはうねる様にぶつかり、広間中央で爆ばく発はつが引き起こされた。

　視界が光で埋うめ尽つくされ、衝撃が体を吹き飛ばす。遥斗はそのまま壁に背中を打ちつけた。




　わずかな間が空いて──、

「けっほ、けほ……」

　遥斗は崩れたマネキンの山から這はい出るように起き上がった。

　広間の対面を窺うかがうと、少女も爆発に巻き込まれたようだ。肩かたで息いきをしながら体を起こす。

　だが杏奈の目はまだ諦あきらめを覚えてない。剣の切っ先が遥斗へ向けられる。

「信じらんないっ。もし私が死んでたらどうするつもりっ。あの炎の一いち撃げきを打ち消すだなんて……、二度目は無いんだからっ！」

「まだやるつもりか。何を勘かん違ちがいしてるか知らないが──、ん？」

　突とつ然ぜん、迷宮内が小さく揺れた。コトンと音を立て天てん井じようからマネキンの首が転がり落ちる。

　二人は警けい戒かいするように広間を見み渡わたす。

「おい……。何かおかしくないか？」

「ウソ……。まさかさっきの爆発で、ダンジョンのトラップが作動して──」

　杏奈の言葉が終わる前に、部屋の一角で床の大理石のタイルが崩れるように消えた。それをきっかけに他ほかのタイルも次々と抜ぬけ落ちていく。

　最も古典的なトラップ、落とし穴だ。

　抜けたタイルの奥──、闇やみの奥にまだらの空間が渦うず巻まく様に広がっている。落ちてしまったら最後……。渦に吞のみ込まれて、迷宮内のどこかへ強制的にワープさせられてしまう。運が悪ければ、永遠に脱だつ出しゆつできないような場所へ送られることもある厄やつ介かいな罠わなだ。

「とにかく逃げるぞっ」

　叫さけぶや否いなや、遥斗は来た道を引き返すように駆かけ出した。

　だがしかし──、

「つぅっ」

　振ふり返ると杏奈が悲痛な表情で足を押さえている。爆発に巻き込まれた際に痛めたらしい。

　そうこうしてる間にも広間の床ゆかはどんどん崩くずれていく。

「くそっ……面倒かけやがって」

　遥斗は杏奈のもとへ駆け戻もどると、彼女を抱だきかかえるように腰こしへ手を回した。頰を赤らめた杏奈は抵抗するように暴れるが、それを無視して抱き上げる。

「ちょ、ちょっと何すんのよっ⁉　あっ今、お尻しり触さわったっ！」

「いいから大人しくしろっ。今はそんなこと言ってる場合じゃ──、ちっ……」

　瞬しゆん間かん、ガクンと視界が揺ゆれて、遥斗の体は支えを失った。

　急に足場のタイルが崩れ、どうすることもできずに遥斗たちは落下していく。

　胸むな元もとに痛みが走る。恐きよう怖ふからなのか、少女が爪つめを立てるようにギュッと遥斗を摑つかんできた。

　そのまま二人は闇の奥へと吸い込まれていった。




　　　　※




　──どうしてこんなことになっちゃったんだか……。

　学園の制服に身を包んだ少女──、緋桜杏奈は膝ひざを抱かかえるように迷宮の床へ座り込んだ。

　落とし穴に落下後、杏奈たちは迷めい宮きゆう内の別フロアに強制ワープさせられていた。

　今日は本当にツイてない。ようやくスナッチャーを見つけたと思ったのに、つい今ほど問い詰つめてみたら、男の正体は街に来たばかりの単なる野や次じ馬うま……。加えてもっと最悪なのがこの状じよう況きようだ。トラップに嵌はまって迷宮内に閉じ込められるなんて。

　飛ばされたフロアは四方をマネキンの壁かべに囲われており、どこにも脱出経路は無い。

　杏奈はため息を溢こぼしてから、ふと一いつ緒しよに落ちた男へ視線を投げかける。

「そういえば、アンタ名前は？」

「神凪遥斗……」

「ふーん……。それでいつまで怖こわい顔してんの？　勘違いで襲おそったのは悪かったわよ」

「別に怒おこってない。目付きが悪いのも元からだ。だがお前に襲われたことを、そう簡単に許す気がないのは確かだな」

　そう仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた遥斗に対し、杏奈は敵意を返すように唇くちびるを尖とがらせてみせた。

　それにしてもこの男は一体──、

　さっきから遥斗は神しん妙みような面おも持もちで壁伝いに部屋を歩いていた。何か調べているみたいだ。

　改めて見ると、タイトなジャケットとデニムパンツからはうっすら筋肉が隆りゆう起きしているのが分かる。さっき自分の斬撃を躱してみせた運動能力も頷うなずける。

　頰ほおのこけた精せい悍かんな顔立ちにはあどけなさも残しており、年は自分と変わらなそうだ。十六、七くらいだろうか。

「ねえアンタ何者なの？　兵器アプリ使ってたみたいだけど」

　杏奈の投げ掛かけた問いに、遥斗は面めん倒どうそうな様子で振り向いた。

「さっきも言ったはずだが。名前は神凪遥斗。この街に着いたばかりで、ちょっと興味があったから次元迷宮に入っただけだと」

「アンタって、バカ？　会話の意図汲くみなさいよ。どうやって私の炎ほのおを消し飛ばしたかって話。あれはレベル４の必殺技アーツアプリ──、出力じゃトップレベルよ。それをああも簡単に……。私のプライドズタズタにして、さぞ気分が良いでしょうね」

「バカはお前だ。いきなりそのレベル４アプリで攻撃を仕し掛かけてきた凶きよう暴ぼうな女に、一から十まで説明してやる義理はない」

「な、何その言い方っ⁉　こっちが下手に出てれば生意気に──」

　だがいきなり窘たしなめるように掌てのひらを向けられ、杏奈はムッとしながらも続きを吞み込んだ。

　黙だまっていろと言わんばかりに、遥斗は鋭するどい眼まな差ざしを向けてくる。それから再びこちらへ背中を向けると、壁をノックするように叩たたき始めた。

　そのスカした態度が余計に杏奈を苛いら立だたせる。

「だいたいさっきから何やってんのよ？　それこそバカの一つ覚えみたいに壁叩いて」

「何って壁の薄うすい場所を探してるに決まってるだろう。壁をぶち破って脱出経路を作るんだ。お前のようなうるさい女といつまでも閉じ込められてるのは、ごめんだからな」

「ふんっ。そんな簡単に迷宮の壁を壊こわせるわけないでしょ？　ちょっと見てなさい」

　杏奈は立ち上がると、壁から距離を取る様に数歩下がる。

　サードアイを通じて、炎制御能力を持った必殺技アプリ──、クリムゾンアートを立ち上げる。

　髪飾り型のインプリメントから光が洩もれ、左腕に赤く燃え上がる紋章が浮かび上がった。

　杏奈はその炎を掌の上に収束させるように操あやつると、巨大な火の玉を作り出す。

　それを壁目掛けて撃うち放った。

　爆ばく音おんと共に炎が爆ぜ、フロア内に振しん動どうが伝わる。

　そして白はく煙えんが収まった後──、

　高さ幅はばともに３メートルほどの壁には、掌大ほどの小さなへこみができており、周囲のマネキンが黒く焼き焦げていた。

　壁はかなり分厚く、あと何発、炎をぶち当てれば穴が空くのか見当もつかない。

「見て分かったでしょ？　こんなことしてても体力の無む駄だ。どうせしばらくすればトラップの発動に気付いた他の生徒が、学園に報告してくれるわ」

「だったら、お前だけここでのんびり待ってればいいさ」

　今度は遥斗が距離を取るように少し下がり、右手を壁へと翳かざした。

「幻影換装っ！」

　その叫び声に呼応して、遥斗の右みぎ肩かたから光の粒子が洩れ、手首にかけてジャケットの袖そでが千切れたように舞まう。同時に手しゆ甲こう型のインプリメントが突とつ如じよとして姿を現した。

　何か肩に仕込んでおいたものが変形した──、杏奈にはそう見えた。

　だがインプリメントから洩れる光の粒子はひどく不完全な状態だった。ノイズ混じりの光が不規則に乱反射している。これは兵器アプリの起動に失敗した時に見られる現象だ。

「ちょっと何するつもり？……」

「いいから、そこで黙ってみてろ」

　遥斗は躊ちゆう躇ちよなく、歪いびつな光に包まれた右みぎ腕うでを壁へと押し当てた。

　一いつ瞬しゆんにして光は壁一面を包んだ。荒あれ狂くるう海のように壁の表面が激しく波を打つ。

　遥斗の腕うでから放たれた光が、壁の存在バランスを打ち崩している様にさえ見える。

　──まさか幻実体の壁に、無理やり干かん渉しようしてるって言うの……。

　驚きよう嘆たんと戦せん慄りつが全身を突つき抜け。唾つばがゴクリと音を立てて杏奈の喉のどを伝う。

　第三者の管理下にある幻実体を直接触ふれることで暴走させる──、理論上そんなことは不可能なはずだ。

　それだけに目の前で繰くり広げられている現象を、素す直なおに脳が受け入れてくれない。こんなアプリなど見たこともなければ、聞いたこともなかった。

　やがて爆発するような激しい光がフロアを包む。

　光はすぐに収まり、杏奈は眩まばゆさに目を細めながら壁へと視線を向けた。

「うそでしょ？……」

　日の光が迷宮内を照らす。目下に広がっていたのは見慣れた夢幻都市の街並みだ。

　なんと壁一面に巨大な抜け穴あなが広がっていた。

「これって出口っ？　何なのこれっ？　何したのこれ？」

「待てっ！　近づくなっ」

　興奮して駆け寄った杏奈だが、遥斗に力任せに突き飛ばされてしまう。

「──っつ。いきなり何すんのっ？」

「勝手に近づくからだ。下手したらお前の服ふく飾しよくアプリまで干渉を受けて──、ああ……、もう手て遅おくれだったようだな」

　遥斗はバツが悪そうに頭を抱えると、そっぽを向いた。

「ねえ、何？　何なのよ？」

　そう言うと杏奈は自分の体を見下ろし──、硬こう直ちよくした。

　遅おくれて状況に気づき思わず悲鳴を上げる。

　両胸のつつましやかなふくらみに、ウエストから恥骨にかけてのほっそりとしたライン──、着ていたはずの幻実体の制服が、いつの間にか消えて無くなっている。

「な、何よっ、これ────っ⁉」

　恥はずかしさから一気に顔が熱くなり、杏奈は裸ら体たいを隠かくすようにその場にしゃがみこんだ。それから遥斗をキッと睨にらみつけると、責任を取らせるべくわなわなと拳こぶしを握にぎりしめる。

「この、変態っ‼」
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　学園都市、次世代の産業特区、首都奪だつ還かんの最前線基地──、そんな様々な呼び名を持つ夢む幻げん都と市しイデアだが、その理由を語る上で避さけて通れない事こと柄がらがある。

　Supe超r-Aug強mente化d-Rea現lity実、略りやく称しようＳＡＲと呼ばれる先せん端たん技ぎ術じゆつとその発展の歴史だ。

　ＳＡＲとは簡潔に言えば、手で触れられるコンピュータグラフィックスを、自在に作り出す技術と表現できる。

　さきほど遥はる斗とや杏あん奈なが使用した兵器アプリがまさしくそれだ。

　アプリという形で管理されたデータに、インプリメントと呼ばれる幻げん影えい実体化装置を通じて質量エネルギーを与あたえる。そこに使用者のイメージを介かい在ざいさせ、コンピュータグラフィックスで表現された幻げん実じつ体たいを現実世界に作り出すことを可能とする。

　十数年前、このＳＡＲ技術の登場は人間社会の構造を大きく変えた。

　まず安価で使い勝手の良い服飾アプリが登場したため、国民は各自自分のインプリメントを所持するようになった。さらに大型インプリメントの登場で、ビルや公共機関といった建造物までも、短期間で建設できる幻実体へと移り変わったのである。

　さきほど遥斗たちがいた雑居ビルもそうして造られたものだ。

　だが今現在、建物にまでＳＡＲを活用する都市は、ここ夢幻都市イデアを除のぞいてごく僅わずかだ。

　その理由こそが先ほどの次元迷宮ダンジヨン──、ワールドロストの問題に他ほかならない。

　建物アプリを管理するサーバーに発生する謎なぞのエラー──、それにより幻実体の建造物が巨きよ大だいな電脳迷宮化し、虚ゴ空なるース者トと呼ばれる怪かい物ぶつをも生み出す。

　人類史上そのワールドロストが最初に発生したのは、この国の首都であるトウキョウだった。そして七日間のうちに他国の大都市でも迷宮は爆ばく発はつ的な広がりを見せる。

　それこそが通称、〝悪夢の七日間〟と呼ばれる大災さい厄やくだ。

　都市機能をＳＡＲに移行していた大都市は完全に次元迷宮に吞のみ込まれ、市民の生活圏けんは丸ごと迷宮の中へ埋うもれていった。

　それに巻き込まれ、多くの住民が未いまだ生死不明となっている。加えて地方都市でスポット的に発生した迷宮では、虚ゴ空なるース者トに襲われ、大勢の市民が命を落とした。

　結果としてこの災厄における死し亡ぼう者しや、行方ゆくえ不明者は、全世界の人口の20％を超こえるとさえ言われるほどだ。

　当時、すでにＳＡＲの兵器転用の研究は進んでおり、その技術が虚ゴ空なるース者トへの対たい抗こう手段として有効だったのは不幸中の幸いだった。

　加えて、建造物の管理サーバーへ再起動をかけエラーを除去する──、この迷めい宮きゆう化した建造物を元に戻もどす手段が発見されたことにより、人々は地方都市での迷宮侵しん攻こうはどうにか食い止めることに成功した。

　その戦いの中で兵器アプリの使用に特別な才能を発揮し、数多くの虚ゴ空なるース者トを屠ほふった者たちがいる。それが創成士イマジニアと呼ばれる人々だ。

　だが廃都トウキョウを始めとした世界の大都市を覆おおう半径百キロ超ちようの巨大迷宮──、通称〝始まりの迷宮〟は十年たった今でもまだ攻こう略りやくされてはいない。さっきの様な地方都市での突とつ発ぱつ的なワールドロストの発生も未だ続いている。全世界に広がるインターネットを介かいして、ワールドロストを発生させるエラーが、〝始まりの迷宮〟から飛び火してしまうのだ。

〝始まりの迷宮〟をどうにかしなければ、問題の根本的解決には至らない。〝始まりの迷宮〟攻略は全人類の、そして首都の奪還は全国民の悲願なのである。

　そして〝始まりの迷宮〟の攻略──、それこそが夢幻都市イデアの建設理由だった。

　イデアでは、若い創成士イマジニアの育成にとりわけ力を入れている。当然それは、〝始まりの迷宮〟を攻略するための人材育成に他ならない。

　夢幻都市イデアが誇ほこる創成士イマジニア育成学園には、全国から〝始まりの迷宮〟攻略を志す若者が集められ、高度な教育が施ほどこされている。

　神かん凪なぎ遥斗もそうした思いから、夢幻都市イデアへとやってきた人間の一人だった。

　ただ遥斗の思いは他の生徒に比べてとりわけ強いものではあるが。




　無事に迷宮から脱だつ出しゆつした遥斗たちは、雑居ビルの並ぶ裏通りで一息ついていた。

　派手なピエロが積み上げられた塔とうの周囲には、すでに多くの学生が集まっており、皆みな一様にＡ４サイズほどの電子機器を操作している。

　そのキーボード付きの端たん末まつには、インプリメント機能が付いているらしく、幻実体による半はん透とう明めいのディスプレイが浮かぶように表示されていた。

　大きく分けて創成士イマジニアには二種類の人種がいる。

　一つは遥斗のように実際にＳＡＲアプリを起動して戦うオペレーターだ。

　そしてもう一つが、オペレーターのアプリやインプリメントのメンテナンスを行うエンジニアだ。こうして迷宮の内部情報を解かい析せきするのもエンジニアの担当らしい。

「見事に同じ制服だらけだな。迷宮探たん索さくに入るのは学生だけなのか？」

　遥斗は隣となりへ視線を落とした。

　目が合うと杏奈は小さく鼻を鳴らして、無視するようにぷいと顔を背そむける。不ふ機き嫌げんそうな横顔からは、ひしひしと怒いかりのオーラが伝わってくる。

　先ほどの一件、まだ気が収まっていないらしい。幸い消えてしまった制服は、服飾アプリを再起動することで形を取り戻したため、さすがにその姿はもう裸はだかではない。

　──それにしても……。

　遥斗は苛いら立だち混じりで、杏奈に殴なぐられた頰ほおを撫なでる。

　自分の行動を振ふり返ってみると、いきなり襲おそいかかられ、しかもその相手を助けようとして、さらに脱出のための出口まで作ってやった。

　それがこの結果とは……。不条理なことこの上ない。

「学園を卒業した一流の創成士イマジニアは、廃はい都とトウキョウを覆う〝始まりの迷宮〟に送られる」

「……？」

「平たく言えばイデアの迷宮探索にまで手が回らないんだ。まあ育成のために、敢あえて学生に任せてるという側面もあるのだがな」

　背後からの凜りんとした声に遥斗が振りかえると、そこには学園の制服に身を包んだ黒くろ髪かみの少女の姿があった。

　なぜか周囲にいた他の学生の視線も彼女へ注がれていた。

　だがその容姿を見れば、彼女が注目されるのもわかる。

　勝ち気に吊つり上がった大きな目。すっと通った鼻筋と白はく磁じ器きのように透すき通った肌はだ。艶つやのある黒髪が細く引き締しまった腰こしまで伸のびている。ぴんと伸びた背筋といい、ファッションモデルを彷ほう彿ふつとさせる容よう貌ぼうだ。

「神凪遥斗、待ち合わせ場所に来ないと思ったらこんな所にいるとは。それにしてもなぜ彼女と一いつ緒しよに？」

　少女の鋭するどい眼まな差ざしは遥斗から杏奈へと移る。

　それを受けて杏奈は後ろめたそうに視線を外すと、小さく舌打ちした。

　追い討うちを掛かけるように少女は杏奈へ詰つめ寄る。

「まさかだが、自分の立場も忘れて勝手に迷宮へ入ったなんてことはないだろうな？」

「そ、そんな訳ないでしょっ。たまたま近くを通りかかったから様子を見にきただけで……。あーもう今日は最悪っ！　何で学外でまでアンタに会わなきゃならないのよっ」

　それを捨て台詞ぜりふとすると、杏奈は黒髪の少女へ背中を向けて、逃にげるように大通りへ駆かけ出した。さっきの足の怪け我がが噓うそのような軽快な足取りだ。

　遠くなっていく杏奈の背中を目で追いながら、黒髪の少女は大きくため息をついた。

「まったく、しょうがない奴やつだな。──おっと、申し訳ない。自己紹しよう介かいがまだだったな。天てん王のう寺じ千ち影かげ、学園ヴァルフォールの三年生で生徒会長を任されている」

「どうも、神凪遥斗だ」

　遥斗は差し出された手に応こたえ握あく手しゆした。千影の指の柔やわらかく冷たい感かん触しよくが伝わる。

　どうやら彼女が自分を迎むかえに来る手て筈はずになっていた生徒会長らしい。予定より早く待ち合わせ場所についたので、遥斗は勝手に街を見て回っていたのだ。

　彼女からは生徒会長の肩かた書がき通りの威い風ふう堂どう々どうとした雰ふん囲い気きが見て取れる。

「早さつ速そくだが神凪遥斗、迷宮で何があったか説明してもらえないか？　実はエンジニアから次元迷宮内で、不思議な電磁波が観測されたと連れん絡らくが入ってね」

「あぁ……」

　間ま違ちがいなく自分が迷宮の壁かべへ干かん渉しようした際のものだろう。

　去り際ぎわに杏奈から「余計なことを言うな」と目で釘くぎを刺さされたのだが、恩を仇あだで返すような女を庇かばってやる義理もない。

　遥斗が事情を搔かい摘つまんで話すと、千影は興味深げに小さく頷うなずいて見せる。

「ＳＡＲで作られた幻実体の壁を、過干渉による暴走で壊こわす……。なるほど。ＳＡＲ先せん端たん研究院から聞かされた噂うわさは本当だったようだな。ますます興味が湧わいたぞ」

「それはどうも」

　千影から遥斗へ向けられる視線は、単純な好意というよりは、まるで新しいおもちゃを見つけた子供のような輝かがやきを放っている。

「だがやはりあの女は迷宮に入ってたか。緋ひ桜ざくら杏奈にも困ったものだ。あれでも彼女は学園ランク７位の一シ桁の覇ング者ルなんだ。問題児であることは否いなめないがな」

「なるほど。ランキング通りの実力というわけか」

　事前に聞かされていた通り、創成士イマジニア育成学園に所属するオペレーターの生徒は、その強さに応じてランク付けされるらしい。と言ってもランクは１００位までで、そこに及およばない大半の生徒は有う象ぞう無む象ぞうのナンバーレスとして扱あつかわれる。

　学園のパンフレットによると、夢幻都市イデアにいるオペレーター枠わくの学生数は二千人以上。その中で７位というのだから先さき程ほどの強さも納なつ得とくがいくものだ。

「だがそれだけ力のある人間なのに、どうして迷宮に入ったことを咎とがめるんだ？　平たく言えば手が回らないんだろ？」

「実力の問題じゃない。二ヶ月ほど前に彼女は迷宮内で問題を起こしてな。その結果、今は無期限の迷宮探索禁止。まあいわゆる謹きん慎しん処分ってところだ」

「生徒会長としては気苦労が絶えないということか。お疲つかれだな」

「労ねぎらいの言葉はいらないさ。好きでやってることだ。それより続きは移動しながらでも？　何分忙いそがしい身で、スケジュールがだいぶ押してる」

　そう促うながされ、遥斗は千影と並ぶように歩き出した。

「大通りを越こえた先にある小高い丘おか──、あそこが学園の敷しき地ちだ」

　千影の指差す先を窺うかがうと、商業ビルの隙すき間まから見えた緑地には、ドーム状のいくつもの建物が並んでいた。
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　ここイデア西地区に創設された創成士イマジニア育成学園には、学園ヴァルフォールの名が与あたえられ、総勢千人ほどの生徒が創成士イマジニアとしての腕うでを磨みがいていた。

　夢幻都市イデアは東西南北と中央の五区画に分けられる。そして各区画には都市機能が集中して纏まとめられていた。例えば中央の行政地区や、北の研究特区、今いる西地区は、ショッピング施し設せつなどが集まる商業特区といった具合だ。

　加えて四方の地区にはそれぞれ、この学園ヴァルフォール同様に創成士イマジニアの育成を目的とした姉し妹まい校が建てられていた。生徒の実力を表す例のランキングも、この四学園を通じて共通のものとなっている。

　五年制であるこの学園は、四月ということもあり多くの新入生を受け入れたばかりだ。




　学生棟とう七階、生徒会長室の窓からは手入れされた芝しば生ふと、新緑豊かな木々の生おい茂しげる広大な林が見える。その緑の海に浮うかぶように、空中回かい廊ろうで繫つながれた半球形の大きな建物がいくつも並んでいた。

　敷地の端はしから端まで最長で三キロあり、学内専用の巡じゆん回かいバスまであるというのだから、遥斗としても学園の広さには感かん嘆たんさせられた。

「どうだ？　学園ヴァルフォールは気に入ってもらえたかな」

　遥斗の目の前の応接テーブルへ紅茶の入ったカップが置かれた。もう一つを対面へ置くと千影は向かい合うようにソファへ腰を下ろした。

　その背筋の伸びた座り姿からは、十代の少女には似つかわしくない風格が感じられる。

「普ふ段だんはお茶を淹いれるような仕事は、他ほかの生徒会役員に任せきりなんだ。あいにく今日は日曜とあって私しかいなくてな。渋しぶくても勘かん弁べんしてくれ」

「紅茶の味の違ちがいが分かるほど育ちは良くないさ」

　そう返すと遥斗は一口紅茶を啜すすった。澄すんだ茶葉の香かおりが鼻から抜ぬけていく。

「それにしても随ずい分ぶんと広いんだな」

「学部棟以外にも、クリスタルＲＯＭの研究施設や学生宿舎などもある。だが心配する必要は無い。初めは戸と惑まどうかもしれないが、すぐ慣れるさ」

　クリスタルＲＯＭという単語に、迷めい宮きゆうで虚ゴ空なるース者トが落とした白い水すい晶しようを思い出した。もっとも杏奈のせいで拾い損そこねてしまったが──、

「迷宮でクリスタルＲＯＭを見つけたら、その施設に持っていけば良いのか？」

「その場合はＲＯＭに入っていたアプリデータの性能に応じて、報ほう奨しよう金が支し払はらわれる。エンジニアの生徒に解析して貰もらって、そのアプリを自分で使ってもらっても構わないがな」

「なるほど。学生の小こ遣づかい稼かせぎにはうってつけだな」

「金を払はらうだけの価値があるからな。ＳＡＲの基幹技術は〝悪夢の七日間〟の際に迷宮に吞のみこまれてしまった。特に兵器アプリは開発コードのほとんどがブラックボックスだ。そのためクリスタルＲＯＭの解析が積極的に進められている」

〝始まりの迷宮〟攻こう略りやくを目指すには、そこに巣くう虚ゴ空なるース者トを倒たおすための強力なアプリ開発が必要不可欠だ。クリスタルＲＯＭの解析はそのためにも必要なのだろう。

「そういえば渡わたすものがあったな」

　千影は立ち上がると書類机の上にあった紙かみ袋ぶくろを手に取ってこちらへ差し出した。

　受け取った遥斗が紙袋の中身を確かく認にんすると、白い布地が微かすかに見える。

「これは？」

「学園の制服だ。市街を出歩く時は私服でも構わないが、次元迷宮に入る際は必ず着用して欲しい。業者を探すのに苦労したぞ。本物の生き地じで作られたこの制服はオーダーメイドだからな」

「手を煩わずらわせたようだな。特別な事情があって服ふく飾しよくアプリは使えないんだ」

「その件については研究院から聞いてる。むしろその特別な事情こそが、お前を特待生として、学園ヴァルフォールへ招こうと思った決め手なのだからな」

　千影は不敵な笑いを漏もらす。それから書類机の椅い子すに座り直すと、引き出しから一冊のファイルを取り出した。

「お前の特待生選せん抜ばつ試験の成績だ。神凪遥斗、身体能力Ａ、脳内主しゆ記き憶おく量Ｅ、ＳＡＲ制せい御ぎよ技能Ｃ、そしてＳＡＲ出力値が測定不能……。スタッフから苦情が来てたぞ。高価な計測機器が吹ふき飛ばされただけでなく、施設にバカでかい風穴を空けられたと」

「文句はそのスタッフに言ってくれ。全力を出せと言われたから、その通りにしただけだ」

　悪びれもせずに遥斗は肩かたをすくめて見せた。

　サードアイを介かいし、脳をコンピュータとして評価した際、そのスペックは本人の生まれながらの資質に依い存そんするところが大きい。

　これは創成士イマジニアとしての才能とも言い換かえられる。

　脳内主記憶量──、つまり脳内メモリが大きいほど、高レベルのＳＡＲアプリを装備できる。そしてＳＡＲ出力値が高いほど、同じアプリを発動してもその威い力りよくが高くなるのだ。

　先ほどの試験の成績──、遥斗は低い脳内主記憶量を補って余るほどの、ＳＡＲ出力値を叩たたきだしていた。

「総合的な成績ではこれを上回る者もいた。だがこの尖とがった成績を見て遥斗を特待生に推すい薦せんしたのは、他ならぬ私だ。まあいわゆる一ひと目め惚ぼれという奴だな」

　千影はくくっと口を押おさえて失しつ笑しようし、からかうように遥斗を一いち瞥べつしてから、

「その力はやはり生おい立ちに関係するものなのか？　お前は〝悪夢の七日間〟における廃はい都とトウキョウの生存者らしいじゃないか」

「さあな……」

　遥斗が言葉を濁にごすと、千影はすこし落らく胆たんするように息をつく。

「触ふれられたくない過去か？……。もう少し豪ごう胆たんな性格と思ってたんだが」

「そんなんじゃない。単純に覚えてないだけだ。まだトウキョウが首都として機能してた頃ころの記憶はある。だが気が付いたら俺は家族とも離はなれ離ばなれで、孤こ児じ施し設せつで生活していた。すっぽり抜けているんだよ。〝悪夢の七日間〟の記憶がな」

〝悪夢の七日間〟発生当時、遥斗はその災さい厄やくの中心であるトウキョウで暮らしていた。生活の全すべてが迷宮に吞み込まれてしまい家族は未いまだ行方ゆくえ不明のままだ。自分の命が助かっただけでも奇き跡せき的とも言える。

「俺を推薦してくれた千影には感謝してる。〝始まりの迷宮〟に入る資格を手に入れるためには、学園への入学が近道だからな」

「自分の手で生まれ育った街を取り戻もどしたいというわけか？」

「ひとことで言えばそうなる。だがそれ以上に気持ちが疼うずくんだ。オカルトめいているかもしれないが、あの場所が俺を呼んでる気がする」

　記憶にぽっかりと空いた大きな穴──、そこから何者かが自分を呼んでいるような、言い得ぬ感覚がある。それに応えるべく、遥斗は十年という少年時代を全て、創成士イマジニアとしての技術の研けん鑽さんに擲なげうってきた。

「〝始まりの迷宮〟攻略を目指す大志は創成士イマジニアとして共感できる。それには、まず〝始まりの迷宮〟に入る資格が必要だ。いずれにせよ私たちの利害は一いつ致ちしてる。学園はＳＡＲ関連企き業ぎようからの献けん金きんで運営されるからな。いかに優ゆう秀しゆうな人材を輩はい出しゆつするか、その成果に応じて予算も大きく変わる」

　いかにも生徒会長である千影らしい言い分だ。

「つまり学園ヴァルフォールのために働けと？」

「それが遥斗のためにもなる。まずは来月の天覧試合を目標にすると良いだろう。格好のアピールの場だ。企業や特務機関のお偉えら方がたも観戦に来るからな。認められれば、〝始まりの迷宮〟探たん索さくの資格が得られるかもしれないぞ」

「なるほど……。それは願ったり叶かなったりだな」

　目の前にぶら下げられた人にん参じんという訳じゃないが、千影の言葉を受けて遥斗の心の内で情熱が一層熱く燃え上がる。

「もっとも代表になるには、少なくともランキング入りする必要があるがな」

　そこまで言うと千影は椅子から立ち上がった。それから左ひだり腕うでの時計に目をやる。

「実は午後から会議があるんだ。本当は学園全体を案内出来れば良かったんだが、時間が足りない。せめて闘とう技ぎ場ぐらいは案内してやろう。手早くランキングを上げるには、生徒同士の決闘デユエルに勝つのが一番だからな」

「ありがたいな。今日のうちに見学させてもらったほうが良さそうだ」

　遥斗もソファから立ち上がり、千影の後ろに続いた。

　だがその先頭にいた千影が急にドアの前で立ち止まる。

「おっと……。忘れるところだった。こういうことこそ二人きりじゃないと出来ない」

「まだ何かあるのか？」

　その疑問に応こたえるでもなく、千影は振ふり返ると遥斗の腰こしへと両りよう腕うでを這はわせた。

　そのままギュッと体を重ねてくる。

　たわわな二つのふくらみが服の上から腹部へ押し当てられた。

「……。一体何の冗じよう談だんだ？」

　戸惑いを隠かくさずに遥斗は視線を下へ向けた。

　突とつ然ぜん、千影は上うわ目め遣づかいで少女のようないたずらな笑えみを返してくる。

「言っただろう？　私はお前に惚ほれてると。思った通り、良く鍛きたえられた引き締しまった体だ。私の目に狂くるいはなかったな」

　そう満足げな顔を浮かべると、千影はするりと腕うでを解ほどいた。
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「日曜だっていうのに随分な盛せい況きようぶりだな」

「土日は授業が無いので時間の融ゆう通ずうが利きく。まあ平日も授業は午前で全て終わるのだがな。その分の空いた時間を、生徒たちは決闘や次元迷宮の探索に充あてられるというわけだ」

「授業より実戦──、実力主義を唱える学園らしいカリキュラムだな」

　生徒会室を後にした遥斗たちは、学園内の闘技場を訪おとずれていた。

　タワー状の建物であるこの闘技場は、中央を貫つらぬく様にエレベータが通っており、その周囲にあるフロアがロビーとなっている。さらにそれを囲むように扇おうぎ形がたのバトルフィールドが連なって並んでいた。どうやらこの構造が九階まで続いているようだ。

　ちなみに今、遥斗たちがいるのは三階のロビーフロアだ。

　遥斗は足を止めるとガラス張りの壁かべから、一つのバトルフィールドの様子を見下ろす。バスケットコート二面分ほどの空間には緑の木々が生おい茂しげっていた。

　千影は隣となりに並ぶと、さも当然のように遥斗へ腕を絡からませてくる。

「二人っきりの時しか、そういうことをしないんじゃないのか？」

「気にするな。ちょっとしたスキンシップだ。それより見ろ。このバトルフィールドは森林ステージが選せん択たくされたみたいだぞ」

　千影は話題を逸そらすように眼下のステージを指差した。

　わざわざ振り解くのも面めん倒どうなので、遥斗は仕方なくそのままバトルフィールドへ視線を戻す。

「森林ステージ？　確かに木が生えてるようだが」

「ＳＡＲによる幻実体だ。ステージは数十種類以上ある。決闘の際にはバトルフィールドは、ランダムに選択されたものへと変化する。次元迷宮には多種多様な形状のものが存在するからな、それに合わせてより実戦的にということだ」

　木々に囲まれたフィールドに二人の生徒が入ってきた。一人は茶ちや髪ぱつに細ほそ面おもての男、もう一人は大おお柄がらの男だ。

　その姿を確かく認にんすると千影は興味深げに口角を上げた。

「遥斗、お前は運が良い。一年の注目株だぞ。あの茶髪の男──、名前は騎き月づき狗く郎ろう。実力はもちろんのこと、ランク入り目前と噂うわさされてる」

「詳くわしいな。さすがは生徒会長ってところか」

「他ほかの生徒の情報を知ることは戦略上優位に働くからな。とは言えこの程度は学内ネットで簡単に調べられることだ。ちなみに、私の順位は３位だ」

　ランクを自じ慢まんしてる訳ではない。事実を淡たん々たんと伝えただけ、そういう口調だった。

「じゃあ例えば俺たちが今から戦ったとして、俺が勝てばそのランクは入れ替かわるのか？」

　半分挑ちよう発はつのつもりで言ったのだが、それを躱かわすように千影は笑いを溢こぼす。

「評価の基準はそんな単純じゃない。上位の者を相手に善戦すれば、負けてもランキングが上がることもある。その逆も然しかりだ。それにそもそもランク外であるお前が、一シ桁の覇ング者ルである私と戦うのはルール上不可能だな」

「そうなのか。それは残念だ」

「オペレーター枠わくに所属する生徒は、ランクの桁けたに応じて３カテゴリに区分される。上から順に一シ桁の覇ング者ル、二桁ダのブ猛者ル、そしてランク外のその他の生徒。自分と同じか一つ上下のカテゴリの者としか戦うことはできないんだ」

「簡単に言えば二桁ダのブ猛者ルになって出直してこいと？」

「ふふっ、遥斗ならすぐにランク入り出来るさ。いずれにしてもランクは上げておくのに越こしたことはないな。さっきの三区分に応じて学園生活の待たい遇ぐうも随ずい分ぶんと変わる」

　眼下のバトルフィールドでは二人の生徒による戦いがすでに始まっている。

　大柄の男によって振り回された大たい剣けん──、騎月狗郎はそれをいなすように躱しながら森の中へと誘さそい込んだ。

　木々の間で窮きゆう屈くつそうながらも、大柄の男は木ごとなぎ倒たおしながら斬ざん撃げきを繰くり出し続ける。

　それを見た千影は嘲あざける様に口元を歪ゆがめた。

「決まったな。騎月狗郎の勝ちだ。油断からなのかは知らんが、あの大柄の男は相手の能力を知らずに戦いに臨のぞんだみたいだな」

　大剣の一いち撃げきを飛び退のく様に躱すと、狗郎は大木の後ろに身を潜ひそめた。

　すかさず大柄の男がその大木をなぎ倒すが、すでにそこに姿は無い。男は焦あせりからかおろおろするように周囲を見回している。完全に対戦相手を見失ったようだ。

　次の瞬しゆん間かん──、空間がゆらめき、いきなり男の目前に狗郎の姿が現れる。

　慌あわてた様子で繰り出された大柄の男の一撃は、完かん璧ぺきに相手を捉とらえたように見えた。

　しかし剣が触ふれた瞬間、狗郎は煙けむりのように消えて無くなる。

　そして背後から現れたもう一人の狗郎が、ナイフを大柄の男の首筋に当てた。

　降参を示し唆さするように大柄の男は大剣を投げ捨てる。

「試合終しゆう了りようだ。闘技場での決闘は、本人の降参、もしくはジャッジプログラムによってどちらかが戦闘不能と判断された時点で勝敗が決する」

「今、騎月狗郎が囮おとりに使ったのは分身か何かか？」

　遥斗の質問に千影が頷うなずき返す。

「ああ。大した腕うで前まえだな。騎月狗郎が使う能力はファントムという名のレベル３アプリ。確かＧＩファクトリー社の製品だったかな。あの必殺技アーツアプリはＳＡＲによって自分の分身を作り出すことが出来る。かなりの制せい御ぎよ技能が必要とされるはずだ」

「なるほど。間ま違ちがいなく俺には扱あつかえないアプリ──」




「えいっ！」

　──ん？……。

　いきなり背後から、得体の知れない柔やわらかな物がしがみついてきた。くんくんと温かな吐と息いきが背中に注がれる。

　遥斗が怪け訝げんな顔で振り返ると、小こ柄がらな少女が目を爛らん々らんと輝かがやかしてこちらを見つめていた。

　目め尻じりの下がった黒目がちの目には、色素の薄うすいふわふわの髪かみがかかっている。小さく形の整った鼻に、桜のつぼみの様なつつましやかな唇くちびるは、まるでフランス人形のそれのようだ。

　その顔立ちはかなりあどけなく、少女の殻からを脱ぬげ切れていない。

　にも拘かかわらず背中に押し当てられた巨きよ大だいな膨ふくらみは、女性らしさを十分過ぎるほど主張していた。

「やっぱり遥斗ちゃんだ。この匂におい絶対そうだと思ったんだよねぇ」

　そう言われたものの、その満面の笑みを浮うかべる少女に遥斗は全く覚えが無かった。

　隣では千影が不思議そうな様子で、遥斗の腕へ鼻を近づけている。

「とりわけ特別な匂いがするようには思えないが……。遥斗、お前の知り合いか？」

「いや、覚えが無い」

「そうは言っても彼女はお前の名前を言い当てたぞ」

　やりとりを聞いていた少女は不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨らませると、いきなり遥斗を突つき飛ばすようにして体を離はなした。

「ちょっと遥斗ちゃん、忘れたってどういうこと？　私のことお嫁よめさんにしてくれるって約束したのに。だいたいその女の人は誰だれ、──って、わぁっ！　生徒会長だ！」

　遅おくればせながら千影に気づいたらしく、少女は慌てた様子で後ずさる。

　千影の方は、やれやれといった様子でこちらに肩かたをすくめて見せた。

「めずらしいな。お前の年ねん齢れいでもう婚こん約やく者がいるなんて」

「だから身に覚えが無いと……。悪いがいつそんな約束をしたのか説明してくれ」

　遥斗の困こん惑わくした様子を見てか、少女は悲しそうに唇を嚙かんで俯うつむいた。

「ちゃんと約束したのに。保育園のお別れ会で……。私のこと迎むかえに来てくれるって」

　──そう言われてみれば……。

　フラッシュバックのように遥斗の脳のう裏りで、とある女の子の記き憶おくが蘇よみがえる。

〝悪夢の七日間〟が起こる一年以上前のことだ。遥斗の実家の隣に同い年の女の子が住んでいて、その少しのんびり屋の少女は、いつもニコニコ笑いながら自分の後ろに付いてきた。確か彼女は小学校に上がる前に親の都合で引っ越して……。

　遠い記憶の中にいた女の子と、目の前で塞ふさぎこむ少女の姿がリンクする。改めて見るとその顔立ちには当時の面おも影かげが残っている。むしろ幼い顔立ちな分、そのまま体だけ成長したようにさえ思えてきた。

「白しら兎と羽は奈な子こ？……」

「遥斗ちゃん！　思い出してくれたんだねっ」

　遥斗の言葉を受けて少女の顔に再び花が咲さく。羽奈子は飛び跳はねるように、再び遥斗へしがみ付いてきた。それから警けい戒かいするように千影を見上げる。

「そういう訳なので遥斗ちゃんのことは諦あきらめてください。相手が生徒会長といえども、こればっかりは譲ゆずれませんっ」

　その羽奈子の真しん剣けんな眼まな差ざしに対して、千影はサディスティックな笑みを返す。

「知ってるか小こ娘むすめ、結けつ婚こん詐さ欺ぎの時効は三年だ。つまり十年たった今、遥斗がお前との婚約を破は棄きして私を選ぼうとも、お前が文句を言う権利は一ミリも無いっ」

「えっ……、そ、そんなぁ……。私たちの婚約が無効だなんて……」

　何にショックを受けているか不明だが、羽奈子は打ちひしがれるように膝ひざから崩くずれ落ちた。まるで生まれたての子ヤギだ。

　その姿を見て満足したのか、千影は表情を緩ゆるめる。

「ふふっ、ちょっとした冗じよう談だんだ。お前たちの再会に水を差すつもりは無い。それに残念ながらそろそろ時間だ。会議に備えて一度、生徒会室に戻もどらねばならないからな」

「そうか、色々と助かった。忙いそがしいのに迷めい惑わくをかけたな」

「迷惑などと言ってくれるな。これが私の仕事だからな」

　最後にフッと笑えみを浮かべると、千影はエレベータの方へと足を向けた。凛りんとした後ろ姿は、そのまま少しずつ遠とお退のいていった。

　さきほどの宣戦布告じみた発言がよほど気になるらしい。羽奈子はその背中を威い嚇かくするようにじっと見つめている。しかしその姿がエレベータの中に吸い込まれるのを確認したあたりで、何かを思い出したようにはっと口へ手をあてた。

「あーっ、友達と約束あったんだ。遥斗ちゃんゴメンね。私ももう行かなきゃ……」

「別に気にするな。いつまでもこうやってしがみ付かれてる方が正直困るしな」

「へ？　あっ……。あはは。遥斗ちゃんに会えたのが嬉うれしくてついね」

　少し照れくさそうにはにかむと、羽奈子は密着させていた体をゆっくりと引き離した。

「じゃあ私行くね。積もる話はまたあとでってことで」

　何度も名残なごり惜おしそうに振ふり返っては手を振る羽奈子を見送ってから、ようやく解放された遥斗は大きく息をついた。

　とは言え、今日中にやらなければいけないことは、まだまだたくさんあるのだが。




　　　　※




「ふぅ……」

　斜しや陽ようが差す寮りようの一室で、荷に解ほどきを終えた遥斗は脱だつ力りよくするようにベッドへ腰こしを下ろした。

　遥斗は大の字に寝ね転ころがって改めて部屋を見み渡わたす。

　十畳じようのワンルームに、キッチン、バス、トイレ付きで、ＳＡＲ家具も備え付け。学生の一人暮らしとしたらお釣つりが来る環かん境きようだ。今日からここが生活の拠きよ点てんとなる。

　千影が言っていたランクごとに学園生活の待遇が変わるという意味が分かった。寮の管理人によるとランク入りしている生徒は、さらに待遇の良い寮が宛あてがわれるらしい。

　だとしたら一シ桁の覇ング者ルである杏奈や千影が、どんな豪ごう邸ていで生活しているのか少し気になるところだ。

　そのままくつろいでいると──、




　ピンポーン──、不意に聞こえた呼び鈴りんに、遥斗の眉み間けんへ皺しわが寄る。

　さっき引っ越してきたばかりの自分には、訪ねてくるような知り合いなどいない。あり得るとしたら寮の管理人とかだろうか。

　だがそんな予想とは裏腹に……。

「えへへっ、来ちゃった」

　ドアを開けた瞬間に飛び込んできた能天気な笑顔──、

　来訪者は白兎羽奈子だった。両手にスーパーのビニール袋ぶくろを提さげて、肩には巨大なボストンバッグが掛かけられている。

　目の前の状じよう況きようが理解できない。否いなしたくない。

　遥斗は威い圧あつするように、

「……一体何しに来たんだ？　というか、寮の部屋番号を教えた記憶がない」

「そんなの学内ネットをちょこーっとハッキングすれば簡単に分かるよ。それより早く中に入れてー。荷物重くて肩がもうパンパン」

　羽奈子はお構いなしに遥斗を押しのけて部屋に上がり込むと、そのままカウンター式のキッチンを占せん拠きよした。

　服ふく飾しよくアプリを起動したのか、一いつ瞬しゆんの眩まばゆい光の後にベージュのエプロンが服の上へ現れる。

「分かった上で敢あえて聞くぞ。今から何するつもりだ？」

「何ってご飯つくるの。一いつ緒しよにお夕飯食べようかなって。再会を祝してのパーティー的なやつ。さっきまたあとでって言ったじゃん」

「初めて聞いたんだが……。パーティーなんて話は」

「あれ？　言ってなかったかな。えーっとじゃあサプライズパーティーでどう？　遥斗ちゃんは疲つかれてるだろうし、できるまで休んでてよ」

「まったく……。最低限、食える物を作れよ」

　遥斗はため息を漏もらしながら再びベッドへと腰を下ろす。

　とは言え、この疲れた体を引き摺ずって外食へ出かけるのも億おつ劫くうだと思っていたのだ。本人が作りたいと言っているのだから、それを止める理由もなかった。




　クリームシチューにサーモンマリネとバジルソースのバゲット添ぞえ──、料理の感想を聞かれれば、率そつ直ちよくに旨うまいという言葉が出てくる出で来き栄ばえだ。

　すでに食事を終えた遥斗は、隣となりの羽奈子へ目をやる。相変わらず食べるペースが遅おそいらしく、食器に盛られたシチューはまだ半分も残ったままだ。

　何をするのも遅くて、ドジでのろまな女の子。羽奈子の幼い姿が遥斗の脳裏を過よぎる。

　だがこの料理の仕上がりなどを見るに、この十年で胸以外も成長したらしい。

　しかし羽奈子は急に塞ぎこむように頰へ手を添えた。

「あうっ……間ま違ちがえてほっぺ嚙んじゃった。痛い……」

　前言撤てつ回かい。どうやら根本のそそっかしさは直っていないようだ。

「お前、そんな調子でよく学園に入ることが出来たな」

「へ？　えーっと……遥斗ちゃん勘かん違ちがいしてるかもだけど、私はエンジニア枠わくでの入学だよ。昼間も友達のアプリをメンテナンスする約束があったの」

「エンジニア？」

　朝、迷めい宮きゆうの周囲で電子端たん末まつを操作していた学生連中の姿を思い出した。

　戦せん闘とう能力が必要ないエンジニアは、その入試でも身体能力試験などは実じつ施しされない。

　運動神経の鈍にぶい羽奈子でも入学に問題は無かったということらしい。

「あっ！　そういえば──」

　思い立ったように羽奈子は席を立つと、キッチン脇わきに置いてあった自分のバッグの中を漁あさり始めた。端末機器を取り出すとそれを抱かかえて戻ってくる。

　その端末は昼間に迷宮の前でエンジニアの生徒が使っていたのと同じものだ。

「せっかくだから脳内のメンテナンスしてあげようと思って、持ってきたの。早さつ速そくしてあげるね」

　端末を自身の太ふと腿ももの上へ載のせると、慣れた操作で起動する。幻実体による半はん透とう明めいのディスプレイが浮うかぶように現れた。

　同時に羽奈子の眼差しは、スイッチが入ったように真剣な物へ切り替かわる。

「えーっと、量子無線で脳にアクセスするから、22番のネットワークポート開いてね」

「羽奈子のメンテナンス？……。結構だ。さすがにそれは遠えん慮りよしておく」

　そう答えた遥斗の顔には、自分でも分かるほどに嫌けん悪おの色が滲にじんでいた。

「もうっ、遠慮しなくてもいいのに。それとも頭の中を誰かに覗のぞかれるのが嫌いやとか？」

〝始まりの迷宮〟から生せい還かんした数少ない人間──、そんな理由のせいで、遥斗は幼少期から、ＳＡＲ関連の研究所で日課のように頭を覗かれてきた。今さらそれを嫌がる理由も無い。

　気が進まない理由はただ一つ。目の前にいるこのどうにも間が抜ぬけた少女に、頭の中をゴチャゴチャにされるのではという不安からに他ほかならなかった。

「うーん、じゃあ脳内メモリのクリーンアップだけってのは？　それぐらいは小まめにやった方がいいでしょ？　不要なごみデータが溜たまってるとよくないし」

「クリーンアップか……。まあそれぐらいなら」

　幼おさな馴な染じみからの善意の申し出を、そう邪じや険けんにするわけにもいかない。──と心持ちを取り繕つくろってみるが、半ば強ごう引いんに押し切られたのは明らかだ。

　遥斗は意識を内へと向けると、サードアイのシステム画面からさきほど指定されたポートを開いた。ただしＳＡＲアプリなどの重要なデータにアクセス制限をかけておく。これなら変にいじくり回されることもない。

「じゃあ早さつ速そくアクセスするねー。って、えっ⁉　何これっ。遥斗ちゃんの脳内メモリ、２００ＭＢちょっとしかないよ。なんかのエラーかな……」

「問題無い。普ふ段だんからそんなものだからな」

「そ、そうなの？……。これじゃレベル１の最弱アプリを一つ装備するのが精せい一いつ杯ぱいだよね。遥斗ちゃんこそ、そんなんでよく入学できたね」

「まあ一いつ般ぱんの試験だったら間違いなく落とされてただろうな」

「あはは、なんかおかしい。普ふ通つうには入学できないのに特待生にはなれるなんて」

　そう笑いを溢こぼしたものの、画面を見つめる羽奈子の目は真剣なままだ。こんなに何かに集中する羽奈子の表情を遥斗は知らない。

「何で羽奈子は創成士イマジニアを目指そうと？」

「んー……。最初のきっかけはＳＡＲ技術に興味があったからかなぁ。中学の時もアプリ開発部の部長だったんだよ。そう言う遥斗ちゃんは何で──」

　キーボードを叩たたいていた手が止まる。羽奈子はしまったといった表情で、言葉の続きを吞のみこんだ。余計なことを聞いたとでも考えているのだろう。

「そんなのトウキョウへ戻るために決まってるか。ごめん。変なこと聞いちゃって……」

「気にするな。今さら聞かれて嫌な話でもない。そもそも俺は〝悪夢の七日間〟のことを覚えてすらいないからな」

「それも寂さびしいね。もういないんだよね。遥斗ちゃんのお母さんも、夕ゆ映えちゃんも……」

　羽奈子の目にはうっすらと光る物が浮かんでいた。

　小さい頃ころ、羽奈子はよく遥斗の家へと上がり込んで、三つ下の妹の面めん倒どうを見てくれていた。一人っ子の羽奈子からすれば、本当の妹のように可愛かわいがっていたのかもしれない。

　羽奈子は不意にこちらへ手を伸のばすと、遥斗の右手をぎゅっと握にぎった。温かな体温が指先から伝わる。涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみがこちらへ真っ直すぐ向けられた。

「でも良かった……。遥斗ちゃんはちゃんと生きててくれたもん。私ずっと心配してたんだよ。でもこれからはまた毎日一緒にいられる」

「そうだな」

　照れ臭くささもあり、向けられた気持ちから逃にげるように遥斗は視線を逸そらした。

　羽奈子の方も急に気き恥はずかしさが湧わいてきたらしい。慌あわてて手を解ほどくと、メンテナンス作業へと戻る。

「あはは、なんか暗い話になっちゃった。学園のこととか分からないことがあったら、何でも聞いてね。私も入ったばかりの新入生だけど、遥斗ちゃんより二週間先せん輩ぱいだし」

「分からないことか……」

「何かあるの？　どんどん聞いてよ」

　そういえば遥斗には、朝から気き掛がかりだったことが一点あった。

　胃もたれしそうなほど濃こかった今日一日の中で、一番衝しよう撃げきだったのは次元迷宮で襲おそいかかってきた杏奈だ。

　彼女は自分を誰だれかと勘違いしていたようだ。スナッチャーがどうとか言っていた覚えがある。

「じゃあ一つ聞きたい。羽奈子、スナッチャーって言葉に聞き覚えがあるか？」

「うん、知ってるよー。ここ二ヶ月ぐらい迷宮内で生徒が襲しゆう撃げきされる事件が続いててね、その犯人の通つう称しようのこと。誰も見たことないめちゃくちゃな強さのＳＡＲアプリを装備してるらしくて、外部の人間って噂うわさだけど」

「それでか……」

「えっ、何かあったの？」

「今朝そのスナッチャーと勘違いされて、変な女にいきなり攻こう撃げきされた。確か名前は緋桜杏奈とかって──」

「緋桜杏奈って、一シ桁の覇ング者ルの緋桜杏奈っ⁉」

　羽奈子はやたらと食い気味な反応を示す。

「その様子からみると有名みたいだな、あの傲ごう慢まん女」

「まあ一シ桁の覇ング者ルはみんな有名だけど、あの人は悪い噂がね……。次元迷宮に入る時は大たい抵ていギルドってチーム単位で動くんだけど、彼女の作ったギルドが解散したみたいなの」

「ギルドが解散？」

「うん。結構な規模のギルドだったみたいで、当時は学内で相当騒さわがれたらしいよ。緋桜杏奈の自分勝手のせいで他の生徒も巻き添ぞえになったって。彼女自身もそれまではエリートってチヤホヤしてもらってたのが、一変して評価はがた落ち。今も学内では浮いた存在みたい」

　まああれだけ好き勝手やっていたら、悪い噂などいくらでもありそうだ。その噂が本当なら一人ぼっちの学園生活も自じ業ごう自得だろう。

　羽奈子は不意に端末から手を離はなし、大きく背筋を伸ばした。

「お待たせ。ちょっとサードアイで見てみて。クリーニングついでにアプリもメンテしといたよ。アプリサイズを10％ダウンしちゃった。これで起動も制せい御ぎよもサクサクなはず」

「はぁ？」

　遥斗は脳内のサードアイから、アプリデータを確かく認にんしてみる。するとシルバーリムズのアプリデータが確かに十数メガほど小さくなっていた。ためしにテスト起動してみるが問題無く動きそうだ。

　一体いつの間にこんなことまで……。技術的にも時間的にも普通のエンジニアでは間違いなく無理な芸当だ。

　苦笑いを向けると、羽奈子はＶサインを返してくる。

「実際に遥斗ちゃんの戦いを見て情報を集積すれば、もうちょっとデータ削けずれると思うよ」

「と言うか、アプリデータにはセキュリティロックを掛かけておいたんだが……」

「あー、あれぐらいじゃセキュリティの内に入らないかな。五秒で破っちゃった」

　まるで褒ほめられるのを待つかのように、羽奈子は得意気な笑えみを浮かべて見せた。

　そのおでこ目掛け、苛いら立だちを込めて指を弾はじいてやる。

「いっつっ……。何で私デコピンされなきゃなの？」

「お前が勝手なことするからだ」

　目に涙をためた羽奈子が、不服そうにこちらへ視線を送ってきたが、遥斗はそれを冷たくあしらう。油断も隙すきもあったものじゃない。




　　　　※




　朝の日差しが木の新緑の間から洩もれて、顔をちらちらと照らす。学部棟とうへ続く歩道を歩く遥斗はその眩まぶしさから顔をしかめた。

「一限は第三学部棟のＥ棟だったか……」

　歩道の先に見える半球状の建物と、脳内で立ち上げたナビアプリの立体地図を見比べる。どうやらあそこで問題無さそうだ。

　昨晩の内に羽奈子から聞いて、学内ネットから地図データをダウンロードしておいて良かった。似たような建物がいくつも並ぶこの敷しき地ちは、次元迷宮なみに迷いやすい。

　不意に朝の静せい寂じやくを打ち破って──、




「待ちなさ───いっ‼」

「いい加減観念しろっ！」

　背後から聞こえた大きな声に、遥斗は思わず振ふり返る。すると見覚えのある少女が、その叫さけび声に追われるようにこちらへ駆かけてきた。

　それは昨日、次元迷宮で会った緋桜杏奈だった。

　杏奈は慌てた様子で、すぐ傍そばの茂しげみへ飛び込むようにして身を潜ひそめる。

　それから一いつ拍ぱくほど置いて、銀ぎん髪ぱつのボブカットの少女が二人、苦々しい表情で走ってきた。

「くそ、逃げ足の速い」

「お姉様、急ぎましょう。早くしないと授業が始まっちゃいます」

「分かってる。行くぞ」

　遥斗の方を一いち瞥べつしたものの、少女たちはそれ以上気にする様子もなく、そのまま歩道の奥へと駆けていった。

　しばしの間があき、それを待っていたかのように茂みから──、

「ねえ、もうアイツら行っちゃった？」

「よくわからんが、二人組の女なら学部棟の方へ行ったぞ」

「ふぅー……良かった。アイツらがマヌケで助かったわ」

　茂みから姿を現した杏奈は息をつく様に、制服に付いた土を手で払はらった。だが遅おくればせながら遥斗の存在に気づいたらしく、その表情が一変する。

「あっ、アンタ昨日の痴ち漢かんっ！　さてはまた私を裸はだかにしようって魂こん胆たんでしょっ」

　杏奈は警けい戒かいするように飛び退のいて身構えた。

「随ずい分ぶんな言われようだな。それにしても何だか追われてたようだが？」

「それもアンタのせいっ。アンタが迷めい宮きゆうに入ったことを千影に告げ口したせいで、朝っぱらから生徒会の奴やつらに追われて、もう本当に最悪っ！」

　苛立ちから杏奈は派手に髪かみを搔かき毟むしる。

「自業自得だ。謹きん慎しんを破って迷宮に入ったんだ。追加処分が下っても文句は言えないな」

「あーっ、もうムカつくっ！　アンタと話してると高血圧で倒たおれそうだわ。疫やく病びよう神がみも良いとこよっ。何でアンタが学内の敷地にいるわけ？……って言うかその制服──」

「学園ヴァルフォール一年、神凪遥斗。今日から特待生としてここに通うことになった」

「特待生⁉　じゃあアンタが噂の……。ふんっ、まあこの際それは良いわ。特待生だろうが関係ない。金輪際、私に近づかないでよね。アンタといるとろくな目に遭わない」

「いきなり襲いかかってきた挙げ句、助けてやったのに、痴漢呼ばわりしてくるバカ女に誰が好んで近づくとでも？」

「本当にムカつく！　決闘デユエルすることになったら、徹てつ底てい的に叩き潰つぶしてあげるっ。覚かく悟ごしときなさいよねっ！」

　それを捨て台詞ぜりふとすると、少女はくるりと踵きびすを返して学部棟へと駆けていった。

　呆あきれながら遥斗は頭を抱かかえる。

　昨日の時点で薄うす々うす分かっていたが、今再会してはっきりと認識した。自分はあの傲慢で身勝手な女がこの上なく大だい嫌きらいだ。




　　　　※




　第三学部棟の階段教室へ入ると、遥斗は最上段の席へと腰こしを下ろした。

　単位選せん択たく制を採用している創成士イマジニア育成学園は、各生徒が決められた授業から、好きなものを自由に選択することができる。必要な単位さえ取ればそれで進級できるという訳だ。

　そのためクラスやホームルームといった概がい念ねんはなく、当然ながら転校生お決まりの壇だん上じようでの挨あい拶さつなども無かった。その方が変な馴なれ合いがなくて気楽でいい。

　授業が始まるまではまだ時間があるのだが、教室にはすでに数十人の生徒の姿がある。その内の数人がチラチラとこちらを窺うかがっていた。

　羽奈子や杏奈の様子を見た限りでは、特待生の入学は学園内である程度噂になっているようだ。各学年のオペレーター枠わくの定員は百人──、見慣れない顔がいればすぐ分かるということらしい。

「あー遥斗ちゃん、いたいた。授業前に間に合ってよかったよ」

　弾はずむような声とともに後ろのドアから入ってきたのは羽奈子だった。遥斗の席へ、満面の笑みを浮うかべて駆け寄ってくる。

　いくら選択制とは言え、このＳＡＲ制せい御ぎよ基き礎その授業はオペレーター向けの授業だ。エンジニアである羽奈子がどうしてここに……。

　その疑問を察したのか羽奈子はドアの方へ振り返ると声を張った。

「狗郎くん、こっち！　早く来てーっ」

「ふぁーぁ……ねみーよ。ったく朝っぱらから叩たたき起こしやがって」

　けだるそうな様子で教室に入ってきたのは、どこかで見覚えのある茶ちや髪ぱつの少年だった。そのまま羽奈子の隣となりまで来ると、ひょいと彼女の栗くり毛げ色の髪を抓つまみ上げる。

「羽奈子、お前寝ね坊ぼうした？　後ろの毛が思いっきり撥はねてる」

「えっ、どこどこ？　けっこう目立っちゃってる？」

　慌あわてた様子で髪を撫なでつける羽奈子を見て、少年は吹ふき出すように笑いを溢こぼした。

「あははっ、ウソだって。ちゃんと綺き麗れいにまとまってるから大だい丈じよう夫ぶ」

「もうっ、またそうやって……」

　騙だまされた羽奈子は不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　この様子からして羽奈子とはかなり仲が良さそうだが──、

「羽奈子、まずは紹しよう介かいしろ。彼は？」

「ゴメン、そうだった。えーっと、この人は騎月狗郎くん。昨日メンテナンスの約束してた友達だよ。遥斗ちゃんまだ友達いないから、一人だと授業も不安じゃないかなって」
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　思い出した。昨日闘とう技ぎ場で見た一年生同士の試合──、言われてみればこの男はそれに勝利した生徒だ。確か分身を作り出すアプリを使っていた……。

　遥斗の目の前に狗郎の手が差し出される。

「羽奈子の幼おさな馴な染じみなんだろ、色々聞いてるぜ、特待生君。ひとつよろしくな」

「神凪遥斗だ。よろしく頼たのむ」

　そう手短に返し遥斗は握あく手しゆに応こたえた。

　狗郎はそのまま遥斗の隣へと腰こし掛かける。

　羽奈子はそのやりとりを見届けると、

「あっ、私もう授業始まるから行かなきゃなの。じゃあ狗郎くん、遥斗ちゃんのことよろしくお願いね。無ぶ愛あい想そうで、ちょっと意地悪かもだけど」

「大丈夫だって。羽奈子たっての願いだしな。任せとけって」

　そう狗郎に見送られると、羽奈子は慌てた様子で教室から出ていってしまった。それにしても随分な言い振ぶりだった。全く人を何だと思ってるのだろうか。

　すると不意に狗郎がこちらの顔を覗のぞきこんでくる。何かを値ね踏ぶみするような目つきだ。

「俺の顔に何か付いてるのか？」

「いやいや。遥斗だっけ？　お前ってさ、ぶっちゃけ羽奈子のことどう思ってる？　俺的には、うちの一年の中ではかなり可愛かわいいほうだと思うんだけど」

「羽奈子がか？……。俺としては久しぶりに再会した幼馴染ってだけだ。それ以上でも、それ以下でもない」

「うわぁ……。それ羽奈子の前では絶対言うなよ。間ま違ちがい無く泣かれるぞ。って言うか疑うだけ無む駄だか。もし遥斗が羽奈子に気があるなら、俺を連れてきた時点で嫉しつ妬とするし」

「単に俺がポーカーフェイスで気持ちを隠かくしてるだけかもしれない」

「それは無いな。あんたは他人にどう思われようが気にするタイプじゃない。言いたいことはその場で言う。嫌いやだと思えば隠さずに表現する」

　狗郎にそう真顔で言われ、遥斗はフッと口元を緩ゆるめる。

　見た目の軽けい薄はくさとは裏腹に、それなりの洞どう察さつ力を持ち合わせているようだ。初対面でそれだけズケズケと物を言える裏表の無さも気に入った。

　狗郎に興味を覚えた遥斗は表情を崩くずすと、

「そういうお前は羽奈子に気があるようだな？」

「んー……羽奈子だけってわけじゃないんだけどな。なんて言うか可愛い女子は平等に愛さなきゃみたいな」

「可愛ければ誰だれでも良いってことか。まあ別に否定する気は無いがな」

「それでも羽奈子は特別。性格も良いし、なんて言うか弄いじりがいがあるみたいな」

「あぁ、それは同感だ。暇ひま潰つぶしにちょっかいを出すには丁度良い」

　遥斗と狗郎は視線を交かわすと互たがいに思わず笑いを溢す。この男とはそれなりに上手うまくやっていけそうな気がする。




　　　　※




　午前の授業を受け終えた遥斗と狗郎は、闘技場を訪れていた。

　タワーの中は昨日よりもさらに多くの生徒で溢あふれている。これから決闘を控ひかえているせいか、目をギラつかせている者も多い。

「あーあぁ、激混こみだな。これじゃ決闘までけっこう待たされそうだぜ」

「日によってそんなに変わるのか？」

「次元迷宮との兼かね合いってとこかな。今のとこ西地区の異界エリアに発生してる迷宮の数は三つ。これは少ない方だ。しかもどれもほぼ攻こう略りやくされつつある。ついでに言えばスナッチャーにビビって、こっちに人が流れてるってのもあるだろうしなぁ」

　スナッチャーを怖おそれる生徒たちをせせら笑うように言うと、狗郎はエレベータ脇わきのカウンターへと足を向けた。

「まずは受付を済ませちまおうぜ。初めてだろ？　説明してやるよ」

「ああ。よろしく頼む」

　カウンターの奥には数人の学園スタッフが並んで待機しており、数人の生徒が列をなしている。その内一番空すいている所へと二人は並んだ。

「決闘の申し込みする時には、どんな奴と戦いたいかある程度選ぶことができるんだ。どのカテゴリに所属するやつと戦いたいとか、どの学園のやつと戦いたいとかな。申し込みをしてマッチングが成立し次し第だい、サードアイにメール通知が来るってわけ」

「じゃあ名指しで希望することもできるのか？　例えばランク１位の奴と戦いたいとか」

「カテゴリ上、対戦可能な相手なら出来なくはないぜ。でも相手がそれに応えてくれるかは別だ。あくまでお互いの了りよう解かいがなければ試合は成立しないからな」

「なら上位の奴は決闘から逃にげることで、いくらでもランクを守れてしまわないか？」

「そうならないよう生徒は週一回の決闘が義務付けられてる。とは言え運悪く一シ桁の覇ング者ルとの決闘に宛あてがわれた奴は、棄き権けんするケースが多いらしいけどな。──おっとそろそろ俺らの番みたいだぜ」

　狗郎と共に遥斗はカウンターの前まで歩みを進める。

　だがその時──、

「いつまで謹きん慎しんすれば良いのよっ⁉　せっかくの手て掛がかりなの邪じや魔ましないでっ！」

　いきなりロビーフロアに怒ど気きの籠こもった声が響ひびいた。よく見ると入り口の方で何やら学生が集まっている。

　それを見た遥斗は、野や次じ馬うま根こん性じようから口元にふっと笑えみを浮かべて踵きびすを返す。

「狗郎、何だか分からないが面おも白しろそうだ。受付よりあっちへ行ってみよう」




　　　　※




　同刻、闘技場の同フロア──、緋桜杏奈の目の前では、天王寺千影が行く手を塞ふさぐように仁に王おう立だちしていた。

　杏奈はぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。今さら逃げようにも、自分がカッとなって叫さけんだため、周りを人だかりに囲まれてしまって不可能だ。

　生徒が大勢いる中ならば紛まぎれてやり過ごせる──、そう思って闘技場に逃げ込んだのが失敗だった。まさかこんな場所で待ち構えていたなんて……。

　そうこうしている内に、銀ぎん髪ぱつのボブカット姉妹が息を切らしながら姿を現した。朝から自分を追い回していた生徒会のメンバーだ。

　どうやら万ばん事じ休きゆうすらしい。

　一層目付きを鋭するどくさせ、千影が距きよ離りを詰つめてくる。

「緋桜杏奈、どんな理由があったかは知らんが、お前は謹慎中の身。それを破って次元迷宮に入ったんだ。相応の覚かく悟ごあってのことだろうな？」

「ふざけたこと言わないでよっ。そもそも私はあの処分を受け入れてないっ！　私の力があれば一人で問題ない。仲間なんていなくても次元迷宮ぐらい探たん索さくできるもの！」

「私もお前の実力は認めている。だがその傲ごう慢まんさはいただけないな。よもやそれが何を引き起こしたか、忘れたわけじゃないだろう？」

「そ、それは……」

　杏奈は声を震ふるわせながら言葉を詰まらせる。

　ある種のトラウマとも言えるだろうか。それだけに千影の言葉が胸に突つき刺ささる。過去にギルドを解散に追い込ませた事件──、それを引き起こしたのは、間違いなく杏奈の自分勝手な判断が原因だった。

「協調性が無い人間に迷宮探索をする資格は無い。そう判断したからこその処分だ。もうしばらく頭を冷やす必要がありそうだな。追加処分は追って連れん絡らくする」

　言い終わると同時に踵を返そうとした千影の肩かたを、杏奈は引き戻もどすように摑つかんだ。

「ちょっと待ちなさいよっ。しばらくってどれくらいっ⁉　あの事件からもう二ヶ月経たったわ。もう十分でしょ？　私だって同じ過あやまちは犯おかさない」

「そんなもの言葉ではなんとでも言える」

　至近距離から千影の射るような眼まな差ざしを受け、杏奈も負けじと睨にらみ返す。

　一いつ触しよく即そく発はつといった剣けん吞のんな空気が辺りを包む。

　だが意外なことに、先に表情を崩したのは千影の方だった。

「ふっ、まあ良いだろう。そこまで言うならチャンスをやる。衣い音おん、梨り音おん。この分からず屋の相手をしてやれ」

「「はい！」」

　声を重ねて返事をすると、さきほどの銀髪の少女二人が一歩前へと足を踏ふみ出す。

「なるほど……。二対一の決闘デユエルってわけね。良いわよ。返り討うちにして──」

「違ちがうな。二対二のタッグ決闘だ。お前にはこの場でパートナーを募つのって貰もらおう。それで二人に勝つことができたら、処分の撤てつ回かいを考えてやる」

「はぁ？　この場でって、そんな……」

　周囲の学生にもざわめきが広がる。

　ふっかけられた無理難題に、思わず杏奈は怒いかりを忘れた。

　衣音と梨音は共にランク20位前後の二桁ダのブ猛者ルだ。勝てば一気にランク入りもあるが、一いつ般ぱんの生徒からすれば、やられて病院送りというケースを心配する者の方が多いだろう。

　望んでそんなリスクを冒おかす者などいる訳がない。

　千影はそんな杏奈の心を見み透すかしたかのように、冷たい笑みを向ける。

「不服か？　これだけの生徒が集まってるんだぞ。お前の反省が伝わってるなら、協力してやろうと言う者が、一人や二人出てきて当然だと思うがな」

「良いわっ、受けて立とうじゃないの。誰か手を貸してっ！　みんなにとってもチャンスよ。二人を倒たおせば一気にランク上位にのし上がれる。絶対に私が勝ってみせる！」

　杏奈の呼びかけを受けて、人だかりのざわめきは一層大きくなった。だが誰一人ひとりとして手を挙げる者はいない。しばらく待ってもその反応に変化は無かった。

　こうなることを予見していたかのように、千影は鼻を鳴らした。

「分かっただろう。お前は誰からも信しん頼らいされてない。これが答えだ」

「くっ……」

　杏奈はわなわなと拳こぶしを握にぎりしめた。しかしこの状じよう況きようではその怒りをぶちまけることさえ叶かなわない。

　だがいきなり──、




「ちょっと良いか？」

　声と共に奥の方で一本の手が挙がった。人波をかき分けるようにして一人の男子生徒が近づいてくる。

　──よ、よりにもよって何でコイツ……。

　その顔を見て杏奈は思わず唇を嚙みしめる。

　手を挙げたのはなんと神凪遥斗だった。

「千影、そのタッグバトルに俺が参加することは可能なのか？」

　遥斗の登場に少し驚おどろいた様子の千影だったが、なぜかいきなり楽しそうに笑いだす。

「あーはっはっ。まさかお前が名乗りを上げるとはな。予想外だがこれはこれで面白い。もちろん参加を許可しよう。──衣音、梨音、バトルアリーナを準備してやれ」

「ち、千影様⁉　こんな私し闘とうじみたものにバトルアリーナを使うなんて……」

　梨音は狼ろう狽ばいした様子で声を荒あらげる。衣音も同じように驚きよう嘆たんの表情を浮うかべる。

　だが千影の方はそれを気にする素そ振ぶりも無く、

「特待生のデビュー戦だ。これぐらい華はな々ばなしい方が良いだろう。時刻は約一時間後の十三時から開始。場所は闘とう技ぎ場最上階のバトルアリーナだ！」

　千影の高らかな宣言を受けて、周囲の生徒たちに興奮混じりのざわめきが広がる。

　なぜかいつの間に随ずい分ぶんと事が大きくなってしまった。

　杏奈は不安な眼差しで遥斗にちらりと視線を送る。

　このムッツリ変態男と自分が手を取り合って戦うなんて、絶対にあり得ない。

　だが当然ながら今さら後に引けない。腹を括くくると共に杏奈はぎゅっと拳を握りしめた。




　　　　※




　闘技場の最上階は一フロアぶち抜ぬきの巨きよ大だいなバトルフィールドになっていた。

　通つう称しよう、バトルアリーナ──、本来ならば、企き業ぎよう向けの天覧試合や一シ桁の覇ング者ル同士の戦いでしか使われない特別なバトルフィールドだ。五年の学園生活を通して、この場所で戦える者はほんの一握りだけ。それを目標と据すえ置く生徒もいるほどだ。

　──それなのにこの男は……。

　控ひかえ室しつのベンチに座る神凪遥斗はリラックスしきった様子で、背筋を伸のばすと肩をゴキリと鳴らした。初めての決闘であろうに、緊きん張ちようしている様子は微み塵じんもない。

　杏奈はそんな様子の遥斗を蔑さげすむように一いち瞥べつする。

「もしアンタが私に貸しを作ったって思ってるなら、勘かん違ちがいしないでよね。私だって仕方なくタッグを組んだんだから」

「恩に着せようなんて気はさらさらない。俺はお前が嫌きらいだからな。だがお前が喧けん嘩かを買ったおかげで俺も強い相手と決闘できる。それだけは感謝してる。それよりいつまで部屋の隅すみで警けい戒かいしてるつもりだ？　仮にも仲間として戦うんだろ？」

　警戒心から、杏奈は距離を取る様に隅の壁かべへ寄り掛かかっていた。

　仲間といっても遥斗と組むことは不本意なものでしかない。かつてのギルドでの事件以来、誰だれかと協力することに嫌けん悪おすら覚えるのだ。杏奈は遥斗を信頼する気持ちなど一欠けらも無かった。

　杏奈は鋭い眼差しで、遥斗を睨みつける。

「やめてくれない。私はその仲間って言葉が大っ嫌いなのっ。綺き麗れい事言わないでよね。そもそも私はアンタを認めて無い！」

「まあ好き勝手に戦って良いなら、俺はそれでも構わないがな。しかしこの決闘、お前は勝たないとマズイんじゃなかったか？」

　その足元を見る言い方は癇かんに障さわる。だが悔くやしいことに、この決闘にぜがひでも勝つ必要があるのは真実だった。

　ふん、と鼻を鳴らしてから、杏奈は遥斗と同じベンチの一番端はしへ座り直す。

「良いわ。そこまで言うなら特別に作戦会議ってやつをしてあげる。まずアンタの装備アプリを教えてみなさいよ。昨日の一件で、私の能力のことはもう知ってるだろうし」

「構わないぞ。俺が使っているのは武器アプリのシルバーリムズだ」

　思わず杏奈は眉まゆをひそめる。

「……。で、他ほかにメインアプリは何を使ってるの？」

「それがメインの装備だ。他には何も無い」

「はぁっ⁉　ちょっとこんな時に冗じよう談だん止やめてよ。シルバーリムズなんて最弱のレベル１アプリじゃないっ。服ふく飾しよくアプリに毛が生えたような出力しかないわ。それより私のクリムゾンアートを吹ふき飛ばしたアプリはどこやったのよっ⁉」

「冗談なんかじゃない。脳内主しゆ記き憶おく量が少なくてな。それを装備するので精せい一いつ杯ぱいだ」

　怒りを通り越こして呆あきれたくなってきた。よくこんな実力でおめおめと手を挙げたものだ。お荷物以外の何物でもない。

　無情にもサードアイを通じて、脳内に開始五分前を告げるアナウンスが流れた。

「そろそろ時間のようだ。けっきょく作戦とやらはどうするんだ？」

「はぁー……。もう良い。勝手に逃にげ回ってなさい。どうせ私だけで勝てるんだし」

「それは頼たのもしい。だが間ま違ちがって後ろから俺の尻しりを焼くのだけは、勘かん弁べんしてもらいたいな」

「今度その舐なめた口利きいたら、本当にするわよ」

　冷たく突き放すように言うと、杏奈はバトルフィールドへ続く階段を登っていく。

　こっちにしてみれば処分撤回を賭かけた大事な決闘だというのに。これじゃババを摑まされたようなものだ。




　　　　※




　初めての決闘を前に自然と胸が高鳴る。神凪遥斗がバトルフィールドへ続く階段を登っていくと、やがて視界が大きく開けた。

　選手の登場に声せい援えんが湧わく。

　良く見ると、すぐ脇わきの観客席で羽奈子と狗郎がこちらへ大きく手を振ふっていた。

　直径１００メートルほどの巨大なバトルフィールドを囲う観客席は、急な開かい催さいにも拘かかわらず半分以上も埋うまっていた。デビュー戦としてはこの上ない舞ぶ台たいだ。

「両チーム前へ」

　バトルフィールド中央に立つ千影の声を受けて、遥斗と杏奈はそちらへ歩みを進めた。

　向かい合うように立つ衣音と梨音から、敵意の籠こもった眼差しが向けられる。

「バトルステージは砂さ漠ばく。ルールは両者ノックアウトによって相手チームの勝利となる。また個人単位での降参も認められているので、無理の無いように」

「千影が審しん判ぱんをするのか？」

「バトルアリーナを使用する際には、ジャッジプログラムの代わりに一シ桁の覇ング者ルが立会人となる規則がある。急だったので私しか適任者がいなくてな」

「ちょっと余計な話しないでよ。こっちにとっては大事な試合なの！」

　杏奈の叱しつ責せきに遥斗は小さく肩をすくめた。よくも四六時中、こうカリカリしていられるものだ。

　千影に促うながされるように両チームは礼を交かわすと、距きよ離りを取る様に大きく後ろへ下がった。

　それと同時にバトルフィールドが光の粒つぶで覆おおわれる。

　突然、粒の細かい砂の中へと足が軽く沈しずんだ。乾かわいた空気と熱気が体を包む。辺りを見み渡わたすと、大理石の床ゆかに覆われていたバトルフィールドは灼しやく熱ねつの砂漠へ一変していた。

　多少の岩が並ぶ以外に遮しや蔽へい物はないが、この足場の悪さと焼けるような暑さが厄やつ介かいだ。スタミナが奪うばわれる前に勝負を決めた方が得策だろう。

　杏奈がバカにするようにこちらを一瞥してくる。

「まあ、せいぜい死なないように見学してなさい」

「そいつは楽で助かる。もしお前がやられても骨ぐらいは拾ってやるから安心しろ」

「──始めっ！」

　千影による試合開始の宣言を受けて、観客席からは一層の歓かん声せいが上がった。

　同時に杏奈は地面を蹴ける。砂が派手に舞まい上がり、一気に衣音たちとの間合いが詰つまる。

「幻げん影えい換かん装そう！」

　杏奈の声に反応して左ひだり腕うでに、炎ほのお制せい御ぎよアプリ──、クリムゾンアートの赤い紋もん章しようが浮かぶ。本当に一人で勝負を決めにかかるらしい。

　だが目の前の敵はそう一ひと筋すじ縄なわでいく相手ではなかった。

　手前にいた衣音の体が光に包まれると、一いつ瞬しゆんにして体が一回り膨ふくらんだ。

　中世の騎き士しを思わせるような銀の甲かつ冑ちゆうがその身を包んでいる。二本の手には巨大な斧槍ハルベルトがそれぞれ握られていた。

　衣音はその重量のありそうな斧槍をいとも簡単に振り回して、構えて見せた。

　ＳＡＲによる変身アプリだ。あの甲冑は幻実体の人工筋肉で出来ているのだろう。そのサポートを受けてアプリ使用者の身体能力は飛ひ躍やく的に向上する。

　杏奈を迎むかえ撃うつように巨大な斧槍がなぎ払はらわれた。

　その一いち撃げきを飛び退のく様に躱かわした杏奈だったが、それを見み越こしたようにもう一本の斧槍が叩たたきつけるように振り下ろされる。

　爆ばく音おんとともに大きく砂が舞い上がった。

　杏奈はそれも咄とつ嗟さに避さけたようだが、風圧で体ごと吹き飛ばされてしまった。受け身を取る様に砂の上で体を転がす。

「終わりだっ」

　追い討うちをかけるように、衣音の斧槍の一ひと突つきが杏奈に迫せまる。

　その穂ほ先さきが杏奈の体を貫つらぬかんとした瞬しゆん間かん──、




　そこにはシルバーリムズを装着した遥斗の姿があった。

「へ？　ちょっとっ⁉」

　背後からの杏奈の声は完全に無視だ。

　ギリギリで間に体を滑すべり込ませた遥斗は、踏ふん張る様に足へ力を入れて、迫る斧槍へと集中する。

　その一撃が胸むな元もとを抉えぐろうかという刹せつ那な──、遥斗は斧槍の穂先目掛けて両拳こぶしを殴なぐり合わせた。

　ガラスが砕くだけるような音がバトルフィールドに響ひびき渡わたった。斧槍を作り上げていたグラフィックが煌きらめきながら四散する。

　羽奈子のメンテナンスのおかげだろうか、いつもよりアプリの制せい御ぎよがし易やすくなった気がする。

「なんだとっ……」

　目の前では驚おどろきと悔しさが入り乱れた表情で、衣音が口元を歪ゆがませている。

　壊こわれた武器アプリの再起動には時間がかかる。つまりは一気に畳たたみかけるには絶好のチャンスという訳だ。

　遥斗は衣音へ向かって掌てのひらを突つき出す。

　放たれた衝しよう撃げき波はを受け、銀色の体が宙を舞った。そのまま砂さ丘きゆうへと体を打ちつける。

　だがさらなる追い討ちをせんと駆かけ出そうとした時、遥斗の肩かたがぐいと摑つかまれた。振り返ると、杏奈が鬼おにのような形相でこちらを睨にらんでいる。

「どういうつもりよっ⁉　私をかばってやったとでも思ってるわけ？　あれぐらいの攻こう撃げきどうとでもなるわっ」

「戦せん闘とう中に勘弁してくれ。その攻撃をやり過ごした後のことまで考えろ」

　遥斗がそう頭上を指差すと、背中に大きな翼つばさを生やした梨音が滑かつ空くうするように空を舞まっていた。これも変身アプリの一つらしい。加えて手には九きゆう尾び鞭むちの武器アプリが握にぎられている。

　おそらく杏奈に隙すきが出来るのを狙ねらっていたのだろう。死角である頭上からの急きゆう襲しゆう、それが向こうの作戦だったのだ。

「お前は鎧よろい女と勝手に戦ってろ。飛んでる方は俺が抑おさえておいてやる」

　遥斗の言葉に、杏奈は苦々しい表情を浮うかべたものの、つま先を衣音の方へと向けた。

　しかし──、

「お姉様には近づかせないですっ」

　梨音は急降下した勢いのままに鞭を振るった。九本の鞭はそれぞれ意志を持った生き物のようにうねりながら杏奈へ襲おそいかかる。

「甘いっ」

　遥斗はその攻撃の中へ自ら飛び込むと、全すべての鞭を拳で撃ち払う。

　その隙に杏奈は、衣音のもとへと駆け出した。

　梨音は舌打ちを漏もらしながらも、気持ちを切り替かえたようだ。上空で体勢を整えると、再びの急降下と同時に今度は遥斗を狙って鞭を振るう。

　普ふ通つうの人間ならばこの九連撃を避けようと判断するだろう。

　だが遥斗は──、

　鞭の一本を見定めるとその動きに合わせて、がっちりと摑んだ。代わりに残りの八本が遥斗の体を打ち、鞭先に付いた刃はが制服を切り裂さいた。

　多少の痛みはあるが問題は無い。さきほど拳ではじいた感かん触しよくから、数発喰くらう程度では致ち命めい傷しようにならないと見切っていた。

「捕つかまえたぞ」

　遥斗は不敵な笑えみを溢こぼすと、摑んでいた鞭を力任せに引っ張った。

「きゃぁっ！」

　空を飛んでいた梨音は、引き摺ずられるように体勢を崩くずして落下してくる。

　墜つい落らくの瞬間、砂すな煙けむりが大きく舞う。

　同時に、遥斗は梨音めがけて飛び掛かかっていた。

　遥斗はその勢いのまま、座り込む梨音の手前──、地面の砂地を全力で殴りつけた。

　巨きよ大だいなエネルギーの衝しよう突とつにより轟ごう音おんがバトルフィールドへ響き渡る。

　まるで隕いん石せきが落下したように、同心円状に衝しよう撃げきが広がる。その衝撃は爆ばく発はつするように砂を上空まで舞い上げた。

　あおりを受けて、梨音の体はバトルフィールド外まで吹ふき飛ばされていく。

「……」

　常じよう軌きを逸いつした一撃に観客席の声援は水を打ったように静まり返った。

　試合に出場中の杏奈でさえも、啞あ然ぜんとした表情で砂地にできた大きなクレーターに見入っている。

　そんな中で千影だけが平然とした様子で、梨音のノックアウトを宣言した。

　一方で砂丘の頂上──、さきほど吹き飛ばした衣音の様子を窺うかがうと、どうにか起き上がったようで体勢を整えていた。だが壊れた斧槍型アプリはまだ再起動されていないようだ。

　暑さで体も汗あせばんできたし、ここら辺で勝負を決めてしまいたい。

「一気に仕し掛かけるぞ」

「へ？　あっ、うん……」

　遥斗に声をかけられ、杏奈はようやく試合中であることを思い出したようだ。

　心ここにあらずといった様子の杏奈を追い抜ぬいて、遥斗は衣音との間合いを詰める。

　すると一テンポ遅おくれて、遥斗を援えん護ごするように燃えさかる炎ほのおの玉が数発放たれた。
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　衣音はその炎を残された斧槍で撃ち払うことに必死になっている。

　その隙をついて遥斗は懐ふところへ潜もぐり込む。

　押さえつけるように左手で肩を摑み、連続で右の拳を胴どう体たいすれすれで寸止めした。

　右の拳からショットガンのように発せられた圧縮空気の連れん弾だんが、甲冑を打ち壊して衣音の体を揺ゆらす。

「ぐぅ……」

　苦く悶もんの声が洩もれる。

　遥斗が肩から手を離はなすと、衣音の体は支えを失ったようにその場へ崩れ落ちた。

　銀色の体が光に包まれ、元の制服姿へと戻もどっていく。

　会場を包む一瞬の静せい寂じやく。

　だが千影の勝者を伝える宣告を受けて、観客席から大きな喝かつ采さいが湧わいた。

　それに応こたえるでもなく、遥斗はただただ平然と立ち尽つくす。







　──ありえない……。

　勝者を讃たたえる歓声が降り注ぐバトルフィールド──、

　そんな中において緋桜杏奈はただ呆ぼう然ぜんと遥斗の背中を見つめていた。

　体捌さばきに、衣音の斧槍を咄嗟に破は壊かいした判断力と勇気、そして何より驚かされたのは梨音を吹き飛ばしたあの一撃の威い力りよくだ。過去に決闘デユエルした相手を思い出しても、あれだけの戦闘能力を持った創成士イマジニアなど見たことが無い。はっきり言って規格外の強さだ。

　目の前で繰くり広げられていた戦闘──、その一いつ瞬しゆん一瞬が写真のように目に焼きついて離れない。同じ創成士イマジニアとして、そのシーンを思い返すたびに心臓が興奮で高鳴った。

　杏奈は昂たかぶる気持ちのままに遥斗へ駆け寄ると、しばしの躊ちゆう躇ちよの後に右手を差し出した。

「勝ったわけだし、一応アンタの健闘を讃えてあげる」

「一応か……。まあお前もさすがはランク７位の一シ桁の覇ング者ルだな。援護のおかげで楽に戦えた」

　遥斗は乾かわいた笑いを浮かべながら握あく手しゆに応える。

「ふんっ、よく言うわよ。ほとんどおいしい所を持っていったくせに」

　悔くやしいが舐なめた口を利きいていたのは自分だったらしい。

　杏奈は気き恥はずかしさを隠かくすように視線を外しながら、

「ねえ遥斗、アンタ本当に何者なの？」

「何度説明させれば気が済む。学園ヴァルフォール一年、神凪遥斗だと──」

「そういう話じゃない！　梨音を場外まで吹き飛ばした一撃のこと。あんなのシルバーリムズの出力じゃないわ。それに衣音の鎧を打ち壊したのだって」

　杏奈に問い詰つめられ、遥斗は面めん倒どうそうに口を開く。

「オーバークロックブースト、それがあの一いち撃げきの正体だ。研究院の連中によると、俺の脳の深部に未知のアプリがインストールされてると。どうやらそれは、他ほかの兵器アプリの出力を、飛ひ躍やく的に向上させる補助アプリらしい」

「何それ？……。そんなアプリ聞いたことないわ。誰だれがそんなものを開発したのよ？」

「さあな。廃はい都とトウキョウから救出された時にはもうインストールされていた。サードアイにもアプリが表示されないせいで、削さく除じよすることもできない。常時起動してるらしくて、脳内メモリが圧あつ迫ぱくされるしで、迷めい惑わくこの上ない」

　廃都トウキョウという単語に反応して、杏奈の記き憶おくからとある男性の顔が思い出される。同時に火ほ照てっていた体の熱が一気に冷めた。

　噂うわさには聞いていたが、本当に遥斗は、〝悪夢の七日間〟の廃都トウキョウの生き残りらしい。その生おい立ちが彼を創成士イマジニアの道へ進ませたのだろう。

「だからアンタも〝始まりの迷めい宮きゆう〟を目指すためにこの学園へ来たのね」

「当たり前だ。そのための創成士イマジニア育成学園だろう」

「そうね……。認めてあげても良いわ。あなたにはそう口にするだけの実力があるもの」

　杏奈はくるりと踵きびすを返すと控ひかえ室しつの方へと足を向ける。

　いずれにしてもこれで処分は撤てつ回かいだ。ようやくスナッチャーの捜そう索さくに集中できる。

　去り際ぎわに勝ち誇ほこる様に千影の方を窺うと、仕方ないといった様子でため息をついていた。




　　　　※




　翌日、まだ一限が始まる前の早朝──、

　呼び出しのメールを受けた神凪遥斗は、学生棟とう七階の廊ろう下かにいた。メールの送り主は天王寺千影だ。

　生徒会長室のドアを軽くノックすると、「どうぞ」と落ち着いた声こわ色いろで返事がくる。

「入るぞ」

　部屋の中へと足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、遥斗は眉み間けんへ軽く皺しわを寄せた。

　事務机の奥に腰こし掛かける千影は当然だが、応接用のソファには杏奈の姿まであったからだ。

　杏奈はこちらへ苛いら立だち混じりの視線を送ってくる。犬けん猿えんの仲である千影と二人っきりで待たされたことで、だいぶカリカリしている様子だ。

「遅おそいわよ、遥斗。私を待たせるなんてどういうつもり？」

「呼び出しのメールで起きたものでな」

「申し訳無い。責任は急に呼び出した私にある。出来れば早く報告した方が良いと思ったんだ。まあとにかく遥斗もかけてくれ」

　千影に促うながされ、遥斗は杏奈の隣となりへ腰こしを下ろした。

　その向かいへと千影は腰を据すえる。

「朝から出向いてもらったのは他でもない。昨日の件だ」

「だろうな。ところで衣音と梨音は大だい丈じよう夫ぶか？　あまり手加減するのが得意じゃないんだ」

「安心してくれ。あの二人はそんなにヤワじゃない。それに変身アプリの長所は、幻実体の人工筋肉が生み出す打たれ強さだからな。それより学園は昨日の決闘の噂で持ち切りだぞ。上々のデビュー戦だったな、遥斗」

「──ねぇ、雑談は良いから、早く本題に入ってよ」

　会話を遮さえぎる様に杏奈が剣けん吞のんな視線を送ると、千影はやれやれといった様子で肩かたをすくめる。それから小さく咳せき払ばらいをした。

「では単刀直入に──、緋桜杏奈、お前の謹きん慎しんを生徒会長権限において解除する」

「やったぁっ。まぁ決闘に勝ったんだし当然よね」

「喜ぶのは最後まで聞いてからにして欲しいな」

「何よ……。まだ何かあるの？」

「解除にあたって学園運営委員が条件を出してきた。お前にはある生徒とパートナーを組んで特別任務にあたって欲しい」

「特別任務っ？　それに一体誰よ、パートナーの相手って？……」

　警けい戒かいするような杏奈の質問に対し、千影はなぜか遥斗へ目線を送ってきた。

　まさかだが……ひょっとして──、

「だから遥斗をここに呼んだ。杏奈のパートナーとして指名されたのは神凪遥斗だ」

「なっ、なんで遥斗がっ⁉」

　杏奈は驚おどろきとともに、鋭するどい視線を遥斗へ投げかける。しかし複雑そうな表情を浮うかべると、そのまま顔を背そむけた。

「ま、まあでも、それぐらいの条件なら吞のんであげても良いわ。遥斗の実力は私も認めてるし。遥斗がどうしてもって言うなら組んであげても──」

「俺としては気が進まない」

「ちょっとっ！　私が組んで良いって言ってるのに、何でアンタが断るのよっ！」

　逆上した杏奈が襟えり元もとを摑つかみ上げて、ぶんぶんと体を揺すってきた。

　それを引き剝はがすように遥斗は、杏奈の頭を押し退のける。

「俺にコイツと組むメリットがない。それにまた面倒を起こされて巻き添ぞえはゴメンだ」

「まあもっともだな。学園側としてもこの問題児が十分反省しているとは考えてない。だから他の生徒と組ませることで協調性を学ばせたいのだろう」

「な、なにも二人して、そんな散々な言い方しなくたって良いでしょ」

　だが遥斗と千影が責めるような視線を送ると、その圧力に負けたらしく、杏奈は悔しそうに唇くちびるを嚙かんだ。

　本人としても自分が問題児である自覚は十二分にあるようだ。

　杏奈を無視して遥斗は千影と話を進める。

「話を受けるつもりは無いが、ちなみにその任務の内容について聞いてもいいか？」

「構わない。もう知ってるかもしれないが、最近迷宮内で学園の生徒が襲おそわれる事件が頻ひん発ぱつしていてな。お前たちに頼たのみたいのはそのスナッチャーの捜そう査さだ」

　スナッチャーという単語に反応して、杏奈の顔つきが変わる。

「被ひ害がいの増加に、さすがに学園も手をこまねいていられなくなったみたいね。かと言って生半可な実力じゃ返り討うちにあうだけ。それで私たちに白羽の矢が立った……」

「ご明察といったところだな。とは言え遥斗が断るなら、この話はこれまでだ。緋桜杏奈の謹慎処分は引き続き継けい続ぞく。私としても、遥斗ほどの男を取られるのは不本意だからな」

　千影は話を切り上げるように席を立つ。

「勝手に決めないでよ。遥斗っ、ちょっと耳貸しなさい」

　強ごう引いんに耳へ唇を近づけると、杏奈は千影に聞こえないように手を添そえた。生暖かい吐と息いきが煩わずらわしい。

「……遥斗、〝始まりの迷宮〟に興味があるんでしょ？　もしスナッチャー探しに協力してくれるなら、とっておきのネタを教えてあげる。絶対に迷宮攻こう略りやくに繫つながる情報よ……」

　耳元から離れると、杏奈は勿もつ体たいぶる様に口角を吊つり上げて見せた。

　今の杏奈の話、果たして素す直なおに信用すべきだろうか。自分の出自を知った上で、その場しのぎの適当な噓うそをついているとも考えられる。この女ならやりそうなことだ。

　遥斗はしばしの間、考え込むように顔をしかめてから、

「千影、まずはその話を受けて、この女の面倒が見切れないようなら、途と中ちゆうで関係を解消するのは無しか？」

「無しではない。その場合は遥斗が抜ぬけ次し第だい、杏奈の再処分が審しん議ぎされる。それにしても急に前向きになったものだな。なにか後ろめたい取引があったようだが？」

「相応の見返りが約束されただけだ。ただどこまで信用できるかは別の話だがな」

　そうチラリと隣を窺うかがうと、杏奈は心外だと言いたそうに口先を尖らす。

　やりとりを見ていた千影は、少し残念そうに肩を落とした。

「まあ遥斗がその気になったのなら仕方ないな……。被ひ害がい状じよう況きようをまとめた書類を渡わたしておく。参考にしてくれ」

　千影が事務机から取り出した書類の束を差し出すと、杏奈はそれを嬉うれしそうに胸に抱かかえた。珍めずらしくご機き嫌げんそうに口元を綻ほころばしている。

　まあとにかく、しばらくは杏奈と共にそのスナッチャーとやらを追うことになりそうだ。

　もっとも自分がこの自分勝手な女に愛あい想そを尽つかすまでの間だが。
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　正午過ぎ、学生棟の三階──、学生課から宛あてがわれた一室で、遥はる斗とは窓際のソファに寝ね転ころぶようにして寛くつろいでいた。

　一方で杏あん奈なは長机の前で千影から渡されたスナッチャーの資料を読み耽ふけっている。

　一いつ般ぱん教室の半分ほどの広さの室内には、会議用の長机に椅い子すや書類棚だななど、一通りの家具が揃そろっている。もっともそれらは幻げん実じつ体たいの家具アプリだ。

　遥斗は杏奈の方をチラリと窺うと、

「ところでこの部屋は何のためのものなんだ？」

「呆あきれた……。アンタ、何も知らないで寛いでたわけ？」

「昨日この学園に来たばかりだからな。知らないことだらけだ」

「しょうがないわね……。ここ学生棟とう内ないの教室は、学生によって運営される色々な組織の本部が置かれてるのよ。例えば生徒会とか、あとはギルドとか」

「ギルド？　俺は仕方なくお前といるだけで、ギルドとやらを立ち上げたつもりはないぞ」

「くっ……私だって千ち影かげが言うから一いつ緒しよにいるだけで、アンタのことなんか大っ嫌きらいなんだから」

　杏奈は苛立った様子で唇を尖とがらせる。

　ギルドとは簡単に言えば学生同士が共に行動するチームのようなものだ。生徒によって築かれたギルドは学園全体で百以上はある。中には学園を跨またいで組織される大ギルドや、学園創設から受け継つがれているギルドもあるらしい。

　杏奈の説明は続く。

「ギルドじゃなくても、生徒なら誰だれでも借りられるのっ。どこかで待ち合わせするのも面めん倒どうだし、作戦会議するのに落ち着ける場所が必要でしょ。一般の学校で言う部室みたいなもんよ」

「なるほど。スナッチャー探しをする上での基地と言ったところか」

　杏奈は元々そのために迷めい宮きゆうを駆かけまわっていたようだし、処分が撤てつ回かいされ、ようやく思う存分スナッチャーを追い掛かけられるということなのだろう。

　そういえば昨日、闘とう技ぎ場で千影に対して〝ようやく見つけた手掛かり〟がどうとか喚わめいていたが──、

「一つ聞いておきたいことがある。お前はなぜそんなにスナッチャーに拘こだわるんだ？　謹慎中の人間が次元迷宮ダンジヨンでスナッチャーを追い回していたのは不自然すぎる」

　遥斗の指し摘てきを受け、杏奈はふっと息を吐つくと観念したように表情を緩ゆるめた。

「まあ隠かくし事はフェアじゃないか……。先に言っとくけどこの話は、千影の資料にも載のってない話──、不確定な情報なの」

「良いからとっとと話せ」

　すると杏奈は数拍はくの間を置いてから、急に真しん剣けんな眼まな差ざしを向け、

「遥斗、ディストピアって組織を聞いたことがある？」

「初耳だな。夢む幻げん都と市しでは有名なのか、それは？」

「まあせいぜい一部のオカルト好きな連中が知ってるってレベルね。ディストピアっていうのは〝悪夢の七日間〟発生に関するある種の都市伝説めいた話よ」

　遥斗は無言のまま訝いぶかしむような表情を浮うかべる。

　それを気にするでもなく、杏奈の話は続く。

「じゃあ最初にＳＡＲ技術を開発した七人のセブンス・革新者ウイザードと呼ばれる技術者グループは知ってるわよね？」

「バカにしてるのか？　創成士イマジニアなら誰でも知ってる」

「まあそれぐらいは当然か。実はこの噂うわさは、その七人が〝悪夢の七日間〟の発生直前、不自然に姿を晦くらましたことに起因するの」

「……。どういうことだ？」

「その計ったタイミングに、〝悪夢の七日間〟は彼らが意図的に起こしたんじゃないかって噂が一部であるの。そしてその実行グループと言われてるのがディストピアってわけ」

　あまりにぶっとんだ話に遥斗は思わず苦笑いを溢こぼした。

「つまり〝悪夢の七日間〟が、そのディストピアによって人じん為い的に引き起こされたと言いたいのか？　まさかそれがとっておきとはな。荒こう唐とう無む稽けいにもほどがある」

　とは言え杏奈の表情はいたって真ま面じ目めなものだ。

「茶ちや化かさないで最後まで聞いて。目もく撃げき証言によればスナッチャーは未知のアプリを使ってる。遥斗も知ってるでしょ？　七人の革新者はＳＡＲ技術の兵器転用を見み越こして、当時すでにいくつかの試作品を作っていた」

「じゃあスナッチャーのアプリは、そうして作られたものの一つだと？」

　遥斗は顎あごに手を当てて、眉まゆ根ねの皺しわを深める。

「その兵器アプリの通つう称しようはレガリア──、現代の兵器アプリと比べても飛び抜ぬけた性能を持っていたらしいわ。でもほとんどが〝悪夢の七日間〟の時に〝始まりの迷宮〟に吞のみ込まれてしまったの」

「迷宮に消えたはずのレガリア、今になってその使い手が目撃されたってことか……」

「スナッチャーは七人の革新者と何かしら繫がりを持ってる。それでレガリアを手に入れた。その繫がりこそがディストピアってのは大いにありえると思わない？」

　仮にディストピアなる組織が実在するとして、その構成員を捕つかまえることができたら、〝悪夢の七日間〟発生の秘密が解明されるかもしれない。それは間ま違ちがいなく遥斗の目的である〝始まりの迷宮〟攻略の糸口になるだろう。

　だが──、

「たしかに興味深い話だな。それで具体的にどうスナッチャーを捕まえるつもりなんだ？」

「……」

　遥斗の質問を受けて、さきほどまで流りゆう暢ちように言葉を綴つづっていた杏奈の口が止まった。それからバツの悪そうな表情を浮うかべる。

　どうやらそこまでは考えていないらしい。だから出会った時のように、行き当たりばったりで、次元迷宮内を探しまわっていたのだろう。

　遥斗は小さく息をつく。

「走りまわるだけなら犬でもできる。闇やみ雲くもに探すにしても、もう少し効率を考えて動け」

「しょ、しょうがないでしょ。今まで誰にも話せなかったんだから」

「仮に迷宮を探すにしても、エンジニアに協力してもらった方が良い。彼らのサポートを受ければ探たん索さくの効率も上がる。次元迷宮にスナッチャーが現れれば異変を察知して──」

「それだけは嫌いやっ！」

　遥斗の建設的な提案は、杏奈の感情的な言葉によって一刀両断された。

　杏奈は苦々しい表情と共に遥斗を睨にらみつけてくる。

「他人の手を借りるなんて死んでも嫌よっ。却きやつ下かよ！　そんなふざけた提案っ」

「落ち着け。そんなに目くじらを立てることでもないだろう」

「私はあの時から自分以外の人間を信用しないって決めてるの。仲間なんて所しよ詮せんは上っ面つらの関係よ。人間は追い詰つめられれば平気で噓を吐つくし、簡単に裏切る。初めから信じなければ、そんなふうに傷つく必要も無いもの」

　そういえば決闘デユエル前の控ひかえ室しつでも似たようなことを言っていた。杏奈の〝あの時〟という単語に遥斗は引っ掛かりを覚える。

　羽は奈な子こから聞いた、杏奈のせいでギルドが解散に陥おちいった一件のことかもしれない。確かその結果、杏奈は謹きん慎しん処分を受けることになったと聞いたが……。

　だとしたら、なぜ事件の加害者側と噂される杏奈が、それで人間不信になったのだろうか。とは言え確かめようにも、この女がそれを聞いて素す直なおに話すとも思えない。

　独善的な態度を取る杏奈に対して、遥斗はその足元を見るように、

「仮に俺たちだけでスナッチャーが捕まえられないとなると、迷宮探たん索さくのプロとも言える特務機関の連中が出張ってくるだろうな。そうなれば危険を感じて、スナッチャーは姿を消すかもしれない」

「うっ……、それは──」

「お前には悠ゆう長ちように手段を選ぶ時間は無いんじゃないのか？」

　チラリと窺うかがうと、杏奈の表情には葛かつ藤とうの様なものが浮かんでいる。

　恐おそらくだが杏奈はスナッチャーに関してまだ何か隠している。さっきのディストピアとレガリアの話が噓うそじゃないにしても、部分的に搔かい摘つまんで話しただけだ。

　杏奈がスナッチャーを探すのはもっと別の目的のため──、じゃなければ禁を犯おかしてまで迷宮に立ち入ったり、闘技場であれほど感情的に千影に立てついたりはしないはずだ。

　その予想通り、杏奈は渋しぶ々しぶといった表情を浮かべると、

「分かったわよ……。まあ私の方が精神的に大人だし、今回だけは意見を聞き入れてあげる。でも協力を仰あおぐつもりは無いからね。あくまでそのエンジニアを利用するだけよ」

「本当に口が減らない女だな」

「遥斗も一言余計。で、当てはあるわけ？　そのエンジニアとやらに」

「まあな。いささかマイペースで危なっかしい奴やつではあるがな」

　そう返すと、遥斗は窓の外へと視線を落とした。今日は日差しが暖かいせいか、中庭で昼食を取る学生の姿が多く見受けられる。迷宮に占せん拠きよされた首都奪だつ還かんの最前線基地にしては、少しのどか過ぎる光景だ。







　学生棟とうから中庭へ降りてきた遥斗は、芝しば生ふの上を歩きながらぐるりと周囲を見み渡わたした。

　まだ不ふ機き嫌げんそうな様子の杏奈が、後ろから無言のままついてくる。

　確かこの辺りだったと思うのだが……。

　──おっ……。

　あらかじめ学生棟からいるのが見えていたのだ。その目測通りの場所で昼食を取る女子三人組が目に留まった。

　他ほかの女子二人に挟はさまれるようにして、探していた相手──、白しら兎と羽奈子が購こう買ばいのサンドイッチにかぶりついている。

「あーっ、遥斗ちゃんだ。こっちこっち！」

　羽奈子も遥斗に気付いたようだ。大きく手を振ふってくる。

　それに応こたえながら遥斗は歩みを向ける。

「ちょっと時間良いか？　お前に用があって会いにきた」

「えっ、遥斗ちゃんがわざわざ私に？　えへへ、嬉うれしいなぁ。あっ、そだそだ。昨日の決闘見てたよ。びっくりしちゃった。遥斗ちゃんがあんな強いなんて」

「羽奈子のメンテナンスのおかげで、だいぶ戦いやすかった。それより急で悪いが、人を待たせてるんでな」

「へ？　わぁっ、ちょっとっ！」

　猫ねこでも摑つかむように、遥斗は羽奈子の後ろ襟えりを摑んで力任せに持ち上げる。

　羽奈子の友人女子二人は、キョトンとした様子でそんな遥斗を見つめていた。

「ど、どうしたの？　今日の遥斗ちゃん、いつになく強ごう引いん。そういう強引なのも嫌いじゃないけど、やっぱり女の子としては優やさしい方が──」

　羽奈子の戯たわ言ごとに一いつ切さい耳を貸すことなく、遥斗は背後で待っていた杏奈のもとへ戻もどる。その目の前にストンと羽奈子を置いてやった。

　杏奈は腕うで組ぐみしたまま顔を近づけると、威い嚇かくするように羽奈子を睨みつける。

　遅おくれてその状じよう況きように気づいた羽奈子は体を仰のけ反らせながら、

「うわぁぁっ！　緋ひ桜ざくら杏奈っ、ほ、本物だぁっ！」

「このちんちくりんの小こ娘むすめは何？　会って三秒で呼び捨てにされたんだけど」

「白兎羽奈子。一年のエンジニアで俺の幼おさな馴な染じみだ」

「ふーん……」

　杏奈は足元から上へ舐なめるように視線を送ると、それを羽奈子のたわわな胸むな元もとで止めた。そして忌いま々いましげに舌打ちする。

「意外ね、遥斗。アンタがこんな胸だけ大きい乳牛みたいな女がお好みだなんて」

　なぜだろうか。杏奈の不機嫌さが増した気がする。

　羽奈子の方は杏奈に気け圧おされて、すっかり怯おびえてしまったようだ。盾たてにするように遥斗の体で半身を隠すと、脇わきにしがみついて体を震ふるわせている。

「遥斗ちゃん。これ一体どういう状況？　何で私苛いじめられてるの？……」

「ああ、説明が遅れた。実は杏奈とパートナーとして組むことになった。良かったら、お前も──」

「この人が遥斗ちゃんのパートナーっ⁉」

　なぜか脇を摑んでいた羽奈子の指に力が入る。爪つめが食い込んで若じやつ干かん痛い。さっきまで怯えていたはずの目には、めらめらと闘とう志しの炎ほのおが燃え上がっている。

「私も手伝うっ。って言うか仲間に入れて、遥斗ちゃん。大だい丈じよう夫ぶっ、私負けないから」

「いや勝負云うん々ぬんって話はしてない……。まあとにかく手を貸してくれるなら助かる。──そう言う訳だ、杏奈。羽奈子の腕うでは俺が保証する」

「まあ良いわ。この礼れい儀ぎ知しらずの小娘には教育が必要みたいだけどね。もし使えないようなら、その場で叩たたきだしてあげるんだから」

　再び杏奈が睨み付けると、今度は羽奈子も負けじと睨み返した。

　色々と不安はあるものの、どうにかエンジニアは確保することができた。

　あとは実際に次元迷宮へ行ってみて──、




「おーいっ、遥斗っ！」

　背後からいきなり大きな声が上がった。

　振り返ると狗く郎ろうが弾はずむような足取りでこちらへ駆かけ寄ってくる。

　いつからつけられていたのかは分からないが、この様子じゃ出てくるタイミングをずっと窺っていたのだろう。

　そんな狗郎を一いち瞥べつした杏奈は、ごみ虫でも見るような冷たい表情を浮かべた。

「このチャラそうなのも遥斗の知り合い？」

「ああ。同級生だ」

「はいはーいっ、自己紹しよう介かいします。オペレーターの騎き月づき狗郎、以後お見知りおきを。ってな訳で、ちょっと遥斗くんを借りますね」

　遥斗の肩かたへ腕を回すと、狗郎は強引に後ろへと連れていく。十分に距きよ離りを取って杏奈たちに背中を向けると、

「お前、緋桜杏奈と組むらしいじゃないの？」

「どこで聞きつけた？　耳が早いな」

「もともと昨日の決闘が大盛り上がりだったからな。もう学園中で噂うわさになってるぜ。つーか水みず臭くさいぞ。なぜ俺も誘さそわないっ」

「なんだ交ざりたいのか？」

「当ったり前だろ。性格に難有りだけど、学園でも屈くつ指しの美少女と名高い緋桜杏奈に、夢とロマンをおっぱいに詰めた白兎羽奈子まで付いてくる。そんな最高の癒いやし空間を、まさか一人ひとり占じめするつもりじゃねぇだろうなっ」

「いかにもお前らしい考えだ。まあ人数が多い方が捜そう索さくの効率は上がる。俺としては大だい歓かん迎げいだがな……。ただし、あのワガママ女が納なつ得とくしてくれるかどうか──」

「さっすが遥斗だぜ。やっぱり持つべきものは親友だねぇ」

　最後まで聞かずに狗郎は踵きびすを返すと、うかれた様子で強引に遥斗の背中を押してきた。杏奈のもとへ戻ると、説明を促うながすように肘ひじで脇わき腹ばらを小こ突づいてくる。

　気の早い奴だ。この手の話を杏奈に振るのは気は進まないが仕方ない。

「杏奈。実は狗郎も手を貸してくれると言ってるのだが」

「そうそう。なので一つよろしく──」

「絶対に嫌よっ！」

　杏奈がピシャリと言い放つと、一気に場の空気が凍こおりついた。

「認めるわけないでしょ。ランク外の実力じゃ力不足よ。エンジニアの羽奈子は、次元迷宮に入るわけじゃないから良いわ。でもこんな雑魚ざこオペレーターと一いつ緒しよに迷宮に入って、足を引っ張られて怪け我がされちゃたまらないものっ！」

　狗郎を罵ののしる杏奈の表情は冷れい徹てつなものだ。

　懸け念ねんしていた通りの反応だった。この協調性の欠けらも無い女から、色いろ好よい返事を期待する方が間ま違ちがっているだろう。

　しかしまだ彼女の扱あつかいに慣れていない人間に、それを求めるのは酷こくな話である。

　出会い頭がしらの先制パンチを受けて、狗郎は呆ぼう然ぜんと顔を強こわ張ばらせている。そのまま遥斗の方へ、捨てられた子犬のような目を向けてきた。

　しょうがない。ここはフォローしてやろう。

「狗郎はすでにランク入りを噂されるほどの成績を決闘で収めている。二桁ダのブ猛者ルと並ぶ実力は十分にある。それに人数がいた方が、迷宮の探索もはかどると思うがな」

「……」

　意固地になっているのか、彼女の口は真一文字に結ばれている。納得がいかなそうな様子で顔をしかめると、杏奈は無言のまま背中を向けて歩きだしてしまった。

「おい、杏奈っ？」

「私は絶対に認めない！　言ったでしょっ、私は他人を信用しないって！」

　そう敵意の籠こもった視線で遥斗たちを一瞥すると、杏奈は学生棟の中へと消えていった。

　前から気にはなっていたが、協力や仲間と言った言葉への拒きよ絶ぜつ反応がいささか過か剰じようすぎる。まるでアレルギーのようだ。

　何があったかは推察しようもないが、以前のギルドでの一件は杏奈の中でトラウマとして傷きず跡あとを残しているらしい。

　取り残された遥斗たち三人は、互たがいの顔を見合わせて苦笑いを浮うかべる。

「悪いな、狗郎。この様子じゃお前に協力を仰ぐのは無理そうだ」

「いやまあそれは良いけどよ……。つーかマジでビビったわ。大丈夫かよ、お前？　あんなのとパートナーだなんて」

「私もちょっと不安かも。すぐ怒おこられそうでなんか怖こわい……」

　羽奈子も心配するように肩をすくめると、体をぶるりと震わせた。

　遥斗は辟へき易えきとしながら肩を落とす。この調子じゃ千影に話した通り、面めん倒どうを見切れなくなって杏奈とのパートナーを解消する日も近いかもしれない。
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　室内の壁かべに掛かけられた大型のタッチパネルに、羽奈子はつま先立ちで〝作戦会議〟と書いた。その背せ伸のび姿は、柵さくから這はい出ようと頑がん張ばるハムスターを彷ほう彿ふつとさせる。

「では第一回ミーティングを開始します。みんな張り切っていこーっ」

　元げん気き一いつ杯ぱいの声で羽奈子が拳こぶしを突つき上げる。

　殺さつ伐ばつとした空気を察して気を利きかしたようだが、あまり効果は無かったようだ。

　仕方なく遥斗はおざなりな拍はく手しゆでそれに応えた。

　場の雰ふん囲い気きを壊こわしている張本人──、杏奈はさっき損そこねた機き嫌げんがまだ直っていないらしい。ソファに体を投げ出してふてくされている。

　羽奈子はその杏奈の顔色を窺うかがいながら、

「えーっと、杏奈ちゃん……。それで何について作戦会議をするの？」

「はぁ？　羽奈子、あんたそんなことも確かく認にんしないで、よく協力するなんて言えたものね。私たちのミッションはただ一つ、スナッチャーを逮たい捕ほすることよ！」

　杏奈の高らかな宣言を受けて、羽奈子の表情が凍りつく。

「スナッチャーって、あの生徒襲しゆう撃げき事件の犯人の？」

「そうよ」

「あわわわわ……。だってスナッチャーって神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、しかもメチャクチャ強いって」

「らしいわね」

　気が進まなそうな羽奈子に対し、杏奈はそれが何かといった感じで返事をした。

「いちいちビクつかないでよね。これじゃ私が苛めてるみたいじゃない」

「だって……」

　助けを求めるように、羽奈子が遥斗へ視線を投げてきた。

「心配するな。別に羽奈子にスナッチャーと戦えって言ってるわけじゃない。実際に前線に出向くのは俺と杏奈──、お前は後方のサポートに専念してくれれば良い」

「うぅ、それなら出来るかも……。でも遥斗ちゃんも絶対に無理しないでね」

「ああ、大丈夫だ。ところで早さつ速そく一つ頼たのんで良いか？　まずスナッチャーの被ひ害がい状じよう況きようを確認しておきたい。この捜そう査さ資料のデータを纏まとめて表示してくれ」

「うん。分かった……」

　羽奈子は受け取った外付けメモリをいつもの端たん末まつにつなげて操作する。するとテーブルの上に幻実体で出来た夢幻都市の立体地図が現れた。

　スイッチが入ったのか、羽奈子の表情は仕事モードの真しん剣けんなものへと切り替かわっている。

「えーっと……、学園に報告された被ひ害がいは十九件。共通してるのは、全員次元迷宮で襲おそわれてるってことかな。あと被ひ害がい者しやには強制ハッキングで、脳内のインストールアプリを調べられた形けい跡せきがあるね」

「強制ハッキング？　被害者の脳内にあったデータは無事だったの？」

　杏奈の質問に、羽奈子は一つ頷うなずいてから答える。

「大丈夫。覗のぞかれた形跡はあるけど、データを弄いじられた形跡は無いみたい」

「ふーん……。ひょっとしたらそこら辺にスナッチャーの目的が関係ありそうね。まあ今は何とも言えないし、次の情報に移って良いわよ」

「それじゃあ、どこの迷宮で事件が発生したか地図に表示するね」

　羽奈子がエンターキーを叩くと、さきほどの立体地図に赤いバツ印が、いくつも表示された。その分布は明らかにここ西地区に集中している。

「スナッチャーの捜そう査さ範はん囲いは西地区に限定して良さそうだな。他ほかに情報は？」

「服装は黒ずくめの鎧よろいを着てるみたい。でもアプリに関しては情報が食い違ちがってるかも。サーベル型の武器アプリって報告もあるし、無数の弾だん丸がんを撃うち込まれたってのもある」

「そのアプリが杏奈の言ってたレガリアってわけか……」

「噂通りスナッチャーは学外の人間っぽいし、迷宮で張りこむしかなさそうね」

　その杏奈の言葉を、遥斗はあっさりと翻ひるがえす。

「そもそも本当にスナッチャーは学外の人間なのか？」

「前提を崩くずさないでよ。この学園でスナッチャーと同じアプリを装備してる奴やつがいたら、その時点で大おお騒さわぎになるに決まってるじゃない」

「同感だ。だから仮に俺が持ってたら隠かくすだろうな」

　その言葉に顔色が変わる。杏奈も気が付いたらしい。

「じゃあ決闘デユエルではわざわざ別アプリを使って、カモフラージュしてるってこと？」

「まああくまでその可能性も否いなめないって話だ」

「──ねえみんな、ちょっとこれ見てよっ！」

　羽奈子が急に会話へ割り込んできた。何やら一心不乱に端末を操作していたようだが……。

　羽奈子が再びキーを叩くと、背後の大型パネルにある生徒のプロフィールが表示された。

　ショートヘアの少女だ。先天的に色素が薄うすいのだろうか。肌はだが透すき通る様に白く、瞳ひとみが赤い。その整った顔立ちには透とう明めい感かんがある一方で、儚はかなげな陰のようなものが感じられる。

　そのプロフィールの写真を見て、杏奈は小さく眉み間けんに皺しわを寄せた。

「知ってる子だわ。ランキング75位、学園ヴァルフォール二年の恋こい塚づか美み亜あ。何度か授業で一緒になった覚えがあるわね。確か同じ寮りように住んでるはずよ」

「それで羽奈子、彼女がどうかしたのか？」

「うん。実は彼女、ここ二ヶ月で不自然なほど次元迷宮で実績を上げてるんだ」

　表示されたプロフィールによると恋塚美亜は、ここ二ヶ月間で七回も迷宮の攻こう略りやくに成功している。生徒数と発生した迷宮の数から考えると、成果の半分以上を独どく占せんしていると言って差し支つかえない。

　杏奈の目付きに険しさが増していく。

「二ヶ月前って、スナッチャーが現れた時期とほぼ同じだわ。じゃあこの女が他人の成果を横取りしてるってこと？」

「証しよう拠こは無いけど、あり得る話かなーって思って。しかもギルドには所属しないで、単独で迷宮に潜もぐってるみたいなの」

「ますます怪あやしいわね……。って言うか見直したわ。羽奈子のくせに結構やるじゃない。かなりの有力情報よ、これは」

「えへへー、褒ほめられちゃった。まあそれほどでもあるかなぁー、いやないかなぁー」

　照れ臭くさいのか、羽奈子はもじもじしながら頰ほおを搔かいている。

　だが遥斗には気になっていたことがあった。

「ところで羽奈子、捜査資料にはこんな生徒の個人情報まで載のってなかったはずだが……。どうやって調べた？」

「あはは、これぐらいは楽勝だよ。学内ネットに学園長に成りすましてログインすれば、ちょこちょこーっと──、ひいっ⁉」

　尋たずねた遥斗よりも、杏奈の方が先に動いた。鬼おにのような形相で羽奈子ににじり寄ると、その両こめかみを挟はさみこむように、拳をねじ込む。

「あうぅぅぅぅぅっっっ。杏奈ちゃん何でーっ？　褒めてくれてたのにっ」

「あんたねっ！　ただでさえ、あのクソうるさい生徒会長に目付けられてるのよ。不正アクセスなんて、もしバレたらまた謹きん慎しん処分になっちゃうでしょっ‼」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよぉー。書き込んでないからログは残ってないし」

「そう言う問題じゃないっ！」

　こめかみを締しめつける杏奈の拳に一層の力が籠もる。

「ぐへぇっ、遥斗ちゃーんっ、見てないで助けてよーっ」

　初めて杏奈と気が合ったかもしれない。反省を促うながす意味でも、止めに入るのはもうしばらく待った方が良さそうだ。

　目に涙なみだを浮かべて助けを求める羽奈子を、遥斗はただただ傍ぼう観かんし続けた。




　　　　※




　しゃがんでいる杏奈の背後から、羽奈子が寄りかかる様に身を寄せる。

「羽奈子、嫌いや味みのつもり？　私の頭の上に無む駄だにでかい胸のっけないでよっ！」

「あっ……、ゴメンね。本当にそんなつもりじゃなくってね」

「あんた栄養全部、胸に吸い取られて頭に回ってないんじゃないの？　一体何食べたら、そんなに胸ばっかぶくぶく大きくなるんだか……」

「大丈夫だよ、杏奈ちゃん。まだ成長期だし杏奈ちゃんの胸もすぐ大きくなるって」

「なに上から目線でアドバイスしてんのよっ。これでも私の胸だって──」

　こんな具合に壁に体を隠しながら、杏奈と羽奈子は押し合いへし合いを繰くり返していた。

　──これじゃバレるのも時間の問題だな。

　そんな二人を後ろから見ながら、遥斗は舌打ちを漏もらす。

　と言うか、もうバレてるかもしれない。数十メートル先の木こ陰かげで数匹ひきの猫ねこと戯たわむれている小こ柄がらな少女は、ぼんやりとした眼まな差ざしながらも時折こちらをチラチラと窺ってくる。

　一晩明けて、本日の昼休み。遥斗たちは件くだんの少女──、恋塚美亜を監かん視ししていた。

　美亜は杏奈と同じ授業を受けていたため、発見すること自体は容易だった。

　そのまま後をつけてみると、まずは学生棟とうの購こう買ばいで昼食用と思われるドーナッツを購こう入にゆう。それから敷しき地ち外れにある第四学部棟へ足を運び、建物内を抜ぬけて裏庭へ。

　そして今現在だ。持参した煮に干ぼしを野の良ら猫ねこに与あたえながら、自身もドーナッツにかぶりついている。

　よっぽど猫が好きらしい。美亜自身が纏まとっているパーカーのフード部分にも猫耳の飾かざりが付いていた。

　風変わりな雰囲気を放っているが、美少女が木こ漏もれ日を浴び、猫をあやす姿は絵になる。

　だが残念なことに、スナッチャーに繫がる手て掛がかりは一欠けらも無かった。と言うかこの少女が〝悪夢の七日間〟を引き起こしたディストピアの一員とは到とう底てい思えない。

　まあそれは別にしても、彼女はかなり迷宮に潜っているようだし、スナッチャーを目もく撃げきしたことがあるかもしれない。そういう意味でも話を聞いても無む駄だにはならないだろう。

　そんな遥斗の考えとは裏腹に、美亜を見つめる杏奈の目には未いまだ鋭するどさが籠こもっている。

「あの女、やっぱ怪し過ぎ。だって朝から、誰だれとも一言も口利きいてないのよ。学園に一年以上も通ってるのに、一人も知り合いがいないなんて異常だわ」

「呆あきれたな。朝からずっと尾び行こうしてるのか？　暇ひまを持て余あましてるから出来る芸当だな。友達がいないのは杏奈も一いつ緒しよだろう」

「そんな残念な子みたいな言い方しないでよっ！　だいたい私は元から友達がいないんじゃなくて、色々あって今は一時的にいないだけ。過程が違うんだから一緒に──」

「し──っ。なんか急に立ち上がってこっち来たっ」

　不本意ながら羽奈子に注意され、遥斗と杏奈は慌あわてて壁かべに体を隠した。

　美亜が遥斗たちが身を隠す建物へと一直線に歩いてきたのだ。

「ねぇ、ひょっとして監視してるのバレちゃったんじゃない？」

「いや。何か様子がおかしい……」

　良く見ると美亜を先導するように白猫が歩いており、悲痛な鳴き声をあげている。

　美亜は猫に導かれるままに、脇わきの壁に据すえ付けられた排はい気き口こうの前へ行くと、しゃがみ込んだ。何やら唐突にパーカーの袖そでを捲めくり、空調の排気口へと腕を突つっ込んでいる。

「……おい。何か、か細い鳴き声が聞こえなかったか？」

　遥斗は手を添そえて耳をすませると、排気口の周りで鳴いている白猫とは別に、反はん響きようするように甘える鳴き声が届いた。

「確かに聞こえるわね……。あの排気口のあたりからかしら」

「ひょっとして中に入っちゃったのかな？　あのスリットの幅はばだと子猫ぐらいは入れちゃいそうだもんね」

　美亜は愚ぐ直ちよくにスリットの奥を手で探さぐり続けるが、子猫はだいぶ奥まで入り込んでしまったらしい。腕うでがほこりで汚よごれて真っ黒になっている。

　困っている人間を前に見てるだけというのも、さすがに良い気がしない。

「見てるだけだとイライラするな。手を貸してくる」

「ちょ、ちょっと何言ってるのよ。そんなことしたらバレちゃうでしょ」

「どうせもうバレてる。だったらいっそ親しくなって、直接話を聞いた方が早い」

「そ、それはそうかもだけど──」

　引き留める杏奈を無視して、遥斗はそのまま美亜へ駆かけ寄った。

「……」

　いきなり登場した遥斗をただただ見つめる美亜だった。だが遥斗が排気口の前でしゃがみ込むと、手を貸してくれると察したらしい。美亜も隣となりに並んで中を覗く。

　排気口の奥でほこりにまみれた子猫の姿がかろうじて見える。だが腕を突っ込もうとしたが、スリットが狭せまくて途と中ちゆうでつかえてしまう。

「子猫がパニックになってるな。怯おびえてこっちまで来てくれなそうだ」

「私の腕だと短い」

　美亜からすがるような視線を向けられ、遥斗は頭を抱かかえた。

　脳の負ふ荷かが大きいので、あまり使いたくなかったのだが……。

「悪いが少し離はなれてくれないか。少々荒あらっぽい手段を使う。猫に怪け我がさせるようなことはしないから安心してくれ」

　考えるような間が空いた後、美亜は赤い瞳を向けて、

「……分かった。任せる」

　どうやら納なつ得とくしてくれたようだ。そのまま後ろへと下がってくれた。

　これだけ距きよ離りがあれば、暴走がいつぞやの様に飛び火することは無さそうだ。

　遥斗はインプリメントをつけた右みぎ腕うでを、排気口へと翳かざした。そのまま意識を脳内の深い所へ向ける。

　頭の奥にインストールされているオーバークロックブーストを、普ふ段だんとは逆向き──、外の世界に向かって無理やり起動する。

　インプリメントが手しゆ甲こう型へと変形する。そこから放たれた歪いびつな光の粒りゆう子しはすぐさま学部棟の壁へと伝でん播ぱした。

　オーバークロックブーストによって過か干かん渉しようを受けた排気口のスリットは、遥斗のイメージした通りに形がグニャリと歪ゆがむ。

　これぐらいで十分だろう。やりすぎて壁を丸ごと消すようなことになったら、千影に怒おこられてしまう。

　遥斗が集中を解くと、アプリがダウンして光の粒つぶは散るように消えていく。同時にインプリメントも元の形状へと収まった。

　これなら腕が入りそうだ。額の汗あせを拭ぬぐってから、遥斗は隙すき間まの広がった排気口へ腕を伸のばす。

　すると──、

「みゃぁ」

　ようやく捕つかまえた。だが子猫は暴れて遥斗の手へ爪つめを立ててくる。

「まったく、助けてやったのに随ずい分ぶんな仕打ちだな」

　そのまま美亜へ子猫を押しつけるように渡わたす。

　急に壁が光に包まれ、排気口のスリットが歪んだ──、普ふ通つうなら驚おどろいて茫ぼう然ぜん自じ失しつといったリアクションが返ってきそうなものだが、美亜は表情一つ変えずに猫をあやしている。

　助けてやった子猫は美亜の胸に抱だきついて、甘えるようにゴロゴロと喉のどを鳴らす。

「どうやら子猫は元気そうだな。怪我が無いようで良かった」

「……うん」

　小さく返事をしながら美亜は遥斗へ上目づかいを向けてきた。

「……助かった。二年の恋塚美亜。あなたは？」

「一年の神かん凪なぎ遥斗だ」

「噂うわさで聞いた。確か特待生って──」

　途中で言葉を止めると、美亜の眼差しは遥斗の右手にある傷へ向けられた。

「ああ……。さっきコイツに引っ搔かかれたからな」

　すると美亜は遥斗の右手を手に取った。さも当然といった様子で自らの口元へ運ぶと、いきなり傷口へ唇くちびるを宛あてがう。

　咄とつ嗟さのことで手を払はらうこともできず、遥斗はただ苦く笑しようを返すしかなかった。
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「何してるんだ？……」

「消毒。猫に引っ搔かれると細さい菌きんで腫はれることがある」

　美亜に甘あま嚙がみされ、温かく少し湿しめった感かん触しよくが手から伝わる。

　だが次の瞬しゆん間かん、いきなりかっさらうように遥斗の右腕が摑つかみ上げられた。

「な、何イヤラしいことしてんのよっ。さては色いろ仕じ掛かけで、遥斗をディストピアに引き込もうって魂こん胆たんねっ⁉」

　杏奈の大声に驚いたのか、周囲にいた他の猫は体をビクリと震ふるわせて逃にげてしまった。

　右手首を摑み上げる杏奈の手には力が入っており、若じやつ干かんながら痛い。

　美亜はいきなり割り込んだ杏奈をしばしぼーっと眺ながめていたが、急に何かに気が付いたようだ。視線を鋭くして杏奈を睨にらみ始めた。そこには明らかな敵意が籠もっている。

「あなたのこと知ってる。朝からずっと私をつけまわしてる人。猫をいじめる人は嫌きらい。あなたを敵と認にん識しきする」

　言い終わると同時に、美亜はくるりと踵きびすを返し林の中へと駆けていってしまった。

　その小さくなっていく背中を見ながら、遥斗はこれみよがしにため息をついた。腕を摑み上げたままの杏奈へ恨うらめしげな視線を送る。

「完全に嫌われたな。あのまま仲良くなれば、何か情報が聞きだせたかもしれないのに」

「それじゃ私が悪いみたいじゃないっ。だいたいアンタもアンタよ。あんな女にデレデレしちゃってさ。なんでこう男ってのはああいう儚はかなそうなタイプに──」

　杏奈の説教を適当にあしらいながら、遥斗は再び吐と息いきを漏もらした。

　肝かん心じんのスナッチャー探しは結局ふりだしに戻もどってしまったようだ。




　　　　※




「グギェェェェェ──ッ」

　杏奈の武器アプリ、クレイモアが喉を貫つらぬき、ツタの葉に覆おおわれた室内に歪な悲鳴が響ひびく。

　鱗うろこを纏まとった人型の体にトカゲの頭──、リザードマンの名を持つ虚ゴ空なるース者トは、長い舌を口からべろりと垂らすと、力無く地面へ膝ひざをついた。

　そのまま体を構成するグラフィックは、煌きらめきながら崩くずれていく。

　だが背後にもう一匹ぴき……。

　杏奈の振ふり返り様の一いち撃げき──、それを受けてハンドアックスを構えたリザードマンの胴どう体たいが、銀の光こう芒ぼうで一いつ閃せんされる。加えて切り離された上半身は、左手から放たれたクリムゾンアートの炎ほのおを浴びて激しく燃え上がった。

　虚ゴ空なるース者トの体は、炎を纏ったまま揺ゆらめきながら四散する。

　残る最後の一匹も、杏奈の左手から放たれた炎の槍やりに体を貫かれ、なすすべなく燃え尽つきていく。赤く燃え上がる灼しやく熱ねつの炎は、その口元から洩もれる断だん末まつ魔まの声すらも焼き焦こがす。

　ツタと樹木に覆われたフロアを見み渡わたしてから、杏奈はアプリによる武装を解いた。こちらへ振り返ると目が合う。してやったりと表情が言っている。

　フロアの壁かべに寄り掛かかって一連の戦いを傍ぼう観かんしていた遥斗は、おざなりな拍はく手しゆを返す。

　現在、遥斗と杏奈の二人は次元迷宮内にいた。エンジニアである羽奈子だけは、外に残って今のようにサポートへ回っている。

　それもこれも杏奈の短気のおかげで、美亜の監かん視しが難しくなったためだ。

　スナッチャーが現れるかもと、杏奈の発案で迷宮探たん索さくに来たのだが、その目が泳いでいたのを遥斗は見み逃のがさなかった。ようするに責任逃のがれの話題逸そらしだったのだろう。

　不意にサードアイのボイスチャットアプリを通じて、羽奈子の声が頭へ響く。

「おつかれー。こっちでも虚ゴ空なるース者トの反応が消えたのが確認できたよ」

「ああ、全部で三匹びき。本当に羽奈子の解かい析せき通りだった」

「えへへー。そのためのエンジニアだから任せてよ。また虚ゴ空なるース者トの反応を見つけたら、声かけるね」

　ブツリと音がして、それを境にボイスチャットは途と切ぎれた。

　するとそのタイミングを待っていたように杏奈が遥斗のもとへと駆かけ寄ってきた。表情にはなぜか憂うれいの色が窺うかがえる。

「念のために聞くけど、特に怪我は無いわね？」

「怪我なんかするわけないだろう。言いつけを守って、俺はただお前が戦っているのを見てただけなんだからな」

「そりゃそうか。まあ当たり前ね……」

　杏奈は自じ嘲ちようするように笑いを溢こぼして、顔を俯うつむかせた。

　次元迷宮に入った後に、杏奈は遥斗に妙みような注文を付けてきたのだ。

　迷宮内の虚ゴ空なるース者トとの戦せん闘とうは一いつ切さいを自分だけで行うから、遥斗には参加しないでほしい。手助けはいらない。ただ見ているだけで良いと。

　当然、遥斗としても二つ返事で了りよう承しようしたわけじゃない。反論したものの杏奈は頑がんとして聞き入れなかったのだ。

　遥斗は杏奈へ怪け訝げんな視線を投げかける。

「それで、いつまで俺はこうやってぼーっとお前の戦いを眺めてれば良いんだ？」

「いつまでって、それは……」

　杏奈は口ごもると、決まりが悪そうに視線を外した。

「やはりお前は俺を信用してないようだな。これじゃ何のためのパートナーなんだか──」

「違ちがう！　アンタが強いってことは分かってる。でもそれとこれとは別なのっ！」

「……じゃあ一体何だって言うんだ？　俺に見せびらかすように一人で戦って」

　遥斗が問い詰つめると、杏奈は口先を尖とがらせながら渋しぶ々しぶといった様子で言葉を紡つむぐ。

「だってアンタまだ迷宮探索の経験が少ないでしょ。もしそれでいきなり怪け我がとかされちゃったら、私としても後味悪いし……」

「はぁ……？」

　その思いがけない理由に遥斗は眉まゆ根ねを寄せた。

「じゃあお前は、経験の浅い俺を気き遣づかって自分一人で戦うって言い出したのか？」

「そ、そうよ。何か文句あるっ？　とにかく私は誰だれかが傷つくのをもう見たくないのっ！」

　開き直った杏奈は一気に言葉を吐はき出すと、そのまま不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむける。

　まるで誰かが傷つくことに過か剰じようなまでに臆おく病びようになっているかのように見える。これも以前のギルドでの一件と、何か関係があるのだろうか……。

　とは言えそれ以上の推察の余地は無い。今は彼女なりの不器用な気遣いとでもしておこう。

　遥斗は当てつけるように大きなため息をついてから、

「気持ちはありがたいが、正直いらない気遣いだ。そうやってお前に保護されていたら、俺自身の成長に繫つながらない。それにこの程度の相手に怪我をするほど、俺は弱くない」

「それはそうだけど……」

　理解は出来るが納なつ得とくは出来ない。そういった不服そうな目で杏奈はじっと見つめてくる。

　そのまっすぐな瞳ひとみに根負けして、遥斗は小さく舌打ちする。

「ちっ。分かった。だったら今日だけは大人しく見学してやる。それで文句ないだろ？」

　その言葉を聞いた瞬間、杏奈の表情がぱっと綻ほころんだ。

「オッケー。特別にそれで手を打ってあげる。それじゃ迷宮探索に戻りましょうか」

「まったく妥だ協きようしてやったのはこっちだぞ……」

　遥斗の愚ぐ痴ちなどお構いなしに、場を仕切り直すように杏奈はパチンと手を叩たたいた。

「それで遥斗、ＭＡＰデータの未開かい拓たくエリアに出てどれくらい経たった？」

「もう三十分近い。これ以上はあまり奥に進まない方が賢けん明めいだな。いくら羽奈子のサポートがあっても、来た道まで分からなくなる可能性が高い」

「この迷宮はまだ階層がいくつもありそうだし、一気に攻こう略りやくまでは無理か。もう少し進んだら一いつ旦たん戻もどりましょ。ＭＡＰデータを更こう新しんして再アタックね」

　そう会話を締しめるとフロアから分かれるように延びる二本の通路──、

　杏奈は躊躇ためらうことなく左手へと進んでいく。恐おそらくただの直感だろうが、この日常から隔かく離りした異界では、それしか頼たよるものは無いのだ。

　遥斗もその後へ続く。

　今回の次元迷宮はかつて高層マンションとして使われていた建物が、ワールドロストで変化したものだ。この二十階層程度の次元迷宮が攻略されるのは、通常発生から三、四日後が平均らしい。

　攻略とは言い換かえれば建物を元の形に復旧させること。そのために迷宮内にある建物アプリを管理するサーバーを見つけ出し、それに再起動をかける必要がある。管理サーバーは次元迷宮の最深部にあることが多く、そこにはサーバーを守るかのように大型の虚ゴ空なるース者トが配置されている。

　そこまでのＭＡＰデータを集めるために、多くの生徒が繰くり返し探索に入るという訳だ。

　しばらく進んでいくと、通路の奥で杏奈は足を止めた。

　その先には両開きの扉とびらが閉まっており、まるで奥で何かが待ち構えている様な重々しい雰ふん囲い気きを放っている。

「嫌いやな感じがするわね……」

　杏奈以外にも同じ意見の人間がいたようだ。脳内で羽奈子のボイスチャットが響く。

「もしもーし。虚ゴ空なるース者トの反応ありだよ。しかもちょっと反応が強いの。近くに凶きよう悪あくな虚ゴ空なるース者トがいるっぽいから、二人とも気をつけて」

「了りよう解かい。たぶんこの扉の奥だろう。どうする杏奈？」

「行くに決まってるでしょ。放っておいて、他ほかの生徒が襲おそわれたら寝覚めが悪いし」

「まあ聞くまでもなかったか」

　通常、次元迷宮は深部に行くほど虚ゴ空なるース者トも強くなっていく。それを見み越こしてランク保持者は、発生から三日目以降になってから迷宮探索へ来るというケースが多い。

　この迷宮は今日発生したばかりのため、探索に入っている生徒たちの中で、ランク保持者は杏奈くらいだろう。強さを持つ者にはそれに応じた責任がある。杏奈の判断もそれに準じたものだ。

　杏奈は扉へ手を当てると、こちらに視線を送った。

「行くわよっ！」

　その杏奈の掛け声と共に二人は扉の奥へと流れ込んだ。

　室内は先さき程ほどまでの植物に覆われた内観とは全く違う。

　薄うす暗ぐらい土つち壁かべの部屋の隅すみには燭しよく台だいがあり蠟ろう燭そくに火が灯ともっている。そして床ゆかに何かの儀ぎ式しきの様な魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。

　そして──、

　中央に積み上げられた骨の山が、侵しん入にゆう者に反応するかのように突とつ如じよ動きだす。それはみるみる内に十尺を超こえんばかりの人の形を作り上げた。

　頭部の眼がん窩かの奥で青白い炎が燃えている。胴体からは六本の腕うでが生えており、それぞれにサーベルが握にぎられていた。

　その異様な姿を見た杏奈は眉み間けんの皺しわを深める。

「鋼鉄の鎧よろいを纏った骸がい骨こつ──、アンデッド種かしら。でもあんな六本腕のタイプを見るのは初めて。ひょっとして希少種？」

「どうやら細かく分ぶん析せきをしてる暇ひまはなさそうだぞ」

　骨の体を持つ虚ゴ空なるース者トは、遥斗たちを敵として認にん識しきしたらしい。青白い炎の瞳がこちらを捉とらえる。

「再確認だが、俺は引き続き見学してればいいのか？」

「当然。そこで怪我しないように寛くつろいでていいわよ」

　話を切り上げると、杏奈は虚ゴ空なるース者トへ猛もうダッシュで駆けだした。

「幻げん影えい換かん装そう！」

　髪かみ飾かざり型のインプリメントが光を放ち、杏奈の右みぎ腕うでにクレイモアが姿を成す。

　迎むかえ撃うつように打ち下ろされた二本のサーベルを剣けんではじき上げると、杏奈はがら空きになった脇わき腹ばらを剣の峰みねで撃うち払はらう。

　ぐしゃりと音がしてあばら骨が砕くだけ散った。

　虚ゴ空なるース者トは崩くずれるように片かた膝ひざを床へ突つく。

　さらに続けざまの杏奈の斬ざん撃げきを受け、虚ゴ空なるース者トの体が細かく刻まれていく。フロア中央には瞬またたく間に骨の残ざん骸がいが出来上がっていった。

　数秒の後、その怒ど涛とうの連続攻こう撃げきもようやく止まり、

「ふぅ……。思ってたより楽勝だったわね」

　杏奈はこちらへ振ふり返ると、余よ裕ゆうたっぷりの笑えみを向けてきた。

　だがその様子を窺っていた遥斗は、警けい戒かいするようにシルバーリムズを起動する。

　何かがおかしい。あの虚ゴ空なるース者ト……、いくらなんでも簡単に攻撃を貰もらい過ぎだ。

　その予想を肯こう定ていするように──、

　杏奈の背後で砕けた骨が、あっという間に再生していく。

「杏奈、後ろだ！」

「えっ？……」

　虚ゴ空なるース者トは再びその姿を取り戻もどすと、目の青白い炎ほのおが杏奈を捉えた。時間差のように繰り出された六連撃がその体を襲う。

「な、何よこれっ。こんなの反則じゃないっ！」

　杏奈は攻撃をいなしながら後退するが、その全すべてを躱かわし切るのは困難だった。

　五発目に繰り出された払う様な一撃を剣で受け止めると、威い力りよくに負けて杏奈はバランスを崩してしまった。

　そこに六発目の斬撃が繰り出される──、




　刹せつ那な、空気を切り裂さくような轟ごう音おんが響ひびく。

　杏奈の脳天目め掛がけて振り下ろされたサーベルは、その寸前で弾はじけ飛んだ。

　遥斗が咄とつ嗟さに拳こぶしの先から衝しよう撃げき波はを放ったのだ。

　そのまま一いつ瞬しゆんで間合いを詰めると、遥斗は胸骨目掛けて前まえ蹴げりを放つ。腐くさった樹木を砕いた様な軽い手て応ごたえが返る。

　虚ゴ空なるース者トは、体を仰のけ反らせるように数歩後ずさりした。

　いきなり背後から遥斗の肩かたがぐいと摑つかまれた。振り返ると杏奈が怒いかりの籠こもった眼まな差ざしを向けてくる。

「遥斗っ。何勝手してんのっ⁉　そこで大人しく見てなさいって──」

「今は言い争ってる時じゃない。俺が前衛に入るからお前が援えん護ごしろ」

「ねえちょっと、遥斗ってばっ⁉」

　遥斗は一方的に会話を打ち切ると、杏奈の腕を振り払い、力強く地面を蹴った。

　再び間合いを詰める。

　虚ゴ空なるース者トはまだ骨の再生が終わっていない。体をがくがくと震ふるわせている。

　追い討うちをかけるように、顔面を射い貫ぬく様な右ストレートを繰り出した。砕けながら頭ず蓋がい骨こつが吹ふき飛ぶ。

　さらに杏奈の援えん護ご射しや撃げき──、クリムゾンアートの爆炎を受けて、骨の体が弾け飛ぶ。

「これでどうだ？……」

　だがそれでも──、

　ギギギと痙けい攣れんしながら上じよう腕わん骨こつが揺ゆれ動き、砕けた骨は元の体を形作っていく。

　このアンデッド種の虚ゴ空なるース者ト──、強さ自体は手に負えないほどではない。だがやはり厄やつ介かいなのはこの再生能力だ。

　ならばいっそのこと……。

　遥斗は後退し杏奈の隣となりへ半身を預けるように並ぶと、

「あの骨野や郎ろうを粉々に吹き飛ばすぞ。俺に合わせて全力で炎を撃て」

「なんでアンタが命令するのよっ。こういうのは年長者の私が──」

「ごちゃごちゃ言うな。さっさと構えろ」

　その有う無むを言わさぬ物言いに、杏奈は仕方なくといった態ていで、虚ゴ空なるース者トへ左手を突つき出した。左ひだり腕うでを包んでいた炎の紋もん章しようが暴れるように燃え上がる。

　遥斗も腰こし元もとで右の拳をぎゅっと握りしめる。集中を高めると同時に右腕のインプリメントの唸うなるような音が大きくなっていく。

　ついにそれが最高潮まで高まると──、

「これで終わらせてやるっ」

　遥斗は渾こん身しんの力を込めて拳を前に突き出した。

　同時に杏奈の左腕からクリムゾンアートの炎が放たれる。

　燃えさかる炎の矢と圧縮された空気の弾だん丸がんは、螺ら旋せんを描いて混じり合う。

　それは吸い込まれるように骨の体へ衝しよう突とつした。

　凄すさまじい爆ばく音おんと衝しよう撃げき音が連なってこだまする。

「キィャァァァッッ‼」

　遅おくれて高周波のような甲かん高だかい断だん末まつ魔まの叫さけびが、耳をつんざいた。




　一いつ拍ぱくほどおいて──、

　舞まい上がった土つち埃ぼこりと白はく煙えんがようやく落ち着いた。それに伴ともないフロア内の様子が明らかになる。

　奥の土壁は馬ば鹿かでかいクレーターのように抉えぐれていた。

　すでに存在が消しよう滅めつしたのか、虚ゴ空なるース者トは消し炭すら残っていない。

「この大きな穴……、私たちがやったのよね……」

　自分たちの放った一撃の威力に驚おどろいているのか、杏奈は啞あ然ぜんとした顔で頰ほおを引きつらせている。緊きん張ちようの糸が切れたらしく膝ひざから地面へ崩れ落ちた。

　だがしばらくすると──、

　そのまま寝ね転ころんで体を大の字に広げ、杏奈はいきなり吹き出すように笑いだす。

「くっ……あは、あはははっ、なんだかおかしい」

「……笑うところか？」

「あまりの威力にびっくりを通り越して笑えてきちゃって。派手に暴れて派手に壊こわして、なんかすっきりしちゃった。私意外とストレスたまってたのかも」

　そんな杏奈へ、遥斗はふっと表情を崩してから手を差し伸べてやる。

「さっさと起きろ。まあ初戦にしては悪くないコンビネーションだったんじゃないか」

「私が合わせてあげたからでしょ？　まあたまになら、こうやって一いつ緒しよに戦ってあげても良いけど」

　杏奈は微笑ほほえみを浮うかべたまま、遥斗の手を取って体重を預けるように体を起こした。

　棘とげのある表情しか見たことがなかったが、年とし頃ごろの少女らしくこんなふうに無む邪じや気きに笑うこともできるらしい。

「それよりこれを見て欲しいんだが」

　遥斗は足元に転がっていた白い水すい晶しようを拾い上げると、それを差し出して見せる。おそらくさっきの虚ゴ空なるース者トが落としたものだ。

　その野球ボールほどの大きさを持つ水晶に、杏奈の顔色が変わった。

「クリスタルＲＯＭじゃないのっ。それにしても何その大きさ、普ふ通つうの数倍はあるわ。やっぱあの虚ゴ空なるース者トは希少種だったってことね」

　杏奈はクリスタルＲＯＭを奪うばうように手に取ると、興奮した様子でそれに頰ほお摺ずりする。

「良く分からないが、大きいと何か変わるのか？」

「この喜びが共有できないなんて勿もつ体たいない……。大きければ、中のデータサイズも大きいから、それだけ高性能なアプリが入ってる可能性が高いのよ。スナッチャー探しのはずが、予想外のお宝発見だわ」

　どうやらこのサイズはかなり珍めずらしいものらしい。いずれにしても詳くわしい話は外に出てからの方が良さそうだ。

　遥斗はサードアイに意識を向けると、ボイスチャットアプリを立ち上げて羽奈子へ繫つないだ。




　　　　※




　迷めい宮きゆうから脱だつ出しゆつ後。遥斗たち三人は旧高層マンション街にある雑草が生おい茂しげる公園にいた。

　さきほどの次元迷宮からは目と鼻の先だ。今回のようにここ周辺はワールドロストが発生しやすい異界エリアにあたる。そのせいか他ほかのマンションもすでに人ひと気けはなく廃はい墟きよと化していた。

「うわぁー、こんな大きいクリスタルＲＯＭ、私はじめてだよ」

「まあ普通のエンジニアだったら、学園生活で一度あるかないかってとこね。私たちのおかげなんだから、感謝しなさいよね」

　得意気に胸を張る杏奈からクリスタルＲＯＭを受け取ると、羽奈子はベンチに腰こしを下ろして鞄かばんを探さぐり始める。

　まず真空管のようなシリンダー容器にクリスタルＲＯＭを収め、蓋ふたを閉めてケーブルで端たん末まつ機き器きと接続する。それから羽奈子は少し緊張した様子で、プログラム開発用のエディタを起動した。

　しばらくの間が空いたあと、クリスタルＲＯＭがうっすらと発光し始める。

「羽奈子、これでアプリデータの抽ちゆう出しゆつが始まったのか？」

「そうそう。水晶内部に微び小しようなドットでデジタルデータが記述されてるの。迷宮で手に入るアプリは市し販はんされてるのより、高度なテクノロジーで設計されてるんだよ。だから抽出したアプリを分ぶん析せきすることで、ＳＡＲ技術の発展に繫がったりするの」

「なるほど。そういえば前から気になってたんだが、何で虚ゴ空なるース者トが落としたものにアプリが入ってるんだ？」

「うーん……。クリスタルＲＯＭに入ってるアプリは〝悪夢の七日間〟で失われたプログラムらしいけど、それを虚ゴ空なるース者トが落とす因果関係は分かってないみたい。まあでも使えるものは何でも使わないとねぇ。おっ、抽出成功だよ」

　羽奈子がキーボードを操作すると、クリスタルＲＯＭは点てん滅めつするように激しく光った。そしてそれを境に煌きらめきながら散ってしまう。

　まるで虚ゴ空なるース者トの死に際ぎわと同じ現象だ。

　興きよう味み津しん々しんといった様子で杏奈が半はん透とう明めいのディスプレイを覗のぞきこむ。

「で、どんなアプリが入ってたのよ？　もちろんそのレアアプリは私のなんだからね」

「えっと、ちょっと待ってね。ふむふむ……。これ召しよう喚かん獣じゆうアプリみたいだねぇ」

「えー……。何よ、よりによって召喚獣アプリだなんて」

　明らかにがっかりした様子で、杏奈は肩を落とした。

「何か問題でもあるのか？」

「大アリよ。私、ＳＡＲの使い魔まを召喚して戦わせるみたいな、他力本願な戦い方は大だい嫌きらいなの。ましてや召喚獣アプリは天てん王のう寺じ千影の十八番おはこ。イメージ悪すぎっ。ってことで私はパス。遥斗が使えば？　今回は特別に譲ゆずってあげる」

「俺は主しゆ記き憶おく量的に無理だろうな。そうなると……」

　もはや残りは一人しかいない。二人の視線が端たん末まつを操作する羽奈子へ集まる。

「へ？　私が使うの？　まあそれならサードアイにインストールしてみるけど」

「と言うかエンジニアの羽奈子に扱あつかえるのか？」

「むぅぅ、失礼だなぁ。これでも脳内主記憶量とＳＡＲ出力値はけっこう高いんだからね。ちょっと運動が苦手だからオペレーターになれなかっただけで」

「運動音おん痴ちのことじゃない。そもそもエンジニアが兵器アプリを装備してても、意味が無いだろうって話だ」

「まあそれはそうだねぇ。お試ためしで起動してみて、その後は学園に買い取って貰もらうって感じかな。あっ、インストール終しゆう了りようしたみたい。じゃあ早さつ速そく起動してみるね」

　サードアイに意識を向けたのか、羽奈子は目を閉じて顔を俯うつむかせた。

　おなじタイミングで端末機器から光の粒りゆう子しが溢あふれだす。それは羽奈子の頭上に集まって、ゴルフボールほどの物体を形成していく。

「まぁ～っ！」

　そう鳴き声をあげると、白いふわふわの生物が、ポテンと羽奈子の頭に着地した。長い耳に、赤い瞳ひとみ──、まるまるとした兎うさぎのような生物だ。手足がアンバランスなほどに短く、代わりに背中に小さな翼つばさがついている。

　召喚獣などと言うから、どんな仰ぎよう々ぎようしい生物が出てくるかと思ったが、その外見は予想外のコケティッシュさを醸かもし出している。

　羽奈子が摑つかみ上げて、自身の掌てのひらに載のせると、召喚獣はリラックスするように転がり回る。

「ぷっ……、何よこのマヌケな生き物？　でもある意味、羽奈子にお似合いね」

「確かに能天気そうな辺りがよく似てる。せっかくだからそのまま使ったらどうだ？」

「もう二人ともひどいよ。この子にも何か能力があるはずなんだから」

　すでに情が移っているのか、羽奈子はやさしそうな表情を浮かべ、指先でそっとそのふわふわの生物を撫なでている。

「で、その召喚獣にはどんな力があるわけ？」

「えっと、ちょっと待ってね。召喚獣の能力を発動させてみるから」

　杏奈の質問を受け、羽奈子が再び目を閉じると、

「まぁ～っ　ま、まぁ～っ‼」

　いきなりふわふわの生物が跳はねあがり、翼をはためかせて飛び回り始めた。まるで何かに反応して暴れ回っているかのようにも見える。

　いきなりはっとした表情を浮うかべると、羽奈子は慌あわてて端末を操作しはじめた。

「これってひょっとして……。ねえ遥斗ちゃん。試しに何かＳＡＲアプリを起動してもらっていいかな？」

「ここでか？　まあ構わないが」

　遥斗はサードアイへ意識を向けた。シルバーリムズを起動すると、両手両足が光の粒子で包まれる。

　するとそれに呼応するように、召喚獣の動きがより激しくなった。

「やっぱりだ。これ見て。この子が探知したデータだよ。この子は兵器用のＳＡＲアプリが発する電磁波を感知してるの」

　そう言って羽奈子がこちらへ端末のディスプレイを向ける。

　そこにはここ近辺の地図が表示されていた。いま遥斗たちがいるあたりに青い霧きり状じようの反応が濃こく表示されている。

「この青い反応が、俺のシルバーリムズのものなのか？」

「そうそう。じゃあ試しにアプリを落としてみて。反応も消えるはずだし」

　言われた通りアプリを終了させると、確かに地図上の反応も薄うすまる様にして消えていった。

　感心するように杏奈が小さく頷うなずく。

「本当に羽奈子にぴったりじゃない。エンジニア向けのアプリだわ、これ」

「うんうん。シルフがいれば迷宮の解かい析せきとかも精度が上げられそう」

「そのシルフってのは？」

「この子の名前だよ。アプリのデータファイル名がそうなってるの。──ん？　あれ？　これってエラーか何かかな……」

　羽奈子は急に神しん妙みような表情を浮かべると、再び端末を操作した。

　遥斗たちもそのディスプレイを覗きこむ。

　画面には、さっきまで入っていた次元迷宮のＭＡＰデータが表示されている。そこには赤い霧きりと青い霧の反応が入り乱れるように描えがかれていた。

「この赤いのが一いつ般ぱん的な探知アプリで解析した虚ゴ空なるース者トの反応、で青い方がシルフのデータなの。青と赤が同じ場所にあるのは、誰だれかが虚ゴ空なるース者トと戦ってるんだと思う」

「迷宮なんだから、そんなの当然のことでしょ」

「そうじゃなくってね。気になるのはここなの」

　そう羽奈子が指差した場所では、青色の反応だけがいくつも現れている。

「複数人がＳＡＲアプリを起動してるようだな。でも虚ゴ空なるース者トの反応は無いが」

「うん、そうなの。この反応の強さからして戦ってはいるっぽいんだけど。みんな一体誰と戦ってるのかなって」

「……。例えばだが、創成士イマジニア同士で戦ってるとか？」

「──っ⁉」

　遥斗の言葉を受けて杏奈が急に駆かけ出した。そのまま次元迷宮の方へ突つっ走っていく。

「まさか杏奈の奴やつっ……。羽奈子、そこで待ってろっ！」

　遅おくれて真意に気づいた遥斗は慌てて追い掛かける。

「ちょっと二人ともーっ、急にどうしちゃったのっ？」

　疑問を挟はさむ余地など無い。次元迷宮内で創成士イマジニア同士が戦っている。それはつまりスナッチャーに生徒が襲おそわれていることに他ならない。




　　　　※




　次元迷宮へ戻もどった遥斗は、草木に覆おおわれた通路を駆けていく。

　気のせいかもしれないが迷宮内の雰ふん囲い気きがさっきまでとは一変している。何か重苦しさと冷たさが入り混じった嫌いやな空気が広がっているのだ。

　フロアを三つ突っ切ったあたりで、ようやく朱しゆ色いろの髪かみを揺ゆらした背中が見えてきた。

　遥斗は杏奈の隣となりへ並ぶ。

「勝手に一人で突っ走るな。お前はもう少し考えてから行動しろ」

「スナッチャーが現れたかもしれないって時に、お説教なんてやめてよね」

　だがそれ以上言い争う暇ひまも無く、通路の角を曲がり広間へと出ると──、




　──こいつは……。

　フロア内を包む異様な雰囲気に、遥斗は足を止めて表情を引き締しめる。

　広間の中央には漆しつ黒こくの鎧よろいとマントに身を包んだ人物が、宙に浮うかぶように佇たたずんでいた。フルフェイスの兜かぶとを被かぶっているため、その表情を窺うかがうことが出来ない。だがその代わりに長身瘦そう軀くの体からは、雄ゆう弁べんなほど禍まが々まがしい殺気が放たれていた。

「こいつがスナッチャーみたいね……」

「ああ。間ま違ちがいない」

　張り詰つめた表情を浮かべる杏奈に、遥斗は小さく頷いてみせる。

　捜そう査さ資料通りの容よう貌ぼうに、一目でこの人物が噂うわさのスナッチャーと分かった。

　その外見からは年ねん齢れい、性別、その主義思想など一いつ切さいを窺い知ることは出来ない。不気味さを放つと同時に、存在そのものがどこか無機質で儚はかなげだ。まるで人外のもの──、その意味では虚ゴ空なるース者トに近い雰囲気すら感じる。

　広間にはすでに襲われた後なのか、数人の男子生徒が倒たおれていた。

　そして一人の女生徒がスナッチャーと対たい峙じするように構えている。

　なんとそれは──、恋塚美亜だった。

「ヘルインパクト、幻影換装」

　美亜の声に呼応するように、左腕のバングルが光を放つ。インプリメントの一種らしい。

　直後に美亜自身の数倍はあろうかというほど巨きよ大だいなランチャー状の兵器が形を成した。武器アプリの一種らしい。それを美亜は肩かたに背負うようにして身構える。

　一方でスナッチャーも指先をパチンと鳴らすと、それに呼応して両りよう腕うでに二本の銀のサーベルが現れた。

　サーベルを胸の前で十字に重ね、スナッチャーは予備動作無しに美亜へ突とつ撃げきする。

　──速いっ……。

　わずかに反応が遅れたものの、美亜は距きよ離りを取る様に後退しながら、ヘルインパクトのトリガーを引いた。
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　複数の小型ミサイルが弧こを描えがきながらスナッチャーへ降り注ぐ。

　衝しよう突とつの間ま際ぎわ、スナッチャーの腕うでが素す早ばやく振ふるわれる。幾いく重えもの銀の曲線が描かれ、砲ほう弾だんは刻まれながら爆ばく発はつを起こした。

　漆黒の鎧に包まれた体が白はく煙えんの中から飛び出すと同時に、猫耳フードめがけて勢いよくサーベルが振り下ろされる。

　美亜は跳ねる様にそれを躱かわすと、再び間合いを空けるように飛び退のく。

　同時にヘルインパクトの形状がガトリングガンのように変化した。

　変形型の武器アプリのようだ。ランチャー形態と、ガトリングガン形態の二つのスタイルを持っているらしい。

　変形に伴ともない銃じゆう口こうから無数の弾だん丸がんが放たれる。

　スナッチャーはサーベルだけで捌さばき切れないと判断したらしい。広間をジグザグに駆けるようにして的を散らす。

　両者の激しい戦いに、遥斗は渋しぶい表情を浮かべる。

　一見して攻こう撃げきを繰くり出している美亜が押しているように見えるが、その実追い詰められているのは彼女の方だろう。

　防ぼう御ぎよに回っているスナッチャーの動きにはまだまだ余よ裕ゆうが見られる。

　美亜は一いつ瞬しゆんでも隙すきを見せれば、簡単にスナッチャーに間合いを詰められて、そのサーベルの餌え食じきになってしまう。そして集中が切れる時はいずれやってくる。

　戦いを見つめながら、杏奈は舌打ちを漏もらすと、

「これじゃ二人の間に割り込む隙がないわ……」

「ああ、美亜の攻撃が激し過ぎて迂う闊かつに手が出せない」

　目の前の相手に集中しているらしく、美亜は自分たちに気付いていないようだ。声をかけようにも、美亜がそれに反応して余計な隙を生ませる可能性もありえる。

　いつでも参戦出来るようにと、遥斗は兵器アプリを起動した。

　一方でスナッチャーは、ステップを踏ふむように銃じゆう弾だんの雨を搔かい潜くぐりながら、美亜との距離を潰つぶしにかかっていた。

　それを見た美亜は、再び距離をとって体勢を整えようとしたのだろう。

　しかしそこで攻撃が緩ゆるんだ隙をスナッチャーは見み逃のがしてくれなかった。

　右手から投げ放たれたサーベルが、ヘルインパクトの銃口に突き刺ささる。

　美亜の指がトリガーを引いた間際、銃口でミサイル弾の暴発が起こり、その反動で銃じゆう身しんが弾はじけ飛んだ。

　咄とつ嗟さに地面に転がったヘルインパクトへ、手を伸のばそうとした美亜だったが──、

「くぅっ……」

　一瞬で距離を潰すと、スナッチャーは美亜の頭を蹴けり上げた。

　そのまま背中を踏みつける。

　黒い手しゆ甲こうに包まれたスナッチャーの右みぎ腕うでから稲いな光びかりの様な電流が走る。その手は地面に倒れ込む美亜の頭へと伸びていく。

「助けに入るぞ、杏奈っ！」

「私が時間を稼かせぐわ。遥斗は美亜を──」

　そう返すと同時に、杏奈の左腕から数発の炎ほのおの玉が放たれた。炎の玉はスナッチャーの手前で接地すると、爆ばく音おんと共に業ごう火かを舞まい上げる。

　それを躱すように大きく飛び退いたスナッチャーへ、杏奈がクレイモアで斬きりかかった。

　スナッチャーが引き剝はがされ、遥斗は美亜に駆け寄ってその身を抱だき起こした。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……遥斗？　どうして？」

「詳くわしい話は後だ。それよりあいつがスナッチャーだってことは分かってただろう？　なぜ逃にげなかった？」

「悲鳴が聞こえて私もここに来た。倒れてる人がいるのに、私だけ逃げるのは卑ひ怯きよう」

　そう言うと部屋の隅すみで倒れている数人の男子生徒へ目をやる。

　顔見知りという訳でもないだろうに、彼らのために体を張っていたらしい。

　遥斗は肩に手を回すようにして、美亜を無理やり立ち上がらせる。

「とにかくお前は外へ逃げろ。ここは俺と杏奈に任せて──」

　だがその言葉を遮さえぎる様に……、

「うぐっ……」

　スナッチャーの拳こぶしが深々と鳩尾みぞおちに突つき刺さり、杏奈はうめき声を上げて膝ひざから崩くずれた。

　地面に転がるクレイモアは煌きらめきながら四散する。

　目を離はなしたのはわずかに数秒だった。その間に何が起こったのだろうか……。

　一シ桁の覇ング者ルの肩かた書がき通り、杏奈の創成士イマジニアとしての腕はかなりのものだ。

　それがこんなにあっさりやられるなんて──、

　助けにいこうにも、怪け我がを負っている美亜を放ほうりだすわけにもいかない。

　予想外の事態に遥斗は唇をわずかに嚙みしめる。

　スナッチャーの右腕から再び電流のような光が洩もれる。その手は座り込む杏奈の頭をがっちりと摑つかんだ。

「やっ、やめ──、きゃぁぁぁ───っ‼」

　電流が杏奈の体を包み、悲鳴がフロア内に響ひびき渡わたる。

　その表情は苦く悶もんの色に染まっている。

「いけない……。たぶん強制ハッキング。そこで倒れている人たちもされてた」

　美亜の言葉に遥斗は表情を強こわ張ばらせる。

　確かに千影から貰もらった資料にも、被ひ害がい者しやは全員脳内にハッキングを受けた形けい跡せきがあったと記述されていた。

「美亜、悪いが一人で外に逃げてくれ。そこにうちのエンジニアがいるはずだ。彼女にかけ合って、学園に連れん絡らくを取るんだ。俺は杏奈を助け出す」

「分かった。でも遥斗も無理は禁物」

　美亜がふらつきながらも通路の方へ駆かけ出したのを確かく認にんすると、遥斗はブーツで地面を蹴った。

　しかし遥斗がスナッチャーへ飛びかかろうとした瞬しゆん間かん──、




「いやぁぁぁぁぁああああああっ‼」

　突とつ如じよとして杏奈が咆ほう哮こうのような叫さけび声を上げた。

　まるでそれに呼応するように迷めい宮きゆう内が激しく揺ゆれ始める。

　──これは一体……。

　あまりに激しい震しん動どうに立っていることも儘ままならず、遥斗は地面に片かた膝ひざをつく。

　美亜も通路の手前で、体を壁かべに預けるようにして座りこんでいた。

　異変を察知したらしく、スナッチャーは杏奈を解放して大きく飛び退いた。

　杏奈の表情には既すでに苦悶の色はなく、自我を失ったかのようにうつろな眼まな差ざしを浮うかべている。

　そのまま杏奈は、まるで何事もなかったかのようにスッと立ち上がった。

　そしてスナッチャーへ手を翳かざした瞬間──、

　地じ響ひびきのような音が鳴り、巨きよ大だいな土柱がスナッチャーの足元から迫せり出した。

　大きく飛び避よけたスナッチャーだったが、それを追いかけるように壁や床ゆかから次々と土柱が飛び出してくる。

　フロアの隅まで後退したスナッチャーへ、杏奈が再び手を翳す。

　命令に応こたえるように、壁をつたっていた植物のツルがスナッチャーの足を縛しばりつける。

　目の前で何が起こっているのか理解できない。だがまるで杏奈が次元迷宮を従属させ、自在に操あやつっているようにも見える……。これも何かのアプリによるものなのだろうか。こんな能力は遥斗にとっても全く未知の代しろ物ものだった。

　足にまとわりつくツルをサーベルで切り払はらうと、スナッチャーは身を投げ出すようにして地面へ転がった。

　直後に壁から数本の土柱が交差するように迫り出す。

　起き上がったスナッチャーは杏奈へ兜かぶとに覆おおわれた顔を向けると、その奥から低く掠かすれた声を絞しぼり出す。

「見つけたぞ……。お前が持ってたか……」

　スナッチャーはなぎ払うようにサーベルを振ふるう。

　それを受けて、目の前の空間に真っ黒な亀き裂れつが入った。

「今は退ひこう……。だが次は容よう赦しやしない。その能力は我々のためにある」

　そう言葉を残すと、漆しつ黒こくの鎧よろいに包まれた体は砂のように崩れ、その中へ吸い込まれるように消えていく。

　その異質な光景を、遥斗は眉み間けんに皺しわを寄せたまま眺ながめていた。

　人知を超こえた現象に頭の理解が追い付かない。まるで異次元の彼方かなたへ消えていったかのように見えた。撤てつ退たいした、ということだろうか……。いずれにしてもスナッチャーを普ふ通つうの人間と考えない方がよさそうだ。

　一方で杏奈は相変わらずうつろな表情を浮かべたまま、スナッチャーが消えていった空間に目をやっている。

　しかし、しばらくの間が空いた後──、

「あ……れ？　私やられて……、って何このフロアっ？　誰だれがこんなメチャクチャにしたのよ？　それにスナッチャーもいなくなってるしっ！」

　杏奈はひどく混乱した様子で部屋を見回している。

　どうやら意識を失っていたようだ。ここで何が起こって、自分が何をやったのか全く覚えていないらしい。

　ことがことだけに本人に伝えるべきか迷うところだが……。

　そんな遥斗の気も知らずに、杏奈は詰つめ寄ると襟えり首くびを摑み上げてくる。

「何やってたのよ、遥斗っ。スナッチャー逃がしちゃって！　もうっ、せっかくのチャンスだったのに──」




「もう……無理」

　杏奈の怒ど声せいを遮って、通路の手前でドサリと何かが崩れるような音がした。

　振り返ると美亜が地面へ倒たおれ込んでいる。

　それに気付いて杏奈が慌あわてた様子で駆け寄った。そのまま美亜の体を抱きかかえる。

「ねえちょっと美亜っ？　急にどうしちゃったの⁉」

「おい、美亜っ。大丈夫か？」

　遥斗も駆け寄って頰ほおをペチペチと叩たたくが全く反応が無い。肌はだは異様なほどに青白く、表情からは生気が抜ぬけ落ちている。

　──まさか……。

　だが突とつ然ぜん、低く唸うなるような音が美亜のお腹なかから鳴り響いた。

　思わず遥斗は杏奈と顔を見合わせて苦笑いを溢こぼす。

「ひょっとして腹が空き過ぎて、気を失ったのか？」

「まったくもう。こんな状態で次元迷宮に入るなんてどうかしてるわ」

「そんな状態での戦いだったんだ。消しよう耗もうも激しかったんだろう。まして相手はスナッチャーだからな」

　遥斗は美亜の脇わきを抱かかえて起こしてやると、その華きや奢しやな体を背負った。背中に骨ばった感かん触しよくが伝わる。

　体重はかなり軽い。普ふ段だんからあまり食べていないのだろう。思い返せば昼食もドーナッツ一つだけだった。

　美亜は完全に意識が落ちているようだ。桜色の薄うすい唇くちびるからは寝ね息いきが洩れていた。

　色々と気き掛がかりなことは多いが、今はとにかく外へ出た方が良さそうだ。




　　　　※




　美亜を背負ったまま、遥斗たちは学園の女子寮りようを訪おとずれていた。

　他ほかの襲おそわれた生徒たちはすぐに意識が戻もどったので良かったのだが、美亜はまだ気絶したままだ。

　二桁ダのブ猛者ル以上の生徒に宛あてがわれるこの寮は、まるで高級マンションのような造りをしている。ラウンジ付きのエントランスに、総大理石の床と壁──、本来なら大だい企き業ぎようの役員でもなければ住めないだろう。

　これを見ると、皆みなこぞってランク入りしようと励はげむ理由が分かる気がする。

　エレベータホールから絨じゆう毯たん張りの通路を抜けると、その突き当たりの部屋の前で、先導していた杏奈が足を止めた。

「この部屋がたぶんそうよ。向こうから、美亜がここに入るの見たことあるから」

　チラリと後ろを振ふり返ると、手すりの奥──、建物中央の吹ふき抜けの先にある上層階を顎あごで指した。あそこが杏奈の部屋のようだ。

　それを聞いた羽奈子は興奮した様子で小さく飛び跳はねる。

「えぇーっ。杏奈ちゃん、こんな高そうな場所に住んでるんだ」

「まったく。私がエントランスのロック外したの見てなかったの？　本当は一シ桁の覇ング者ルには専用の私し邸ていがあるんだけど、面めん倒どうだから引っ越こしてないの」

「引っ越す時には私も杏奈ちゃんに付いていこうかな。一部屋くらい空きありそうだし」

「あんたみたいな能天気娘むすめとシェアハウスなんてお断りよ」

　杏奈は羽奈子をあしらいながら、背負われた美亜の手を取った。その指先をドア脇の静脈認証機へと宛あてがう。

　電子音が鳴り緑のランプが点てん滅めつした。鍵かぎが開いたらしい。

　杏奈はドアを開けながら、

「出来れば彼女を寝しん室しつまで運んであげたいけど悩なやみ所ね。普通の女子の感覚からすると、勝手に男に上がられるのは嫌いや──」




「ひっ！　な、なによ、これっ」

　悲鳴を上げ、腰こしを抜かした杏奈は、這はうようにして遥斗の足にしがみついてきた。

　普段の高飛車な姿から想像できないが、意外と怖こわがりのようだ。

　ドアの奥では、暗くら闇やみに浮かぶように無数の緑黄色の目が輝かがやいている。

　遥斗はため息をついてから玄げん関かんへ上がると、手て探さぐりで室内灯のスイッチを入れた。眩まばゆい照明に照らされて玄関の様子が明らかになる。

　廊ろう下かにはフローリングを埋うめ尽つくさんばかりの猫ねこが並んでいた。数十匹ぴきはいるだろうか。

「にゃぁー」「みゃぁー」「にゃ～ん」

　美亜の帰りを出で迎むかえるように猫たちは遥斗の足元へ集まると、体をすり寄せてくる。

　だが起き上がった杏奈が苛いら立だちを露あらわにして手で追い払うと、猫たちは警けい戒かいするように部屋の奥へ逃にげていってしまった。

「おかげで無む駄だに驚おどろいちゃったじゃないっ」

「う、ううん……」

　背中で美亜がモゾモゾと体を動かす。どうやら杏奈の大声で目を覚ましたようだ。

　遅おくれて自分が背負われていることに気づいたらしい。だがなぜか再び背中に顔を埋うずめるようにして、吞のん気きに寝息を立て始める。

「ちゃんと起きてくれ、美亜。次元迷宮で倒れたから部屋まで運んできたんだ」

「遥斗？……。ここは部屋？」

　後ろから顔を覗のぞきこもうとしたせいで、互たがいの頰が触ふれあう。だが慌ててひっこめるでもなく、そのまま頰を押し当てて抱だきついてきた。

　それを見ていた杏奈は不ふ機き嫌げんそうに咳せき払ばらいをする。

「目を覚ましたなら、さっさと降りなさいよね。いつまで背負われてるつもりよ」

　だが美亜は杏奈を敵視するように睨にらんでから、ぷいと顔を背そむける。それから遥斗の首へがっちりと腕うでを回す。どうやら降りる気はさらさらないらしい。

「まだ体が上手うまく動かないんだろう。とりあえず中まで運ぼう」

「まあそういうことならしょうがないけど……」

　遥斗は美亜を背負ったまま、靴くつを脱ぬいで廊下へ上がった。

　後ろから杏奈と羽奈子も続く。

　だが通路を抜けリビングへ入った瞬しゆん間かん──、

「うわっ……。何これ、泥どろ棒ぼうにでも入られちゃったの？」

　羽奈子がそう思うのも無理はない。

　ダイニングとリビングが一体になった二十畳じようほどの部屋は、千切れた雑誌や小物が派手に散乱している。

　それに楽しそうにじゃれついている姿を見るに、犯人はどうやら猫たちのようだ。まあこれだけの数がいるのだからしょうがない。

「やっぱりね。これじゃ倒れるに決まってるじゃない」

　呆あきれた様子で、杏奈がキッチンから半はん透とう明めいのごみ袋ぶくろを持ってやって来た。

　ごみ袋の中はキャットフードの袋ばかりで、人間向けの食料品のゴミは全くない。

「美亜、お前ちゃんと飯食ってるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。一日一個ドーナッツを食べてる。ドーナッツは栄養満点。究極の健康食」

「そんな訳ないでしょーが。この様子じゃ、猫の餌えさ代に自分の食費まで食いつぶされてるんでしょうけど」

　杏奈の指し摘てきが当たっていたらしく、美亜は隠かくれるように再び背中に顔を埋めた。

　おそらくここ数ヶ月の間、美亜が次元迷宮に積極的に潜もぐっていたのも、猫の餌代を稼かせぐためだったのだろう。

　杏奈は息をついてから、場を仕切る様に手を叩いた。

「この惨さん状じようを見たらさすがに放っておけないわ。羽奈子、私が部屋から食材を取ってくるから、何か作ってあげて」

「うん、わかった。じゃあキッチンの調理器具を確かく認にんしてくるね」

「遥斗はリビングの掃そう除じ。この調子じゃ寝室も怪あやしいから、私はそっちを片づけちゃうわ」

　一方的な杏奈の提案に、美亜は少し戸と惑まどっているようだ。

「でも甘え過ぎは良くない」

「気にするな。杏奈はさっきから悪態をついてるが、迷宮で倒れたお前のことを一番心配してたんだ。美亜が嫌じゃないなら手伝わせてやってくれ」

「べ、別にそんなんじゃないんだから。遥斗、余計なこと言わないでよねっ」

　不機嫌さを装いながらも、杏奈は肩かたを貸すようにして美亜を引き取って背負い直す。そのまま通路の手前にあった寝室へと戻っていった。

　それにしても、杏奈がここまで親身になって美亜の世話を焼くのは、少し予想外だった。実は美亜を部屋まで運ぼうと言い出したのも杏奈なのだ。

　思えば次元迷宮を探たん索さくしている時も、初心者である自分へ随ずい分ぶんと気き遣づかってくれていた。

　普段は他人を寄せ付けない態度を取っているものの、いざ目の前に困っている人間がいると手を貸さずにいられない性しよう分ぶんなのだろう。

　杏奈の意外な側面に、遥斗は小さく笑いを溢す。

　なぜ他人の手を借りることにそこまで拒きよ絶ぜつ反応を示すのか、そしてなぜ執しつ拗ようにスナッチャーに拘こだわるのか。そして何より気掛かりなのは、杏奈がスナッチャーに対して発動させた謎なぞの能力だ。

　あれは一体……。

　彼女が自分に隠している秘密はまだ多そうだ。

　それを差し引いても緋桜杏奈という人間は、最初に思っていたほどは嫌な奴やつじゃないのかもしれない。







[image: ]　第三章　夢幻都市の異変







　土曜の昼下がり、ハイランドタワーの中は着き飾かざった大勢の招待客の姿で溢あふれ返っている。

　商業特区であるイデア西地区──、その中心街に新たなショッピングビルが開業することになった。そのハイランドタワーのプレオープンイベントに遥はる斗とと羽は奈な子こ、狗く郎ろうの三人は訪れていた。

　最新ＳＡＲテクノロジーの展示ブース内を、ところ狭せましと駆かけまわる羽奈子を見ながら、遥斗と狗郎は顔を見合わせてため息をつく。

「ちょっと遥斗ちゃんっ、これ見てよ！　最新式のインプリメントっ、中に使われてるエネルギー変へん換かん機構に新技術が使われてて、消費エネルギーが一割もカットされるの」

「ああ、すごそうだな……」

「ねえねえ狗郎くんっ。このアプリ開発用のミドルツールもすごいよっ。グラフィックセットを組み合わせて、市し販はんアプリの見た目をお好みにカスタマイズだって。うふふふ……。これで遥斗ちゃんのシルバーリムズを、ラメでキラキラにしちゃおうかな」

「そうか、そうか。よかったなぁー、羽奈子」

　ハイテンションな羽奈子に対して、散々連れ回された遥斗たちはすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　そもそもこうなったきっかけは昨日の金曜日のことだった。杏あん奈ながこのイベントの招待チケットを、いきなり遥斗へ突つき出してきたのだ。

　本来なら関係企き業ぎようの家族やマスコミ関係者しか参加できないとか、どうしても来たいなら譲ゆずってあげるだとか、遠回しな誘さそい文句付きでだ。素す直なおに一いつ緒しよに行きたいと言えば済むのに、本当に面倒な性格だ。

　遥斗としては興味も無かったし、わざわざ意図を汲くんでやるのも癪しやくだったので、適当にあしらわせて貰もらった。

　だがまんまと蜘蛛くもの巣すにかかった奴がいた。

　それが今はしゃぎまわっている羽奈子だ。結果なし崩くずし的に遥斗も行くことになり、おまけで狗郎も付いて来たと言うわけである。

　気になるのはチケットを持ってきた張本人の杏奈が、どこにもいないってことだが……。

　スクリーンへ流れる最新アプリのデモを見入っていた羽奈子へ、狗郎が声をかける。

「おい、羽奈子ーっ。そろそろ服ふく飾しよくアプリとか、普ふ通つうの店てん舗ぽも見に行こうぜ」

「えぇー、最さい先せん端たんＳＡＲ技術を誇ほこるＮ＆Ｗ社のショッピングビルなんだよ。せっかくなんだからその最先端技術を見て回ろうよ」

「いや何て言うか、こういう場所にいると頭痛くなんだよな。俺、座学の講義も苦手だし……」

「むぅー……、しょうがないなぁ。じゃあ遥斗ちゃんも行こっか」

　羽奈子からさも当然といった感じで微笑ほほえみを向けられ、遥斗は小さく苦笑いを返した。

　人ごみに慣れていないせいか、少し疲つかれてしまった。

　体力というより精神的な問題だろう。どうも昔からゴミゴミした場所は苦手だ。生まれは首都トウキョウだが、その後の育った環かん境きようによる影えい響きようの方が大きいのかもしれない。

「悪いが俺は遠えん慮りよしておく。そこら辺で休んでるから二人で行ってきてくれ」

「えぇ、何でー？　そんなのつまんないよ。あっ、私に連れ回されて疲れちゃった？」

「気にするな。休めばすぐ良くなる。それよりせっかくだから楽しんでこい」

「そっか。じゃあ……」

　手を振ふって見送ると、羽奈子は後ろ髪がみを引かれる様子ながらも、狗郎にエスコートされて通路の先へと消えていく。

　なぜか去り際ぎわに狗郎がこちらへ親指を立ててきた。

　気を回したつもりは微み塵じんも無かったのだが……。

　遥斗は一人展示ブースを離はなれると、噴ふん水すいのある吹ふき抜ぬけのホールへと出た。空いていたベンチへと腰こしを下ろし、そのまま背もたれに体重を預ける。

　改めて周囲を見み渡わたすと、着飾った招待客の中には、自分と同じように学園の制服を纏まとった生徒の姿も時折見受けられる。

　そういえば杏奈が、ランク入りしている生徒はこのイベントに招待されると言っていた。

　ビルの事業主であるＮ＆Ｗ社と言えば、兵器用のＳＡＲアプリの分野でも大きなシェアを誇っている。創成士イマジニアのタマゴに対する先行投資といった所なのだろう。

　そんなことを考えながら、のんびり過ごしていると──、

「ふふ。遥斗が、この手のイベントに来るのは少し予想外だな」

　聞き覚えのある凛りんとした声に顔を上げると、黒いカクテルドレスに身を包んだ千ち影かげの姿があった。普ふ段だんと違ちがって艶つやのある黒くろ髪かみを華はなやかに結ゆい上げている。

「千影か？　制服姿しか見たことないから一いつ瞬しゆん気づかなかったぞ」

「そういう遥斗は制服なのか。どんな私服を着るのか興味があったのだがな」

　少し残念そうに言うと、千影は遥斗の隣となりへ座った。ドレスの裾すそからすらっと伸のびた長い足を、誘ゆう惑わくするかのように組んでみせる。

「一いつ張ちよう羅らが制服ぐらいしかないんだ。と言うか持ってる服自体も少ない。能力の干かん渉しようを受けないように実物製品しか着れないからな」

「厄やつ介かいな力を持ってるのだったな。まあ私も学園の生徒として招待されたなら、制服で来たのだが……」

　言っている意味が分からず遥斗が首を傾かしげると、千影は失しつ笑しようを溢こぼした。

「ここの事業主であるＮ＆Ｗ社と、親の会社が提てい携けい関係にある。その繫つながりで招待されたものでな」

「それで着飾ったドレス姿なのか」

「このあと夜のレセプションパーティーにも参加しなくてはならない。社交界というのも中々に面めん倒どうだ……」

　素直に納なつ得とくさせられる話ではある。実際に千影から発せられる気品からは、明らかな育ちの良さが滲にじんでいた。

　不意に千影は遥斗の顔を覗のぞきこむと、いたずらっぽく口元を綻ほころばせる。

「くくっ。その様子を見るに杏奈から何も聞いてないようだな。まあ彼女がその手の話を進んでする訳もないか」

「何のことだ？」

「いや、気にしないでくれ。いずれ分かることだ」

　さらっと話題を流すと、千影は何かを思い出したかのようにふと眉まゆを寄せた。

「……そういえば、遥斗に一つ文句があるのだった」

「文句？　改めて千影にそう言われると、少し怖こわいものがあるな」

「ふっ、ランキングの話だよ。今日付けのものを調べたが、まだランク入りは果たせてないようだな。迷めい宮きゆうで多少の実績を上げてるようだが、私からすれば正直物足りない」

「ああ……。最近はスナッチャー探しに手て一いつ杯ぱいで闘とう技ぎ場に行けてないからな。正直そのスナッチャー捜そう索さくの方も厄介なことが山積みだ」

　その遥斗の言葉に、千影は引っ掛かかりを覚えるように顔をしかめる。

　依い頼らい主である千影には進しん捗ちよく報告の意味でも、先日の迷宮での出来事を話しておいた方が良いかもしれない。

　遥斗は場を仕切りなおすように少し間を置いてから、

「実は先週、迷宮でスナッチャーと思われる人物と対たい峙じしたんだが──」

「なんだと？」

　表情を一変させ、千影は鋭するどい眼まな差ざしを返す。

　併あわせて二人の間に流れていた空気が、重々しいものへと変わっていく。
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　スナッチャーが放っていた異質なオーラ、ハッキングを受けた際に杏奈が発動させた謎なぞの能力、スナッチャーが異次元の裂さけ目へ吸い込まれるように消えた現象──、

　遥斗の話を聞くにつれ千影の眉み間けんによる皺しわが深くなっていった。

「なるほど……。一ひと筋すじ縄なわでいく相手じゃなさそうだな」

「杏奈はスナッチャーがディストピアとやらの一員だと考えてるらしい。初めはただの都市伝説とバカにしてたが、あのスナッチャーの不気味さを見せられて、信じる気にもなってきた」

　するとしばし考え込むような間が空いてから、千影はゆっくりと口を開いた。

「たぶん杏奈の推理は当たってる。ついでに言えばディストピアは実在する組織だ」

　その断定するような口調に、遥斗は思わず訝いぶかしげな表情を返す。

「……。何か根こん拠きよでもあるのか？」

「学園に近い立場にいると、一いつ般ぱん人には伝わらない様な情報を見聞きする機会も多くてな。〝始まりの迷宮〟探たん索さく中の創成士イマジニアが、ディストピアを名乗る複数の人物から、妨ぼう害がいを受けたという報告が挙がってる」

「じゃあ〝悪夢の七日間〟は杏奈の言った通り人じん為い的に引き起こされたと？」

「いや、そのディストピアとやらが、本当に〝悪夢の七日間〟を引き起こしたのかまでは分かってない。だがその報告内容と今のお前の話には似通った箇か所しよが多い」

「そうか……。だとしたら今の俺の話が学園に報告された場合どうなる？」

「残念ながらお前たちはお役やく御ご免めんだろうな。スナッチャーは学生の手に負える相手じゃない。それにお前の話にあったスナッチャーの去り際の言葉も気き掛がかりだ」

「確かにな……」

　見つけたぞ……。お前が持ってたか──、

　あのスナッチャーの言葉は、間ま違ちがいなく杏奈が秘ひめた謎の能力を指している。過去のスナッチャーによる被ひ害がいを振り返っても、それを探すために、無差別に生徒を襲おそってハッキングしていたと考えれば話が繫がる。

　杏奈が発動させた能力が何かはまったくもって不明だ。だがスナッチャーのターゲットである杏奈を、捜そう査さの最前線から外すというのは自然な判断だろう。

　千影は一つため息をついた後に──、

「まあ緋ひ桜ざくら杏奈が素直に納得してくれるとは到とう底てい思えないがな。正式な結論が出るまでは時間がかかるだろう。引き続き彼女が無む茶ちやをしないように見てやってくれ」

　そう話題を切り上げると、千影はホール端はしの柱へ視線を外した。それから表情を緩ゆるめる。

「スナッチャー探しはともかく、学園生活はうまくいってるようだな。彼女も友人か？」

「……彼女？」

　千影に倣ならってそちらへ視線を送ると、猫耳フードを被った女生徒が柱の陰かげからぼんやりとした眼差しでこちらを窺うかがっている。

　なんと美み亜あだ。

　そういえば彼女も二桁ダのブ猛者ルだった。Ｎ＆Ｗ社から招待されたのだろう。とは言え美亜こそ、積極的にこういう場所へ来るイメージは無かったが──、

「まあそんなところだ。美亜とは色々あってな」

「ふふふっ、お前は問題児に好かれる才能があるようだな。一人で迷宮に潜もぐる恋こい塚づか美亜のことは私も前から気にしていた。杏奈と併せて面倒を見てくれると助かる」

　そう言うと千影はスッとベンチから立ち上がった。

「もう行くのか？」

「衣い音おんと梨り音おんを待たせているからな。──神かん凪なぎ遥斗、私はお前に期待しているんだ。私の気持ちを裏切らないように頑がん張ばってくれ」

　そうハッパをかけるように肩かたをポンと叩たたくと、千影は通路の先へと消えていく。

　公私ともに相変わらず忙いそがしそうだ。

　さてと──、

　遥斗はさきほどの柱の方へ視線を戻もどすと、美亜に向かって手招きする。

　それに気付いた美亜はわずかに口元を綻ばすと、こちらへ駆かけ寄って隣に腰をおろした。

「いつからいたんだ？　声をかけてくれれば良かったのに」

「さっき遥斗を見つけた。話の邪じや魔まをするのは良くない」

「そうか。気を遣つかわせたな」

　美亜ははにかむように首を小さく振ふった。それ以上は特に何を話すでもなく、ただただ嬉うれしそうに足先をぶらぶらさせている。なぜか表情が満足そうだ。

　そのまましばらく会話もなく、二人で過ごしていると──、

「あっ、もぉーっ！　放っておくと、すぐ他ほかの女の子と仲良くしてるんだからっ」

　いつの間に戻ってきたのか、視線を上げると羽奈子が頰ほおを膨ふくらませて仁に王おう立だちしている。仁王立ちと言ってもその迫はく力りよくは皆かい無むに等しい。

　だが隣にいたのが美亜だと気づいたらしく、すぐに表情を緩ませた。

「あっ、美亜ちゃんも来てたんだね。だったら一いつ緒しよにイベント会場へ行こうよ。狗郎くんが場所取ってくれてるし」

「イベント会場？　何かあるのか？」

　遥斗が返した言葉に、羽奈子はキョトンとした表情を浮うかべる。

「何って今日のメインイベントだよ。オープン記念のテープカットに決まってるじゃん」

「そのテープを切るだけのイベントを、わざわざ見に行く気が知れないな」

「遥斗ちゃんヒドイ！　そんなこと言うと杏奈ちゃんが泣いちゃうよっ」

　なぜ自分が責められているのか不明だが、杏奈の名前が出てくる理由もサッパリだ。

　遥斗が意味が分からないといった表情を浮かべると、美亜が助け船を出してきてくれた。

「緋桜杏奈はＮ＆Ｗ社社長の一人ひとり娘むすめ。テープカットの壇だん上じようには彼女も上がる」

「……。まさかだがその緋桜杏奈ってのは、俺が良く知ってる杏奈のことか？……」

　思わず遥斗は眉み間けんの皺しわを深める。本人には悪いが全く似合わない。

　だがどうりで招待チケットを何枚も持っていたはずだ。杏奈がなんでわざわざ自分たちを誘さそってきたのか疑問に思っていた。ようするに自分の晴れ姿を見て、ひれ伏ふせという意味での誘いだったらしい。

　羽奈子は共感と困こん惑わくが入り混じった複雑な表情を浮かべると、

「知らなかったんだね……。って言うか遥斗ちゃん驚おどろき過ぎ。ちょっと杏奈ちゃんが可哀かわい想そうだよ……」

「ああ、悪い。動どう揺ようしたせいで本心がだだ洩もれした……」

　苦笑いを浮かべる遥斗を見て、美亜もふっと笑いを漏もらす。

「杏奈に誘われて遥斗たちも来てると思って、私も来た。二人に会えたからもう満足」

「テープカットは見に行かないのか？」

「人が多いのは苦手。それに家の猫ねこが気になる。そろそろ帰らないと」

　遥斗たちを見送る様に美亜は小さく手を振った。

「じゃあ遥斗ちゃん行こっか。美亜ちゃんもバイバイね」

「そうだな。いつまでも狗郎を待たせておくのも悪い。じゃあな美亜、また学園で」

　美亜との別れを済ますと、遥斗は羽奈子に手を引かれて噴ふん水すい広場を後にした。

　それにしてもあの杏奈が社長令れい嬢じよう……。未いまだにこれが何かドッキリなのではという引っ掛かりが、遥斗の頭から離はなれないでいた。




　　　　※




　──なんで私がこんなとこにいるんだか……。

　ハイランドタワー中央にある吹ふき抜ぬけのイベントスペース──、壇上の主しゆ賓ひん席に座る緋桜杏奈は、顔を不安の色で染めて唇くちびるを嚙かみしめていた。

　同ステージの斜ななめ前方では、来らい賓ひんの若い市議会議員が祝辞のスピーチを続けている。

「夢む幻げん都と市しイデアに、このような新しいランドマークが作られたことは一市民として非常に誇ほこらしく思えます。ハイランドタワーの開業はＳＡＲ市場の拡大においても──」

　だが杏奈にその言葉はまったく届いていない。先さき程ほどからソワソワするように、白いワンピースドレスから伸のびる足をすり合わせていた。

　こういった派手な場所は慣れない。こういう着き飾かざった格好もだ。いくら隠かくしても自分の本ほん性しようが見み抜ぬかれてしまうのではと、どうにも不安な気持ちになるせいだ。

　気き疲づかれからため息を溢こぼすと、杏奈はステージ下に集まった招待客をぐるりと見み渡わたした。群衆の中から見慣れたあの男の姿を探す。

　杏奈の気持ちは、ここ数週間、遥斗と過ごす中で不思議と落ち着きを取り戻していた。ささくれ立った心が自分でも分かるほどに、穏おだやかになっている。

　以前のギルドでの事件以来、他の人間は腫はれものにでも触さわるように自分と接してくる。だが遥斗だけは違ちがった。いつも等身大の感情をストレートにぶつけてきてくれる。

　誰だれかを信じてみるのも悪くない、仲間ってやつと一緒に行動するのも悪くない──、杏奈の心の中にはそんな前向きな気持ちさえ芽生え始めていた。

　このアウェーのような場所でも彼がいてくれれば、少しは気も紛まぎれるのではと思って、招待チケットを渡わたしたのだが……。

　首を小さく左右にふりながら、杏奈はステージ下の招待客の顔を見回す。

　だが残念ながら、その中に彼の姿を見つけることはできない。

　──あんまり興味無さそうにしてたし……。

　そのまま諦あきらめるように目をふせようとした時──、




「うそ……、いた」

　二階の人ごみの中にその姿を見つけて、杏奈は思わず表情を綻ばす。瞬しゆん間かん、ふっと緊きん張ちようが解けるように、手足の先まで血が通って温かくなった。

　二階通路の手すりの奥からは、羽奈子が場ば違ちがいなほど大きく手を振っている。

　そしてお目当ての遥斗はその隣となりにいた。杏奈をチラリと窺うと嘲あざけるような笑いを溢す。

「ア、アイツっ」

　怒いかりに身をまかせて立ち上がりそうになったのを、杏奈はどうにか堪こらえる。

　本当にムカツクっ。どうせ自分の着飾った姿をバカにして笑ったのだろう。似合わないとか馬ま子ごにも衣装だとか、そんなふうに言っているに違いない。

「──以上、市議会議員の冴さえ木き類るい様からご挨あい拶さつを頂ちよう戴だいしました」

　司会の女性の言葉を受け、スタンドマイクの前にいた市議の男性は、招待客に向かって深々と頭を下げた。

　それに応こたえるようにイベントスペース内に拍はく手しゆが湧わく。

「それではいよいよ。このハイランドタワーの開業を記念したテープカットです。主賓の皆みなさまはどうぞ前の方へお越こしください」

　スタッフの男性から花飾かざりがついたハサミを差し出され、杏奈は思わず我に返る。

　いつの間にかイベントがだいぶ進行していたらしい。あのデリカシーの無い男のことを考えていたせいで、ついぼんやりしてしまっていた。

　ふてくされながらも、杏奈は他の主賓客に並ぶようにして前へ出た。定位置に立つと、準備された張り渡しテープを手にとってハサミを構える。

　それを待ち構えていたかのように、マスコミのカメラがフラッシュを焚たいた。

　眩まばゆい光に照らされ、杏奈ははっとすると同時にクスリと口元を綻ほころばせる。

　いつも通りの自然体でいる自分に気が付いたからだ。緊張や不安などいつの間にか飛んで行ってしまっていた。

　悔くやしいが心の安定剤ざいは予定通りに作用してくれたらしい。

　イベントスペースに荘そう厳ごんな音楽が流れ、司会の女性が口元へマイクを近づける。

「ハイランドタワーのオープンです。どうぞ──」

　そのまま杏奈がハサミの持ち手に力を込めようとした刹せつ那な──、




　轟ごう音おんを上げ、突とつ如じよとして杏奈の目前に黒い塊かたまりが降ってきた。

　その衝しよう撃げきで大気が動き、ふわりと冷たい空気が琥こ珀はく色いろの髪かみを揺ゆらす。

「きゃあぁぁぁ──っ‼」

　スピーカーを通じて司会者の悲鳴が会場へ響ひびき渡る。

　空から降ってきた物の正体──、それは体長３メートル以上の巨きよ大だいな蜘蛛くもだった。

　楽しい雰ふん囲い気きに包まれていたイベント会場は一転──、

　広場のあちこちから悲鳴が上がる。他人を搔かき分けて我先にと逃にげ出す者、ショックを受けてその場に座り込む者。まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの図だ。

　杏奈は動ずるでもなく、その蜘蛛へ鋭するどい眼まな差ざしを向ける。

　コイツは黒こく死し蜘ぐ蛛もという名で呼ばれる虚ゴ空なるース者トだ。次元迷宮ダンジヨンにしか現れないはずの虚ゴ空なるース者トがなぜここに……。

　予想外の出来事に目の前の現実をすぐ理解することが出来ない。だがそれとは対照的にまるで脊せき髄ずい反射のように杏奈の体は動きだしていた。

「幻げん影えい換かん装そうっ」

　イメージが一ひと振ふりの剣けんを生み出す。

　杏奈は右手に形を成したクレイモアで、蜘蛛が口から吹き出した粘ねん液えきを切り払はらう。

　その勢いのまま蜘蛛へと飛びかかった。蜘蛛の胴どう体たいの上に跨またがる様に乗り、両手で摑つかんだ剣を力任せに突つき立てる。

　胴どうから紫むらさきの体液が勢いよく噴ふき上がり、蜘蛛は手足をバタつかせて暴れ出す。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、蜘蛛はぐったりと体を丸めると、そのまま煌きらめきながらグラフィックを散らした。

　剣を構えたまま杏奈は改めて周囲を見渡す。

　イベントスペース周辺には、他にも至る所に同じ黒死蜘蛛が出現している。

　それから逃げ惑まどうように招待客たちは右往左往していた。

　そんな光景の中で、杏奈は通路の壁かべに入る一本の黒い亀き裂れつを見つけた。

　長さ１メートルほどの亀裂から派生するように小さなひび割れが広がっている。加えてその亀裂からは、ノイズの様な波が定期的に放たれており、その現象に合わせて少しずつひび割れが大きくなっていた。

　よくよく周囲を見回してみると、他にも壁や床ゆかなど様々な場所に、同様の亀裂やノイズが見受けられる。

　このハイランドタワーも当然ながら幻げん実じつ体たいの建造物だ。この亀裂やノイズは、建物のグラフィックを形作るテクスチャが壊こわれかけていることを示している。

　このまま亀裂が全体に広がり、建物のデータが壊れてしまったら……。

　事態の深刻さに気づき思わず顔が強こわ張ばる。自分一人でどうにか出来る問題ではない。

　杏奈はドレスの裾すそを捲まくしあげ、ステージから舞まうように飛び降りた。そのまま遥斗たちの居た場所を目指して駆かけて行く。




　　　　※




　同刻、ハイランドタワー二階の通路──、

　神凪遥斗は通路を塞ふさぐようにいた黒死蜘蛛へ視線を向けると、目の前の空間を切り払うように回し蹴げりを放った。

　シルバーリムズのブーツ先せん端たんから、圧縮された空気の波が放たれる。

　それはかまいたちのように、鋭い真空波となって蜘蛛の体を通り抜けた。

　一いつ拍ぱくの間──、

　蜘蛛の体が上下にずれる様に崩くずれた。体液を噴き上げながら、二つに分断された死し骸がいは煌いて散っていく。

　通路が空いたことで、逃げ遅おくれた招待客たちが駆け抜けて行く。その表情は一様に混乱と恐きよう怖ふに染まっていた。

　不意に──、

「きゃぁっ」

　背後から悲鳴が聞こえた。

　遥斗が振ふり返ると羽奈子が膝行いざるように後ずさっている。

　その羽奈子を狙ねらおうと、一体の蜘蛛が天てん井じようから糸でぶら下がっていた。

　だが遥斗が駆けつける間もなく、投げ出されたダガーが蜘蛛の体へ突き刺ささる。蜘蛛は脱だつ力りよくするように床へ落ちると、そのまま体が消えていく。

　どうやら狗郎が投げたもののようだ。

「どうなってんだよ、これ。数が多くてキリがないぜ」

　床に転がるダガーを拾うと、狗郎は苦笑いのままそれを指先でくるりと回して見せた。

　一方で羽奈子は起き上がると、怯おびえた様子で遥斗の体にしがみついてくる。

「こ、この蜘蛛って虚ゴ空なるース者トだよね？　何で虚ゴ空なるース者トがここにいるの？」

「さあな。理由はさっぱりだが、目の前にいる以上は排はい除じよするしかない」

　遥斗が羽奈子を庇かばうように構えると、狗郎も背中を合わせるように身構えた。

　とにかく今は一いつ般ぱん市民が避ひ難なんするまで、敵を引きつけることが優先だ。自分たちが逃げるのはその後でもなんとかなる。

　一いつ匹ぴきの蜘蛛が遥斗をターゲットと見定めたのか、勢いよく突とつ進しんしてくる。

　羽奈子がいるので避よけることはかなわない。遥斗は両足に踏ふん張る様に力をいれ、拳こぶしを構えた。

　だが予想外なことに──、

　その蜘蛛の体を切り払うように銀の軌き跡せきが走る。蜘蛛の体は微み塵じんに切り刻まれると、そのまま煌きながら四散した。

　奥でドレスの白い裾がたな引いた。杏奈が剣を構えて仁に王おう立だちしている。

　エレガントなデザインのドレスと、手に持った剣がひどくアンバランスだ。

　杏奈は張り詰つめた表情を浮うかべ、こちらへ駆け寄って来る。

「アンタたち、ちょっと手を貸しなさいっ」

「この虚ゴ空なるース者トを倒たおすのにか？」

「半分正解。上層のオフィス区画に置かれた建物アプリの管理サーバーを目指すのよ」

「管理サーバーを？　じゃあまさかこの現象は……」

　遥斗が通路の周りを見渡すと、柱に黒い亀裂が入っており、その奥は歪ゆがんで砂すな嵐あらしのようなグラフィックが表示されていた。大きなノイズが時折、波の様に壁を走っている。

「これはワールドロストよ！　ハイランドタワーが次元迷宮と化してるの」

「次元迷宮は異界エリアでしか発生しないはずだろっ？　どういうことだよ？」

「こんな大きな高層ビルでワールドロストなんて、私聞いたことないよ……」

　狗郎と羽奈子は驚おどろきを隠せないようだ。同時に事態の深刻さを理解して表情が曇くもる。

　それでも杏奈は張り詰めた表情のまま、口角を吊つり上げた。

「でもまだ大だい丈じよう夫ぶ。完全に次元迷宮に吞のみ込まれる前に、上階にある管理サーバーを再起動すればすべて片が付くわ」

「確かにな……」

　遥斗は考え込むように口元へ手を当てて眉まゆ根ねを寄せた。

　確かに杏奈の言うことには一理ある。まだ完全にワールドロストが進んでいない今ならば、比ひ較かく的てき簡単にサーバールームまで辿たどりつくことが出来るだろう。

　だがそうは言っても……。

「私は反対だっ！」

　いつからいたのだろうか。

　その強い口調に振り向くと、天てん王のう寺じ千影がこちらへ鋭い視線を送っている。そのまま示じ威い的なオーラを発しながら、こちらへ歩みを寄せた。

　それに気付いて、杏奈も迎むかえ撃うつかのように睨にらみ返す。

「ちょっと盗ぬすみ聞き？　千影、アンタいつから聞いてたのよ？」

「管理サーバーを目指すと言ったあたりからな。まだ市民の多くが取り残されたままなんだぞ。まずは全員が安全に外へ避難する。創成士イマジニアとして優先すべきはそっちだろう」

「勝手に口出ししないでっ。私は遥斗と話してるの」

「私は学園ヴァルフォールの生徒会長だ。お前たちを正しい方へ導く義務がある。途と中ちゆうでハイランドタワーが完全に迷宮化したらどうするっ？　ＭＡＰデータも無いのにどうやって脱だつ出しゆつするんだ。お前はあの時と同じことを繰くり返すつもりか？」

「くっ……」

　杏奈としても、千影の言葉は胸に刺さるものがあったらしい。悔しそうに口元を歪める。そしてその表情をそのまま遥斗の方へと向けてきた。

「遥斗、アンタはどう思うの？　サーバールームを目指すべきかどうか」

　射い貫ぬくように真っ直すぐな瞳ひとみを向けられ、遥斗は小さく息をつく。

　杏奈の瞳には、遥斗なら自分を支持してくれるという期待が籠こもっている。

　だがそれに応こたえられない。

「悪いが俺も千影に賛成だ。この状じよう況きようでリスクを冒おかすべきじゃない。いきなり異界エリア外でワールドロストが発生したんだ。これには何か裏が──」

　遥斗の話を聞きながら、杏奈は唇くちびるを震ふるわせて小さく俯うつむいた。表情からは不服さが滲にじんでいる。

　勝気な眼まな差ざしはみるみる間にうるんでいき、そしてついには一筋の涙なみだが頰ほおをなぞる。

　同時に──、

「バカにしないでっ！　アンタなら私に賛成してくれるって信じてたのにっ。何がパートナーよ……」

　切なげな表情を浮かべる目元からは次々と輝かがやくものが流れてくる。杏奈はキッと遥斗を睨みつけると、そのまま通路の奥へと駆け出した。

「あのバカっ……、また勝手に」

　遥斗が思わず舌打ちすると、それに追従するように千影もため息をついた。

「遥斗。悪いが杏奈のことを頼たのんでもいいか？」

「ああ、最初からそのつもりだ」

「私は他ほかの招待客の避ひ難なん誘ゆう導どうに回る。お前たちも絶対に無理だけはしないでくれ」

　強い眼差しで言うと、千影は傍そばにいた羽奈子の手を摑んだ。

「白しら兎と羽奈子だったな。お前は私と一いつ緒しよに来い。外でサポートに回る方が賢けん明めいだ」

「う、うん……。でもちょっとだけ待って」

　遥斗のもとまで駆け寄ると、羽奈子は手をぎゅっと握にぎってくる。

「羽奈子？……」

「遥斗ちゃん……。ちゃんとみんなで生きて脱出しようね」

「当たり前だ。任せておけ」

　羽奈子の不安を打ち消すように力強く答えると、遥斗はそのまま狗郎と共に通路の奥へと駆け出した。

　後ろから自分たちを見送っているであろう二人の様子を、振り返って確かく認にんする暇ひまは無かった。とにかく今は急いで杏奈を連れ戻もどさなければ……。
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　ハイランドタワー三十四階、オフィス区画。まだかろうじて動いていたエレベータから飛び出ると、遥斗と狗郎は廊ろう下かを駆けて行く。

　壁や床に走る亀裂はますます大きさを増し、壁や床の半分以上を覆おおっている。亀裂の奥には次元迷宮の内観と思われる石造りのグラフィックが見える。完全なワールドロストが起こるまで、そう時間は残されてなさそうだ。

　にも拘かかわらず二人は杏奈を未いまだ見つけられずにいた。

　──どこにいったんだ、あのバカ女っ。

　思わず遥斗の口から舌打ちが洩もれた。スタンドプレーに走った杏奈への苛いら立だちが、先さき程ほどから心の中でふつふつとわき立っているのだ。

　そのタイミングで、脳内にボイスチャットが響ひびく。羽奈子からだ。

「シルフの反応あり。青だよ、遥斗ちゃんっ。その通路を右手に曲がった場所！」

「杏奈のアプリの反応かっ？」

「分かんないけど、その先にサーバールームもあるはず。でも他にたくさん赤い反応が──」

「とにかく行ってみる。切るぞ」

　羽奈子からのボイスチャットを一方的に切ると、遥斗は狗郎と視線を交かわして、走る足を速めた。そのままＴ字路の突つきあたりを右手へ曲がる。

　すると──、




「うわっ。何だよ、これ……」

　驚きのあまり狗郎の足が止まる。その表情は大きく引きつっていた。

　目の前の光景はそれだけおぞましいものだった。

　何十匹ぴきという数の黒死蜘蛛が廊下にひしめいている。赤い不気味な目と毛むくじゃらの細い足が、床ゆかや壁かべはおろか天井までをも埋うめ尽つくす。

　そしてその中央では、クレイモアを振り回して孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする杏奈の姿があった。返り血の体液を浴び、紫むらさきの染しみが白いドレスに広がっては消えていく。

「手を貸すぞ、狗郎」

「お、おうっ」

　アプリを起動すると、遥斗は手近な蜘蛛を蹴け散ちらしながら、杏奈のもとへと駆かけ寄った。

　こちらに気づいた杏奈の表情からは驚きの色が窺うかがえる。

「遥斗っ？　な、何しに来たのよ⁉」

「勝手な行動をしたバカを連れ戻しに来たに決まってるだろう。とにかく全部倒すぞ」

「今さら機き嫌げんを取ろうったって無む駄だよっ。絶対に許さないんだから……」

　杏奈はひどく不機嫌そうな様子ながらも、こちらへ背中を預けてきた。

　遥斗たち三人は背中合わせに陣じん形けいを取ると、周りを囲む黒死蜘蛛の大群を迎え撃つ。




　そして数分の後──、

　遥斗は肩かたで息いきをしながら通路を見み渡わたした。

　相変わらず壁や床にノイズが走っているものの、蜘蛛の姿はもうない。

　どうにか絶ぜつ滅めつさせたようだ。死し骸がいが残らないのでどれほどの数を倒したかは不明だ。二十くらいまでは数えていたのだが。

　連戦の疲つかれからか、狗郎も大分ぐったりしている。

　一方で杏奈は、じとっとした眼まな差ざしで遥斗を睨みつけてくる。

　どうやらさっきのことをまだ根に持っているらしい。

　だが次の瞬しゆん間かん──、

　一ひと粒つぶの涙が頰へ流線を描えがくと、堰せきを切ったように目から涙があふれ出す。杏奈は子供のようにしゃくりあげながら、顔を隠かくすようにその場にしゃがみ込んだ。

　困こん惑わくを覚えると同時に遥斗は頭を抱かかえる。

「こんな場所で急に泣き出されても、正直困るんだが……」

「ひっく……。う、うるさいわねっ。私だって何で泣いてるのか分かんないのよっ！　アンタに否定されたのが、すごい悔くやしくって悲しくって……。でも今、アンタの顔見て安心したら勝手に涙が出てきちゃって……」

　どうやら緊きん張ちようしていた気持ちが一気に緩ゆるんで、涙が止まらなくなったらしい。

　遥斗がため息とともにハンカチを差し出すと、杏奈はそれをひったくるように受け取って、涙を押し拭ぬぐった。

　しばらくの後、杏奈の泣き声が収まってきたあたりで、遥斗は言葉を紡つむぐ。

「無む鉄てつ砲ぽうに突っ走ぱしるのはお前の悪い癖くせだ。そんなに勝手がしたいならパートナーなんて関係は今すぐ解消しよう。俺としてもそっちの方が気が楽だからな」

　突き離はなすような物言いが癇かんに障さわったらしい。杏奈は、泣き腫はらした目でこちらを睨みつけてきた。

　だが遥斗も真っ直ぐな眼差しを返す。

　するとしばしの沈ちん黙もくの後──、

　杏奈の表情が根負けしたようにふっと緩む。

「ふんっ、分かったわよ……。今回は私が悪かった。これから独断専行する時には、仲間であるアンタに一言かけてからにする。それなら文句ないんでしょ？」

「いや……、結局のところ独断専行することに変わりないんじゃないのか？　それは」

「もう、いちいち細かいわね。こっちだって譲じよう歩ほしてあげたんだから、遥斗もそれぐらい吞みなさいよねっ」

　杏奈は立ち上がると、ふてくされるように唇を尖とがらせる。

　まあ勝手な物言いは相変わらずだが、素す直なおに自分の非を認めるあたり、杏奈としても多少は反省しているのだろう。

「それより、これからどうする？　サーバールームはもう近いのか？」

「えっと……、そうね。もうすぐそこよ」

　気を取り直したらしく表情を引き締しめ直すと、杏奈は通路の奥にある鉄製の扉とびらを指差した。中央に巨きよ大だいなハンドルが付いており、巨大金庫の入り口のようだ。

「ならば、このままサーバーの再起動を試みた方が早いな。今から避ひ難なんしても、その間にワールドロストに巻き込まれてしまう可能性の方が高い」

　だがそれに対して、不安そうな表情を浮うかべるのは狗郎だ。

「でも次元迷宮の最深部には、サーバールームを守る大型の虚ゴ空なるース者トがいるケースが多いぞ。この状態での連戦はけっこう厳しくねえか？」

「たぶん大だい丈じよう夫ぶよ。まだ完全に次元迷宮化したわけじゃないもの。仮にいたとしても三対一ならどうにかなるわ」

「へ？……。三対一って俺も頭数に入ってるのかよ」

　驚おどろいた様子で、狗郎は自分を指差した。

　すると杏奈は不満げに狗郎へ睨にらみを利きかす。

「何よ、何か文句でもあるわけ？」

「いや……。てっきりお前みたいな雑魚ざこは、邪じや魔まだから帰れって言われるかと……」

　いつぞやの仲間に加わることを断られた時のことを言っているらしい。

　確かに数週間前までの杏奈なら、そう言って狗郎を邪魔者扱あつかいしていただろう。

　杏奈もそのことを思い出したらしく、複雑な表情を浮かべてから、それを押し隠す。

「あの時はあの時。今は今っ。騎き月づき狗郎だったわね。緊きん急きゆう事態なんだから大人しく手を貸しなさい！　あと私が泣いてたことも他言禁止よっ！」

「へいへい……分かりましたよ」

　そう返事をしながら、狗郎は遥斗へ苦笑いを向けてくる。

　二人のやりとりを見ていた遥斗は思わず笑いを吹ふき出した。

　何が理由かは知らないが、杏奈が周囲に放っていたトゲトゲしさは、ここ数週間で少しずつ落ち着いてきたように思える。〝仲間〟や〝協力〟って言葉へのアレルギーが緩かん和わしたのもそうだ。いずれにしても良い傾けい向こうだろう。

　遥斗はサードアイからボイスチャットで羽奈子に声をかける。

「羽奈子、聞こえるか？　俺だ。杏奈とは合流できた」

「遥斗ちゃん？　良かったぁ。杏奈ちゃんも一緒なんだね」

「ええ、大丈夫よ。それより羽奈子に確認したいことがあるの。周囲に虚ゴ空なるース者トの反応はあるかしら？　これからサーバールームに突とつ入にゆうしようと思ってるんだけど」

「えーっと、ちょっと待ってね。うーん……、特に反応は出てないかな。でもこの探たん索さくアプリの精度は絶対じゃないから、気をつけてね」

「分かったわ。遥斗と狗郎もいるし大丈夫」

　そう杏奈はボイスチャットを切り上げると、

「そういうことだから、とりあえずサーバールームに行くわよ。もしガーディアンとなる大型の虚ゴ空なるース者トがいた場合は、撤てつ退たいも視野に入れておきましょう」

「ああ、扉のロックは大丈夫なのか？」

「任せて。ここはうちの会社のビルなのよ。カードキーのアプリは持ってるわ」

　光の粒りゆう子しが集まり、杏奈の手に幻実体のカードが現れる。それを扉とびら脇わきの電子機器に通すと電子音が鳴り響いた。

　遥斗がハンドルを回して引くと、分厚い扉が歪いびつな音をたてながら動く。

　三人は警けい戒かいしながら、その奥へと足を踏ふみ入れた。

　教室一個分ほどの広さの室内には、壁かべ際ぎわにコンピュータ端たん末まつが数台並んでいる。さらに奥にはガラス扉があり、その先にサーバーラックが無数に並んでいた。この様子からすると今いる手前側の部屋は、メンテナンス時などに使われる制せい御ぎよ室のようだ。

「特に虚ゴ空なるース者トの姿は無いみたいだな。それにしても凄すごいサーバーの数だ」

「このビルの上層階はオフィス区画になってて、色々な企き業ぎようが入ってるの。その業務用サーバーもここで一元管理されてるってわけ」

「ある種のデータセンターってわけか」

「急いでハイランドタワーを元に戻しましょう。この端末がサーバーと繫つながってるはずよ」

　杏奈は一台の端末機器へ操作しようと手を伸のばす。

　だがその時だった……。




「うっ……」

　入り口の方で低いうめき声がすると、何かが崩くずれ落ちたような音が響いた。

　同時に覚えのある重く冷たい空気が室内を支配する。

　嫌いやな予感と共に遥斗がそちらへ振ふり返ると、

　──いつの間に……。

　漆しつ黒こくの鎧よろいとマントを纏まとった人物の姿が、宙に浮かぶようにあった。相変わらずその佇たたずまいからは不気味さが滲にじんでいる。兜かぶとに覆おおわれた顔は真っ直すぐに杏奈に向けられていた。

　なぜここにスナッチャーが居るのか、いつの間に現れたのだろうか……。さまざまな疑問が遥斗の頭に螺ら旋せんの様に渦うず巻まく。だが今はそれを考える暇ひますら無い。

　スナッチャーは足元で倒たおれている狗郎の頭を摑つかむと、見せしめの様に持ち上げてみせる。

　狗郎の手足はダラリと垂れ下がっており、ピクリとも動かない。不意打ちを受けて気絶してしまったようだ。

　漆黒の兜の奥から掠かすれたような無機質な声が洩もれる。

「緋桜杏奈……。お前が来るのを待ってたぞ……」

　それを聞いた杏奈は驚いた様子で表情を強こわ張ばらせる。

「なんで、私の名前を……」

「杏奈、今は余計なことを考えるな。目の前の敵に集中しろっ！──幻影換装っ」

　遥斗はサードアイからＳＡＲアプリを立ち上げる。インプリメントが唸うなりを上げ、光の粒子が手足にシルバーリムズを形作る。

　杏奈も我に返ったようにクレイモアを起動すると構えを取った。

　スナッチャーはゴミでも捨てるかのように狗郎を放ほうり投げた。

　受け身を取ることも出来ずに、狗郎の体が床へ打ちつけられる。

　それを開戦の合図とする様に、スナッチャーは猛もうダッシュで遥斗へと突とつ撃げきしてきた。

　光の粒子が鎧から洩れ、スナッチャーの両手にそれぞれ銀白色のサーベルが現れた。

　その二本の刃やいばが幾いく重えもの弧こ線せんを描き遥斗へ襲おそいかかる。

　──速いっ……。

　斬ざん撃げきを上体のスウェイとステップで搔かい潜くぐりながら、遥斗は反はん撃げきのチャンスを窺う。この怒ど涛とうの連続攻こう撃げきを前にしてはカウンターを狙ねらう余よ裕ゆうは無い。

　その反撃のチャンスは杏奈の援えん護ご射しや撃げきが作ってくれた。左ひだり腕うでに赤い紋もん章しようが燃え上がり、数発の火の玉が放たれる。

　スナッチャーは炎ほのおをサーベルで撃うち払はらう。

　その守勢に回ったことで出来た一いつ瞬しゆんの隙すき──、狙い澄すましたような遥斗のボディーブローが牙きばを剝むいた。

　だが……。

「これは……」

　目の前の光景はあまりに理解し難がたいものだった。鳩尾みぞおちに入る手前で、遥斗の右拳こぶしは銀の塊かたまりに搦からめ捕とられるように受け止められていた。

　さきほどまでサーベルの形状をしていたものが、一瞬でシールドへ形を変えたのだ。

　スナッチャーは残りの火の玉をもう一本のサーベルで撃ち払うと、切っ先を遥斗へ向けた。

　──ちっ……。

　咄とつ嗟さに右手を振り払い、後ろに飛び退のく。

　だがそれでも十分に躱かわすことは出来ず、刃が遥斗の肩かたを掠めた。

　遥斗は傷口を押さえながら、杏奈のもとまで後退する。

「何なんだ、あのサーベル……、まるで液体金属のように形が変わったぞ」

「気をつけて。前回襲われた時に、私もあれでクレイモアを搦め捕られたの」

「あれが噂うわさのレガリアという訳か……」

「あのレガリア、幼い頃ころに一度だけ見たことがあるわ。ミスリルと呼ばれる幻実体の金属アプリ……。使用者の意志一つで自在に形を変えられるの」

　その杏奈の言葉を肯こう定ていするように、銀の塊がスナッチャーの掌てのひらの上に集まっていく。それは直径三十センチほどの球状になった。

　部屋の中央に立つスナッチャーはそれを天高く掲かかげる。同時に銀の塊から、マシンガンのように無数の小さな針が打ち出された。

「二手に分かれるわよっ！」

　的を散らそうと、遥斗と杏奈は逆方向へと走り出した。そのまま壁かべ伝づたいに室内をところ狭せましと駆かけまわる。

　二人を追い掛かける様に、壁やガラスドアに放射状のヒビが入っていく。いつでも仕留められる獲え物ものを弄もてあそんでいるかのようだ。

　ヒビの中心に空いた穴からは、弾だん丸がんとして飛ばされた針がとろりと流れ落ちる。それはすぐさま床ゆかとスナッチャーの体を伝って、ミスリル本体へと戻もどっていく。

　まるで永久機関だ。これではキリがない。

　とにかくこのアプリをどうにかしなければ勝機はないだろう。

　こうなったら手段を選んでいる余裕はない。奥の手を出すしかなさそうだ。

　──起動までの時間を稼かせぐ必要があるな……。

　弾丸の雨から逃にげながら、遥斗は部屋の対角線上を駆ける杏奈を一いち瞥べつする。

　こちらの意図を察知したのか、アイコンタクトが返ってきた。

　直後に杏奈の左腕の炎が膨ふくれ上がり、巨きよ大だいな火の槍やりがスナッチャー目め掛がけて放たれた。

　スナッチャーが大きく飛ぶように避よけると、その炎の槍は床へ突つき刺ささる。

　爆ばく音おんと黒こく煙えんが室内を包み、衝しよう撃げきが建物を揺ゆるがした。

　スナッチャーの攻撃の手が止やんだ──、

　その隙を逃のがさずに、遥斗は一気に間合いを詰つめる。視界が煙けむりに覆われている中で、おおよそのあたりを付けて拳を振り回した。

　しかし……。

　──くっ……。

　突き抜ぬけるように伝わるはずの手ごたえは無く、代わりに分厚いゴムタイヤでも殴なぐったように衝撃は吸収された。

　煙が消えるにつれて視界が晴れる。

　二本のサーベルは既すでになく、ミスリルは巨大な銀のシールドとなりスナッチャーの左腕を覆っている。遥斗の拳はまたしても、それに搦め捕られていた。

　スナッチャーがシールドの縁ふちを右手で摑むと、その形状は一瞬で巨大な剣けんへと変わる。そのままなぎ払う様な一いち撃げきが放たれた。

　避けることは敵かなわない。どうにかシルバーリムズの甲こうで受け止めた遥斗だったが、威い力りよくに押され体ごと吹き飛ばされてしまった。

　一瞬で目の前の光景が吹き飛び、背中から衝撃が伝わる。

　壁に体を打ちつけ、遥斗はくずれるように床へと倒れ込んだ。胃液が口元まで上がり、嫌な酸味が広がる。軽い脳のう震しん盪とうを起こしたのか視界がちらつく。

　それでもどうにか顔を上げた刹せつ那な──、

　兜かぶと越ごしの冷たい眼まな差ざしが再び遥斗を捉とらえた。大剣は瞬またたく間にランスへ形状を変えると、その穂ほ先さきがこちらへ向けられる。

　トドメを刺さんとばかりに、スナッチャーがこちらへ突進してきた。

　だがそれを見た遥斗は思わず口元を綻ばす。

　ずっとこのチャンスを窺うかがっていたのだ。この距きよ離りなら発動も間に合う。

　遥斗はよろつきながらも体を起こす。意識をサードアイへ向けると全すべてのＳＡＲアプリをダウンさせた。

　代わりにその深層部にあるオーバークロックブーストを外向きに起動させる。

　軋きしむような頭痛が走り、遥斗のインプリメントが制服の裾すそを引き裂さいて変形する。手甲に包まれた右手からは歪な光が放たれる。

　遥斗の狙い──、それはオーバークロックブーストによる干かん渉しようで、幻実体であるミスリルを暴走させ制御を奪うばうことだった。

　──まだだ……。もっと十分に引きつけてから……。

　そして遥斗の体を撃うち抜かんばかりに放たれたランスの一撃──、それを迎むかえ撃つように遥斗は右の拳を突き出した。

　拳から吹ふき出す光の干渉を受けて、ランスはおろかスナッチャーの姿までもが歪ゆがむ。

　だがランスの穂先が遥斗に迫せまる間ま際ぎわ──、




　突とつ如じよ、遥斗の視界を白い何かが遮さえぎった。

　目前で華はなやかに結ゆい上げられた朱しゆ色いろの髪かみがたなびく。

　──なんでお前が……。

　視界を遮ったものの正体、なんとそれは遥斗を庇かばおうと体を割り込ませた杏奈だった。

　遥斗が一いつ瞬しゆん遅おくれて気づいた時にはもはや手て遅おくれだった。

　スナッチャーのランスが杏奈の肩を抉えぐり、派手に鮮せん血けつが飛び散る。衝撃で仰のけ反りながら、その体が吹き飛ばされる。

　かろうじて遥斗は杏奈の体を受け止めた。

　腕うでの中、杏奈の纏まとう白いドレスに真っ赤な染しみが広がっていく。

　遥斗がオーバークロックブーストを落としたのを見て、杏奈もようやく本当の狙いに気づいたらしい。

　杏奈は口元を苦痛で歪ませながらも、自じ嘲ちようするような笑いを溢こぼした。そのまま血まみれの手で遥斗の頰ほおを撫なでる。

「作戦があるなら先に言いなさいよね……。おかげで無む駄だに体張っちゃったじゃない」

「ちっ……、こんな時にまで減らず口か」

　みるみるうちに杏奈の表情からは生気が失われていく。切なげな瞳ひとみが遥斗へ向くと、

「嫌だったの……。私のせいで、あの時みたいに仲間が傷つくのが……。遥斗逃げて。私のことはいいから──」

　そのままこと切れる様に、杏奈の手が床へと落ちた。

　眠ねむり姫ひめのそれの如く瞼まぶたが閉じていく……。

　絶望と怒いかりが胸を締しめつけ、遥斗は唇くちびるを嚙かみしめる。

　叫さけびたい衝しよう動どうに駆られるが今はそれすら許される状況ではなかった。

　視線をあげるとこちらを見下すようにスナッチャーが立ち塞ふさがっていた。くぐもったようなかすれ声が洩もれる。

「緋桜杏奈を置いていけ……。お前に用は無い」

　──くそっ。

　こんな状況で杏奈を放って逃げる訳にはいかない。咄嗟に遥斗は庇うように杏奈を抱だきしめた。覚かく悟ごを決めるとともにスナッチャーを睨にらみつける。

　鋭えい利りに尖とがったランスの先が遥斗へと向いた……。

　スナッチャーは僅わずかな躊ちゆう躇ちよすら見せずに、手に持ったランスを大きく翳かざし──、




「⁉」

　ランスが振ふり下ろされる寸前、目の前でけたたましい轟ごう音おんがこだました。

　爆ばく風ふうに遥斗の髪がかき乱される。

　状況をすぐに理解できず、遥斗は周囲を見み渡わたす。

　すると白はく煙えんの奥に一人の少女の背中があった。

　ショートヘアに猫ねこ耳みみフードのパーカー、それと肩に背負われたアンバランスなほど巨大なランチャー──、恋塚美亜がスナッチャーと対たい峙じするように構えていた。

「美亜っ、お前どうして？」

「間に合った。外で羽奈子から話を聞いた。今度は私が助ける番」

　それで中へと引き返して、ここまで駆けつけてくれたらしい。よほど急いで来たのか、美亜は肩で大きく息をしている。

　一方でスナッチャーは美亜のミサイル弾だんで吹き飛ばされ、体を壁にめり込ませていた。

　ただその全身はミスリルによる膜まくで包まれている。それで威力を殺したようだ。

　スナッチャーが再び動き出そうとした瞬しゆん間かん、それを阻そ止しするようにヘルインパクトがガトリングガン形態へ変形した。

　銃じゆう口こうから発せられた無数の弾丸が、スナッチャーへ吸い込まれていく。

　咄嗟にミスリルをシールド状へ展開して、スナッチャーはそれを受け止める。

　弾丸の雨でスナッチャーを釘くぎづけにすると、美亜はそのシールドの死角に回り込むように駆け出した。走りながら遥斗へ眼差しを向ける。

「ずっと抑えるのは無理。長くは持たない」

「分かった。お前は狗郎を引っ張ってきてくれっ。逃げ道は俺が作る！」

　美亜はコクリと頷うなずくと、ガラス扉とびらの脇わきに転がる狗郎のもとへと駆け寄る。狗郎の後ろ襟えりを片手で摑つかむと、ヘルインパクトを再びランチャー形態へ変形させた。

　数発の小型ロケット弾が放たれ、轟音と共に床や天てん井じように命中する。

　目め眩くらましの様に周囲が黒い煙に包まれた。

　遥斗は杏奈の体へ着ていたブレザーをかけてやる。顔色がかなり悪い。出血が多いせいだろう。一刻も早い手当てが必要だ。

　遥斗は唇をぎゅっと嚙むと、オーバークロックブーストを外向きへ起動した。

　脳に軋むような痛みが走り、再びインプリメントが光を放ちながら変形した。遥斗の右みぎ腕うでは光の乱反射に包まれ、その拳こぶしで床を叩たたきつける。

　光が過干渉するように床を伝い、表面がボコボコと激しく波を打つ。

　遥斗のイメージ通り床にはすぐさま大きな穴が広がった。穴は深く、遥はるか下の階層まで続いている。

　杏奈を抱きかかえると、遥斗はその深しん淵えんの奥へと身を任せた。




　　　　※




　数時間後──、

　深夜の薄うす暗ぐらい病室で、遥斗はベッドの脇に座り、杏奈の意識が戻るのを待っていた。

　病院のベッドの上、おだやかな顔で眠る杏奈の口からは、すぅすぅと寝ね息いきが洩れている。何か幸せな夢でも見ているのだろうか、その表情はいつになく柔やわらかい。

　どうにかハイランドタワーから脱だつ出しゆつした遥斗は、杏奈の搬はん送そうに付き添そう形で病院に来ていた。杏奈の怪け我がの治ち療りようは既に終わっており、主治医の話ではすぐに意識も戻るだろうとのことだった。

　ならば杏奈が目を覚ますのを確かく認にんしてから帰ろうと思ったのだが──、

「まったく。どれだけ寝れば気が済むんだ、コイツは……」

　ため息混じりで遥斗は再び杏奈の顔を覗のぞきこむ。

　綺き麗れいな寝顔だ。長い睫まつ毛げが影かげを落としている。半開きの唇が少し色っぽくもあり、同時にあどけなさを醸かもし出している。

　不意に杏奈が寝がえりを打つと、ベッド脇に乗せていた遥斗の腕に彼女の指が触ふれる。

「ううん……」

　杏奈は気だるそうに吐と息いきを漏もらすと、遥斗の手を取って胸むな元もとに抱かかえた。それからゆっくりと瞼を開く。

　まだ意識がまどろみの中にあるらしい。杏奈はこちらへ甘えるような笑えみを溢した。普ふ段だんからはとても想像出来ない様な表情だ。

「良かった、お兄ちゃん……。私、夢かと思って──」

「悪いが俺は、お前のような生意気な妹を持った覚えは無いんだがな」

　怪け訝げんな顔で遥斗がそう返すと、杏奈ははっとしたように口に手を当てた。

　意識が完全に覚かく醒せいしたらしい。杏奈の顔が耳まで赤くなっていく。そのままベッドの反対側へと恥はずかしそうに顔を背そむけた。

「ななな、なんでアンタが隣となりにいるのよっ？　って言うかここどこ？」

「病院に決まってるだろう。あの後スナッチャーにやられたお前を背負って、俺が迷宮ハイランドタワーから脱出したんだ」

　遥斗の説明を聞いて思い出したらしい。病室を見渡そうと杏奈は体を起こしたが、右みぎ肩かたを押さえて表情を歪ませる。無理に動いて傷口が痛んだようだ。

　遥斗は仕方なく背中に手を添えて、杏奈をベッドへ横たえさせた。

「全治二週間。退院までは一週間だそうだ。ＳＡＲによる幻実体の筋肉組織で傷口を塞いでる。出血が多かったからな。病院に来るのが遅おくれていたら命の危険もあったらしい」

「そんなことより狗郎はっ？　遥斗、アンタも怪我してたわよねっ？」

　杏奈は遥斗の襟を摑んで、必死な形相で詰つめ寄ってくる。

「落ちつけ。俺はかすり傷だ。狗郎もただの打だ撲ぼくですぐに意識も戻もどった。もう治療を終えて寮りように帰っている。他人の心配は良いから、お前はゆっくり休んでろ」

「そう……。良かった……」

　杏奈は安心するように胸むねを撫で下ろすと、再び枕まくらへ頭を戻す。

　ふと遥斗の脳のう裏りに自分を庇った時の彼女の姿が思い出される。自らの体を犠ぎ牲せいに仲間を救う。よほどの理由が無ければそれだけの行動を取るとは思えない。

　加えて今の反応、まるで仲間が傷つくことに臆おく病びようになっているように見える。

　そういえば以前に次元迷宮に行った時も、杏奈は遥斗に怪我をさせないようにと過か剰じようなまでに気を回していた。

「さっき俺を庇った時に言った『自分のせいであの時みたいに仲間が傷つくのが嫌いやだった』っていう言葉。あれどういう意味なんだ？」

「あぁ……」

　自嘲するように息を吐つくと、杏奈は髪をかき上げた。

「たぶんトラウマなのね。今でもあの光景が夢に出るもの……」

「お前が謹きん慎しん処分になった事件のことか？　何があったんだ？　二ヶ月前、お前が何かしでかして、とあるギルドが解散に追い込まれた。俺はそれしか知らない」

　遥斗の投げた問いに対して、答えることを躊躇するように杏奈は唇を嚙みしめる。しかししばらくの間を空けて、ポツポツと言葉を紡つむぎ始めた。

「良いわ、遥斗にだったら話しても……。そのギルドは私が立ち上げたギルドよ。今の私からは想像出来ないでしょうけど、私を慕したって二十人近くの生徒が集まってくれたの。でもリーダーの私が責任をとって解散させた……」

「責任？」

「私のせいで仲間が大おお怪け我がを負ってね……。大規模な迷宮が発生すると、危険性からランク制限がひかれるわ。二桁ダのブ猛者ル以上の生徒しか探たん索さく禁止とかね。あの時もそうだった」

「……。ひょっとしてそのランク制限とやらを破ったのか？」

「ええ、一いつ緒しよに入ったメンバーは全員ランク外だった。『杏奈がいるから大だい丈じよう夫ぶ』なんて言われて好いい気になってたのね……。でも深部に進むに連れ、虚ゴ空なるース者トの強さに対応出来なくなった。その時だったわ。仲間の一人が誤ってトラップを発動させたのは」

「俺たちが嵌はまった落とし穴みたいなものか……」

「発動したのは召コン喚ジユ者ラーの・呼コびー声ルと呼ばれる最悪のトラップよ。周辺階にいる全すべての虚ゴ空なるース者トが、そのフロアに召喚される。結果、私たちは百体以上の虚ゴ空なるース者トに囲まれたわ」

「その戦いの中で仲間が大怪我を負ったという訳か……」

　杏奈はこくりと頷くと、窓の奥の闇やみへ遠く悲しそうな目を向ける。

「仲の良かった同級生の女の子が酷ひどい怪我を負ってしまったの。しかも他ほかの仲間の二人は彼女を見捨てて逃にげ出した。結局、私が一人で虚ゴ空なるース者トを退けて、どうにか彼女を担かついで外まで運んだわ。でも彼女は創成士イマジニアとして再起不能と診しん断だんされて学園を去った……」

　結果、ギルドは解散。杏奈は一人責任をとって謹慎処分となったらしい。

　逃げていった仲間や、仲間を守れなかった自分自身の弱さ──、そういう様々な葛かつ藤とうが杏奈の心を蝕むしばんでいたのだろう。

　震ふるえる体を押さえつける様に、杏奈は両りよう肘ひじを寄せて身を縮めた。

　杏奈の心に出来た傷きずもまだ乾かわいてはいないようだ。

　遥斗はずっと不思議に思っていたのだ。いくら問題児といえど、実力主義が謳うたわれるこの創成士イマジニア育成学園だ。杏奈ほどの実力者を迎むかえ入れようと考える者がいない訳がない。

〝仲間〟や〝協力〟という言葉に反発していたのもそうだ。きっとその一件を引き摺ずって、杏奈の方から他人を遠ざけていたに違ちがいない。

　その傷口を再び覆おおい隠かくすように、杏奈はむりやり笑顔を作った。

「でも遥斗には感謝してる。もちろん羽奈子もね。おかげで少しは自分以外の人間を信用してみる気になったから」

「いつになく素す直なおだな。お前に感謝されるなんて嵐あらしの心配が必要なぐらいだ」

「あはは、今日は少し感傷的になってるせいね。そういえばイベントにも来てくれてありがと。──てっ、あーっ！」

　急に何かを思い出したのか、表情があっと言う間にいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらへ戻った。口先をむぅと尖らせて遥斗をうらめしげに睨んでくる。

「どうした急に？　アヒルみたいな顔をして」

「あのテープカットの時！　遥斗、アンタ二階から私のドレス姿見て笑ってたでしょっ？　どうせ似合わないとか、馬ま子ごにも衣装とかって……」

　子供の様にいじける杏奈に対して遥斗は小さく笑いを溢こぼす。

「似合ってないことはなかったぞ。綺麗で驚おどろいたくらいだ」

「う、噓うそ？……。ほ、本当にっ？」

「ああ。羽奈子や狗郎もそう言ってた。まあ馬子にも衣装は思ったがな」

　途と中ちゆうまで嬉うれしそうに笑顔を咲さかせていたのだが、遥斗の最後の一言を聞いてか、杏奈は不満げな顔で肩かたを落とす。

　本当にコロコロと表情を変えるので、見ていて飽あきない女だ。

「そういえば、なぜ黙だまってた？　お前の父親がＮ＆Ｗ社の社長だって」

「わざわざ自分から言うのも、なんだか自じ慢まんしてるっぽくて嫌じゃない。それに私としても実感がないのよ。自分がいわゆるお嬢じよう様さまって人種なことに」

　その言葉の意味するところが理解できずに、遥斗は小首を傾かしげる。

　すると杏奈は素っ気ない表情を作って、続きを話し始めた。

「私、母親に育てられたの。いわゆる母子家庭ってやつ。五年前までは自分の父親が生きてることすら知らなかったわ。でも母が亡なくなった時に親権が移って、初めて父に会ったの。びっくりしちゃった。こんな金持ちの権力者が自分の父親だったなんて」

　その言葉には何かトゲのようなものが感じられる。

「父親が嫌きらいなのか？」

「今まで援えん助じよの一つも無かったのよ。母が私たちを女手一つで育てた苦労は、何だったんだろうって思うでしょ？」

　心のわだかまりは解けていないようだ。杏奈の様子からして、無理やりポーカーフェイスを作って虚きよ勢せいを張らなければ、まだ父の話が出来ないのかもしれない。

「お前も苦労してるんだな」

「別に苦労ってほどじゃないわよ。あの人も忙いそがしいから顔合わすのも年に一、二回だし。ただ今日みたいにああいう舞ぶ台たいに引っ張り上げられるのが、少し億おつ劫くうなだけ。私も遥斗と一緒よ。もう周りに家族と呼べる気が置けない人はいないの」

　そう自じ嘲ちようするような笑えみを杏奈は浮うかべる。

　だが遥斗は今の話に引っ掛かかりを覚えていた。

「他に兄がいるんじゃないのか？　さっきお前が寝ね惚ぼけて口にしてただろう」

「ああ……。兄は〝悪夢の七日間〟の時から行方ゆくえ不明のままなの。年は七つ上で、この創成士イマジニア育成学園の前身にあたる学園に通ってたわ。まあ当時は創成士イマジニアって言えばエンジニアを指す時代だけどね」

「そうか……」

「気にしないで。兄はきっとどこかで生きてる。実はミスリルってレガリアは、〝悪夢の七日間〟以前に兄が開発に携たずさわっていたものなの」

「お前の兄がミスリルを？　それで詳くわしかったのか。じゃあスナッチャーの正体は──」

　杏奈は残念そうに首を横に振ふる。

「私もひょっとしたらって思ってた。でも違った……。今日改めて対たい峙じして分かったわ。兜かぶとの奥に見えた不気味で凍こおるような目──、あれは兄じゃない。それに兄だったら私に気が付かないはずがないもの」

「どうだろうな。案外お前がドレス姿で気づかなかっただけかもしれないぞ」

「もうっ、真ま面じ目めな話してるんだから茶ちや化かさないでよ」

　杏奈は抗こう議ぎするように小さく頰ほおを膨ふくらませるが、すぐに表情を緩ゆるめて笑いを溢した。無む邪じや気きな子供のような笑顔だ。

「そういえば羽奈子から聞いたわ。遥斗にも〝悪夢の七日間〟で生き別れになった妹がいるって。〝始まりの迷めい宮きゆう〟を目指すのは家族を探すため？」

「まあそんなところだな」

「じゃあ私たち似た者同士ね。でも安心して。きっと遥斗の家族は生きてる」

　どこか確信めいたような言い振ぶりだ。被ひ害がい者しやの家族が傷を庇かばい合うための気休めには聞こえなかった。

　遥斗の疑問を察したのか、杏奈はいたずらな笑みを溢す。

　不意に遥斗の脳内で、サードアイがメールの受信を通知する。怪け訝げんな表情を浮かべながら、確認すると杏奈からのものだ。

　──なんで目の前にいるのに、わざわざメールを……。

　中身を確かく認にんすると、誰だれかからのメールを転送したものらしい。

　本文に座標データが記されている。

　試ためしに地図アプリを立ち上げて座標位置を確認する。なんとその場所は、〝始まりの迷宮〟に吞のみ込まれた廃はい都とトウキョウ内を指し示していた。

「……これは？」

「私が学園ヴァルフォールに入学した日にそのメールが送られてきたの。兄の古いメールアドレスからね」

「〝始まりの迷宮〟で行方不明になった人間から、メールが来たって言うのか？……」

　遥斗は考え込むように顎あごへ手を当てる。

　そのメールの送り主が本当に杏奈の兄だとすれば、その生存を示すこの上ない証しよう拠こだ。もっと言えば他の行方不明者の生存も期待できる。その意味でも非常に重要性の高い情報だ。

「このメールのことは誰かに話したのか？」

「遥斗が初めてよ。兄も私だけに伝えたかったから、こういう形にしたんだろうしね。そういえば、メールに変なアプリデータも添てん付ぷされてたけど……」

「変なアプリデータ？」

「データをサードアイで確認しようと思ったら、勝手に消えちゃったの」

　遥斗の脳のう裏りに、迷宮での一件が思い出される。

　杏奈が発動させた謎なぞの能力──、もしそのアプリデータが消えたのではなく、隠しファイルのように杏奈の脳内に残っているとしたら……。そしてあの時、強制ハッキングの影えい響きようをうけて、そのアプリが起動したのだとしたら……。

　遥斗が真しん剣けんな表情で俯うつむいていると、杏奈は不思議そうな様子でこちらを覗のぞいてくる。

「何かあったの？　急に怖こわい顔しちゃって」

「いや……。そうだな、この状じよう況きようでお前に話さないのは裏切りだな」

　そのまま遥斗は、杏奈が発動させた不可思議な力について話しはじめる。

　話を聞くにつれ杏奈の表情が徐じよ々じよに不ふ機き嫌げんなものへ変わっていく。そして最後まで話を終えると同時に──、

「ちょっと遥斗っ？　なんですぐに私にそのこと話さなかったのよ！」

「直後は美亜が倒たおれたりとドタバタしてたからな。それに俺としてもすぐにあの現象が何なのか理解できなかった。理解できないものは話しようがない」

　納なつ得とくはしていない様子ながらも、杏奈は怒いかりを吞みこむように表情を繕つくろう。

「じゃあスナッチャーの狙ねらいは、私が持っているアプリデータってわけか。たぶんハイランドタワーの迷宮化も、私をおびき出すための罠わなってことね。〝始まりの迷宮〟を作り出したディストピアなら、意図的にワールドロストを発生させられても不思議じゃないわ」

「千影に話したが、狙われてる人間に捜そう査ささせるわけにはいかないとのことだ。このままグズグズしてると正式な解任を通知されるだろうな」

「じゃあとっととこんなケガ治さなきゃじゃない。スナッチャーにリベンジしてやらないと気が済まないわ。私やられっぱなしは性しように合わないの」

　そう力強く言うと、杏奈は自身の掌てのひらに拳こぶしを軽く打ちつけた。

　無む鉄てつ砲ぽうで省かえりみずな性格は相変わらずだが、この前向きさが杏奈の長所かもしれない。

　ふと杏奈が拍ひよう子し抜ぬけしたような顔を向ける。

「意外ね。危険な真似まねするなって止められると思ったのに」

「今回は俺も同意見だからな。あれだけやられて、このまま引き下がる気は無い」

　遥斗は表情を引き締しめ直すと、椅い子すから立ち上がった。

　それを見た杏奈は少し寂さみしげにこちらを見つめる。

「もう帰るの？」

「面会時間はとうに過ぎてるからな。とにかく今は休め。スナッチャー探しはそれからだ」

　そのままドアの傍そばまで行くと、遥斗は杏奈に呼び止められた。

「ねえ、遥斗……」

「どうした？　まさか怖くて一人じゃ寝ねれないとか？」

「そ、そんなわけないでしょっ！　そう、あれよっ。勘かん違ちがいしないでってこと。今日は怪我して弱ってたから色々話したけど、別に気を許したってわけじゃないんだからっ」

　そう強がるように言った杏奈の顔には、いつもの不ふ遜そんさが戻もどっている。これぐらい生意気な方が、遥斗としても張り合いがあるというものだ。

　遥斗は杏奈に手を振って別れを告げると、そのまま病室を後にした。
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　授業が終わり、遥はる斗とたちは学生棟とうに借りた部屋で午後の時間を潰つぶしていた。

　長机に頰ほお杖づえをつく狗く郎ろうは、けだるそうに欠伸あくびを吐はき出した。

「なんかこう、やることなくて、だりーよな……。所在無いって感じ」

「今は仕方ない。不在中に勝手に動くと杏あん奈なに怒おこられそうだからな」

　そう答えた遥斗も、窓まど際ぎわのソファに体を投げ出すように寝ね転ころんでいる。

　のんびりと過ごす遥斗と狗郎とは反対に、部屋の隅すみに座る羽は奈な子こだけは真剣な表情で端たん末まつのディスプレイに向かっている。

　ハイランドタワーのワールドロスト発生からすでに三日が経過した。

　今回の大規模なワールドロストは大々的なニュースとして報じられ、異界エリア外での次元迷宮ダンジヨン発生は多くの市民に不安と衝しよう撃げきを与あたえた。

　当然それは学園の生徒たちも同様だ。

　事件翌日には学園ヴァルフォールでも緊きん急きゆうの生徒集会が開かれ、千ち影かげの口からハイランドタワーを飲み込んだ迷宮を探たん索さくする際の注意喚かん起きが促うながされた。

　生徒たち自身も今回の一件が異常な事態であることは、肌はだで感じているらしい。そのせいか学園全体に妙みような緊きん張ちよう感かんのようなものが張り詰つめている。

　遥斗は引き続き端末と睨にらめっこしている羽奈子をチラリと窺うかがう。

「羽奈子、ハイランドタワーに発生した迷宮の探索状じよう況きようはどんな感じだ」

「へ？　あっ、ちょっと待ってね……。えーっと、ネットで売られてるＭＡＰデータは90％ってとこかな」

「さすがに上位ランク者がこぞって探索に入ってるだけあって、攻こう略りやくのペースが速いな」

「うーん……。でも昨日の深夜を最後に、ＭＡＰデータの更こう新しんが止まっちゃってるの」

「終しゆう盤ばんのＭＡＰデータを敢あえて報告しないってことか。攻略成功の手て柄がらを横取りされないようにだろう。この分だと杏奈の復帰前に他人に攻略されそうだな」

「どうかなぁ。ついさっきだけど、大ギルドの精せい鋭えい部隊が逃にげる様に迷宮から出てきたって報告があって、怪我人もいるみたいなの。たぶんだけど、サーバールームを守る大型の虚ゴ空なるース者トに返り討うちにあったんじゃないかな」

　羽奈子の説明に、遥斗は考えを纏まとめながら顎へ手をやる。

　その精鋭部隊とやらの実力のほどは不明だが、その話が広がれば他ほかの生徒たちも尻しり込ごみせざるを得なくなってくる。

　そして気になるのはスナッチャーの動向だ。現状、ハイランドタワーの迷宮に、スナッチャーが現れたのを知るのは自分たちだけ──、任務を解任されないようにと、敢えてそのことは千影にも報告していない。

　だがもし他の生徒から目もく撃げき情報が上がれば、生徒が探索に入ることは禁止され、代わりに迷宮探索のプロとも言える特務機関が出張ってくることになりそうだ。

　もっともスナッチャーの目的を考えると、他の人間の前に易やす々やすと姿を現すとは考え難にくいが。

「杏奈が退院したらお前らも探索に参加するんだろ？　俺にも手を貸させてくれよ」

　狗郎の申し出に、遥斗は体を起こした。

「正直助かる。厳しい戦いになるだろうからな。仲間が多いに越こしたことは──」

　その時、いきなり──、

　会話を遮さえぎる様に、ドアからノック音が響ひびいた。

　誰もがこのタイミングで部屋を訪おとずれる人物に心当たりがなかったので、三人の間に数秒ほど微び妙みような間が空く。

　それから思い出したかのように狗郎が立ち上がり、ドアを開けた。

「いらっしゃーい、秘密の花はな園ぞのへようこ──、ってあれ？」

　ショートヘアに猫ねこ耳みみのフード──、廊ろう下かに立っていたのはなんと美み亜あだった。

　美亜はいつも通りのぼんやりとした表情ではあるが、その中に僅わずかだが緊張感の様なものが感じられた。

　狗郎は猫ねこを被かぶったような柔やわらかな表情を作ると、

「えっと、確か二年の恋こい塚づか美亜ちゃんよね？」

「……なぜ私の名前を？」

「いやー俺ってば、学園内の可愛かわいい子は全部チェック済みなわけよ。中でも恋塚さんは星三つのトップレベルだしね。──あっ、自己紹しよう介かいが遅おくれた。俺は遥斗のダチで、騎き月づき狗郎。つーわけで一つよろしく」

「遥斗の友達……。なら仲良くする」

　初めは不思議そうに狗郎を見ていた美亜だったが、その紹介を受けて表情を緩ゆるめた。

　だが──、

「そういえばハイランドタワーで、俺を抱かかえて脱だつ出しゆつしてくれたんだってな。マジで助かったぜ。そのお礼に良かったら今度二人っきりで──」

「それは断固拒きよ否ひ」

　挨あい拶さつ代わりの誘さそいをピシャリと断られ、狗郎は自じ嘲ちようするように肩かたをすくめる。

　その狗郎に促され、美亜は部屋へ足を踏ふみ入れると、まっすぐ遥斗が座るソファの前へやってくる。

「どうかしたのか、美亜？　わざわざ来るなんて」

「今日はお願いがあって来た」

「お願い？」

　美亜は小さく頷うなずくと、こちらへ真っ直すぐ射るような瞳ひとみを向ける。

「私もハイランドタワーの迷めい宮きゆう探索に参加することにした。でも一人じゃ攻略できない」

「実際かなり危険なようだな。さっき羽奈子から怪我人が出たことも聞いた」

「うん。だから私も遥斗と一いつ緒しよに迷宮探索に参加する」

「……」

　いきなりの一方的な話とあって室内に沈ちん黙もくが広がる。

　だがそのすぐ直後──、

「マジかよ⁉　恋塚さんも一緒にっ？」

「わーい！　美亜ちゃんが来てくれるなら大だい歓かん迎げいだよ」

　狗郎と羽奈子が、興奮混じりのはしゃぎ声を上げて美亜へ駆かけ寄った。

　その歓かん迎げいぶりを目にして一いつ旦たんは表情を緩めたものの、美亜はまだ何かを求める様に遥斗をじっと見つめてくる。

　遥斗はふっと笑いを溢こぼしてから、

「俺としても歓迎に決まってるだろう。美亜が一緒だと心強い」

　それを聞いた途と端たん、美亜の頰ほおへ薄うすい紅色が差し、満足げに口元を綻ばす。

「精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばる。よろしく」

「良かったね、美亜ちゃん。こちらこそよろしくね」

　羽奈子は嬉うれしそうに美亜の手を取ると、跳はねながらブンブンと振ふり回した。

　この状じよう況きようでの戦力アップは素す直なおに歓迎すべきことだろう。

　ただ──、

「美亜、実は一つ問題があってな」

「問題？」

「悪いがハイランドタワーの迷宮に入るのは、少し待ってくれないか。知ってるとは思うが、まだ杏奈が入院中で──」

　しかし遥斗のその言葉を翻ひるがえすように──、




　バンと音を立てて部屋の扉とびらが開いた。

「私がどうかしたかしら？」

　遥斗が視線を向けると、杏奈はドアに寄り掛かかりながらクスリと笑いを漏もらした。

　予定より早いが、問題児がギルドへ御ご帰き還かんのようだ。

　狗郎と羽奈子は驚おどろいた様子で、呆ぼう然ぜんと杏奈を見つめている。

「一週間の入院が必要のはずじゃねえのかよっ」

「大だい丈じよう夫ぶなの？　こんなに早く退院しちゃって」

「ちょっと何よ、その反応っ。私がしばらく入院してた方が良かったってこと？」

「いやそう言う訳じゃねえけどさ。あまりに急だったからびっくりしちまって」

　杏奈に詰め寄られ、狗郎はたじろぎながらも取り繕つくろった。

　このいつも通りの横おう柄へいな態度を見る限り、もうすっかり元気になったらしい。

「ずいぶん早い退院だな。怪け我がはもう平気なのか？」

「おかげさまで、もうバッチリ」

　回復を誇こ示じするように、杏奈は怪我の箇か所しよである右みぎ肩かたを大きく回して見せる。

「早く退院させて欲しいってお願いしたら、主治医の先生も快く許可してくれたわ」

「お願いしたじゃなくて、暴れたの間ま違ちがいじゃないのか？」

「コホンっ……、そんなことより、私がいない間に人が増えたみたいねぇ」

　杏奈は美亜の傍そばまで歩みを寄せると、値ね踏ぶみするようにジロジロと視線を送る。まるで小こ姑じゆうとが嫁よめイビリをするような目付きだ。

　だが美亜が負けじとファイティングポーズを取った辺りで、杏奈は吹ふき出すように笑いを溢した。そのまま握あく手しゆを求める様にそっと手を差し出す。

「ふふっ、冗じよう談だんよ。美亜がいなかったら、スナッチャーにやられて私たちあのまま全ぜん滅めつしてたわ」

　美亜は小首を傾かしげながらもその握手に応こたえた。それから不思議そうな様子で杏奈の背中を覗のぞきこむ。

「へ？　どうかした？　私の背中に何か付いてる？」

「杏奈少し変わった。背中にファスナーがあって、他の人が入ってるに違ちがいない」

「そ、そんなわけないでしょ！　失礼にもほどがあるわよっ」

　杏奈は一いつ瞬しゆんだけ不ふ機き嫌げんそうに小さく唇くちびるを尖らすが、すぐ気を取り直したらしい。表情を緩めてから、腰こしに手を当てて不敵な笑えみを浮うかべる。

「って言うかいつまでもここで油売ってないで、とっとと次元迷宮に行くわよ」

「おおっ、良いね。俺はいつでも準備おっけだぜ！」

　狗郎は杏奈の提案に乗ると、持て余していた力を発散するように大きく背筋を伸のばす。

「ついさっき退院したばかりなのに大丈夫なのか？」

　遥斗の心配を気にするでもなく、すでに杏奈の目には復ふく讐しゆうの炎ほのおが燃え上がっている。

「スナッチャーには逆襲してやらないと気が済まないわ。早くしないと千影から捜そう査さにストップがかかっちゃうかもだしね」

　多少の協調性は身に付けてくれたようだが、言い出したら聞かない頑がん固こさは相変わらずらしい。

　遥斗は微び笑しようを溢しながらソファから立ち上がる。

「まあこの勢いに水を差すのは確かに野や暮ぼだな」

　遥斗は改めて他の四人を見回す。

　だが確かく認にんするまでも無かったようだ。

　杏奈、羽奈子、狗郎、美亜──、その表情からは既すでに決意が滲にじんでおり、この先に待ち受けているであろう戦いへの準備が出来ていた。




　　　　※




　群がるように襲おそってきた黒死蜘蛛を、遥斗は一いつ閃せんするように蹴けり払はらった。

　吹き飛ばされた蜘蛛たちは壁かべに体を打ちつけると、そのダメージで口元から紫むらさきの体液を吐はき出し、ぐったりと石いし畳だたみの床ゆかへ崩くずれ落ちる。

　そのまま死し骸がいは煌きらめきながら四散した。

　周囲の敵をあらかた倒たおし終え、遥斗はフロア内を見み渡わたした。

　さきほどまで杏奈と美亜を取り囲んでいた蜘蛛たちも、クリムゾンアートの炎とヘルインパクトの銃じゆう弾だんを浴びて、悶もだえる様に手足をバタつかせて消えていった。

　残りの数匹ひきも、狗郎とその分身によるダガーの斬ざん撃げきで瞬またたく間に刻まれていく。

　どうやらこれで、このフロアは制圧完かん了りようのようだ。

　次元迷宮と化したハイランドタワーに入って一時間半、遥斗たちは既に塔とうの三十一階まで探たん索さくを進めていた。と言っても三十階までは、ＭＡＰデータを元に羽奈子のナビ通りに進んだだけなので、これといった苦労もなかった。

　むしろ問題となるのはここから先のＭＡＰデータのないエリアだ。三十四階にあると思われるサーバールームまで、どうにかして辿たどりつかなければならない。

　遥斗たちはそのフロアの奥に延びる通路へ、そのまま足を伸ばす。

　石造りの通路には所々コケが生えており、壁を埋うめ尽つくすように彫ほられた悪あく魔まのレリーフが荘そう厳ごんさと不気味さを演出している。

　そんな薄うす暗ぐらい通路をしばらく進んだ後──、

　突とつ如じよとして先頭にいた狗郎が足を止めた。両手を大きく広げて、遥斗たちが先へ行くことを制してくる。

「悪い。ちょっとストップだ」

「どうかしたの？」

　怪け訝げんな表情を返す杏奈を余所よそに、狗郎はダガーの武器アプリを起動した。

　光の粒りゆう子しが手の中にダガーを形作り、狗郎はそれを数メートル先の床へ投げ放った。

　するとダガーの刃はが突つき立てられると同時に、石畳の表面が煌きながら崩れていく。

　代わりに現れたのは、闇やみの深しん淵えんまで続く大きな穴だ。

　ダガーはそのまま落下して、奥に広がるまだらの渦うずに吞のみ込まれていく。

　それを見た杏奈は表情を引きつらせながら、

「これって落とし穴？……」

「よくトラップを見破ったな」

　遥斗の言葉に、狗郎は口角をニヤリと吊つり上げてみせる。

「前に迷宮で見つけたクリスタルＲＯＭに、トラップ探知アプリが入っててさ。それで分かったんだ。制せい御ぎよにクセがあるアプリだけど、慣れればけっこう便利だぜ」

　狗郎がいなかったら危なかったところだ。ここまで来て、迷宮内のどこかに強制ワープさせられてはたまったものじゃない。

　だがここに未発動のトラップがあったということは──、

「このルートははずれみたいね」

「ああ、引き返した方が良いな」

　杏奈の言葉へ同意すると、遥斗たちはそのまま来た道を戻もどって行く。

　すでに最深部までの到とう達たつ者が出ている今の段階で、未発動のトラップがあるということは、この先が脇わき道みちに過ぎないことを示していた。

　そのまま一度通ったＴ字路まで戻ると、遥斗たちはそれぞれ視線を交かわしてから、未探索だった右奥の通路へと進んで行く。

　足を進めながら、遥斗はボイスチャットアプリを立ち上げた。

「羽奈子、さっきのフロアの虚ゴ空なるース者トは駆く除じよしたぞ。周辺に何か反応はあるか？」

「はいはーい。ちょっと待ってね。……うーん、周囲に虚ゴ空なるース者トの反応は無いかな。でも代わりに、シルフが反応を拾ってくれました」

　杏奈が眉み間けんの皺しわを深める。

「他ほかの創成士イマジニアの反応を拾ったの？」

「うん。いま杏奈ちゃんたちがいる場所より、ちょっと上層のあたりに複数人。たぶんサーバールームに入ろうとして、そこを守ってた大型の虚ゴ空なるース者トと戦ったんじゃないかなぁ。でもついさっき青い反応だけ消えちゃった」

「それって返り討うちにあったってことっ⁉」

「たぶんね……。ひょっとしたらその人たちケガしてるかもだから、見かけたら連れん絡らくちょうだい。みんなも気をつけてね」

「了りよう解かい。気を配りながら先に進むことにするわ」

　そうボイスチャットを切り上げると、杏奈は気を引き締しめ直すように一つ息をついた。自然と歩く速度が増していく。

「急ぐわよ。もし先行していたギルドが撤てつ退たいに失敗してたら大事だわ」

「確かに救出は早い方が良いな」

　遥斗たちがそのまま通路を先へと行くと、突き当たりに上層へと延びる螺ら旋せん階段を見つけた。やはりこちらが正解のルートらしい。

　その階段を急ぎ足で登って行くと──、




「これはっ……」

　目の前に広がるフロアの光景に、遥斗は表情を凍こおらせた。

　杏奈や狗郎も驚いた様子で口へ手を添そえる。

　石造りの床には学園ヴァルフォールの制服を着た男子生徒が数人、横たわっていた。骨折や打だ撲ぼくなどの酷ひどい怪我を負っているようだ。皆みな一様に苦く悶もんで顔を歪ゆがめている。

　そんな彼らの間で、看護に駆かけまわっているのは銀ぎん髪ぱつの二人の少女──、衣い音おんと梨り音おんだ。彼女たち自身も軽傷を負っているらしい。制服が腐ふ食しよくしたように破れ、膝ひざや頰ほおに大きな擦すり傷きずも出来ていた。

　まるで野戦病院のような有様だ。この奥で待つ虚ゴ空なるース者トはかなりの強敵らしい。

「緋ひ桜ざくら杏奈っ！」

「それに神かん凪なぎ遥斗も……」

　こちらに気づいたようだ。驚おどろきと共に梨音と衣音の治療の手が止まる。

　杏奈も我に返ったように表情を取り繕ってから、二人へ駆け寄った。

「って言うか、返り討ちにあったのって……」

「ふんっ、見ての通り私たちよ。笑いたいなら笑えば良いじゃないの……」

　梨音は悔くやしそうに唇を嚙かみしめた。自分たちの無力さに苛いら立だつように地じ団だん駄だを踏ふむ。

　比べて衣音は一見して落ち着いた様子を見せているが、それでもうなだれるように肩かたを落としている。やはり敗戦のショックは隠かくしきれないようだ。

　そんな衣音へと遥斗も声をかける。

「他に逃にげ遅おくれた者は？」

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。ここにいるので全員だ」

「不幸中の幸いといったところか。それにしても千影は一いつ緒しよじゃないのか？」

「千影様はこの一件に対応するために、学園運営側と会議中だ」

「千影には千影なりにやることがあるということか……。一応うちのエンジニアにも報告しておく。学園の衛生部隊が来るだろうし、大人しく待ってるんだな」

　励はげますように衣音の肩を叩たたくと、そのまま遥斗はフロア奥の通路へと足を向けた。

　だが──、

「待てっ」

　呼び止められ遥斗が振ふり返ると、衣音は、

「悪いことは言わない。手を引け。あの虚ゴ空なるース者トは学生の対応範はん囲いを超こえてる……」

　そう言われ、遥斗は思わず笑いを溢こぼした。

「何が可笑おかしいっ！　自分たちは特別で死なないとでも勘かん違ちがいしてるのかっ？」

「そんなんじゃないさ。あいにく、俺たちの中にやめろと言われて、素す直なおに引き下がるような奴やつは一人もいないってことだ」

　遥斗が視線を送ると、杏奈たち三人は当然といった様子で口元を綻ほころばせた。そのまま遥斗同様に、奥の通路へと足を進める。

　すると──、

　衣音が背後から声を張り上げた。

「緋桜杏奈っ。確かお前たちをサポートするエンジニアは白しら兎と羽奈子だったな」

「そうよ。それが何か？」

　杏奈が足を止めたのに合わせて、遥斗たちも立ち止まる。

「白兎羽奈子にここから先のＭＡＰデータを送っておく。真っ直すぐサーバールームへ辿り着ければ、体力の消しよう耗もうも抑おさえられるはずだ」

「お、お姉様っ、せっかく私たちが集めたデータなのに──」

　梨音の言葉を、衣音が手で制す。

「同じ目的を持つ学園の生徒が協力するのは当然。千影様ならそう言うだろう」

「正直助かる。素直に受け取らせて貰もらおう」

「絶対に死ぬなよ、神凪遥斗。お前たちの身に何かあると千影様が哀かなしむ」

　遥斗は無言のままそれに応こたえるように軽く掌てのひらを掲かかげると、そのまま踵きびすを返した。

　衣音と梨音に見送られ、遥斗たちは迷めい宮きゆうの深部へと足を進めて行く。




　　　　※




　数分後、次元迷宮三十四階──、

「ＭＡＰデータと虚ゴ空なるース者トの反応によると、そろそろのはずなんだけど」

　脳内に響ひびく羽奈子の声に耳を貸しながら、遥斗たちは通路の先へと進んで行く。

　通路内にはオーブと呼ばれる色とりどりの球状の光が舞まっている。強大な虚ゴ空なるース者トの周辺で稀まれに発生する現象らしい。

「やはりサーバールームはすぐ近くのようだな」

「みたいね。って言うか、オーブ現象が〝始まりの迷宮〟以外で発生するなんて、聞いたこと無いわ」

「つまりこの先に待ち受ける虚ゴ空なるース者トの強さは、〝始まりの迷宮〟に棲せい息そくするレベルってことか。良い予行練習になるな」

　遥斗がそう返すと、杏奈は緊きん張ちようした様子ながらも僅わずかに口角を吊り上げる。

　そのまま遥斗たちが進んで行くと、突き当たりに巨きよ大だいな両開きの扉とびらが現れた。高さ３メートル以上はある石の扉には、山羊やぎのような悪魔のレリーフが彫られている。

　隣となりでその扉を見上げる杏奈の喉のどからゴクリと音が鳴る。

「ここみたいね……」

「ああ、とりあえず羽奈子に報告だ。──おい、羽奈子。最深部へ続くと思われる扉を発見した。これから突とつ入にゆうする」

「了解！　とにかく無理しないでね。みんな絶対に生きて帰ってね」

「心配するな。数十分後に全すべて片付け終えてる。──幻げん影えい換かん装そうっ」

　遥斗はボイスチャットを切るとシルバーリムズを起動した。それから三人の顔を見み渡わたす。

　各自、準備万ばん端たんらしく、すでに各おの々おのの兵器アプリを起動していた。

「ここを守る虚ゴ空なるース者ト以外にも、またスナッチャーが現れるかもしれない。羽奈子も言ってたが無理をしない──」

「ちょっとっ！」

　話の腰こしを折ったのは杏奈だ。

「こういう話は年長である私がするべきでしょ。勝手にしないでよ！」

「何だ、やりたかったのか。だったら早くしろ。譲ゆずってやる」

「な、何その上から目線っ。遥斗には年上を守もり立てようっていう気き遣づかいが──」

「もうグダグダだな……」

　呆あきれた様子で狗郎は笑いを溢した。

　つられて美亜も小さく笑う。

　茶ちや化かされた杏奈だけは不満そうな顔で一人ふてくされている。

　遥斗も思わず口元を綻ばした。これくらい吞のん気きな方が、自分たちらしいかもしれない。

　場を仕切り直すように杏奈が咳せき払ばらいする。

「いい？　絶対に勝つわよっ。私たちなら絶対に攻こう略りやくできるっ！」

　杏奈が扉に手を当てて力を入れると、石の扉は音を立てながらゆっくりと開いた。

　その勢いのまま一気に中へとなだれ込む。

　すると……。

「……」

　だだっ広いホール内は、宙を飛び交かうオーブにぼんやりと照らされている。部屋の隅すみや壁かべに張り巡めぐらされた白い粘糸が、いくつもの巨大な蜘蛛くもの巣を作り上げていた。

　遥斗は張り詰つめた表情でホール内を見渡す。

　肝かん心じんの守護者である大型の虚ゴ空なるース者トの姿がどこにもない。

　その時だ──、




「上よっ！」

　杏奈の声が耳に届くと同時に、遥斗は顔を上げる。

　天てん井じように何か巨大な黒い塊かたまりが蠢うごめいている。気づいた瞬しゆん間かん、それはいきなり降ってきた。

　跳はねる様に飛び退のいてそれを躱かわす。

　ドスンという衝しよう撃げき音の直後に砂ぼこりが巻き上げられ、遥斗の髪かみを吹き乱した。

　心音が一つ大きく響く。上から落ちてきた物へ遥斗は鋭するどい眼まな差ざしを向ける。

　棘とげの様な黒い産うぶ毛げが全身を覆おおう。その巨きよ軀くからは、柱の様に太い足が八本伸のびている。そして頭部には四つの赤い瞳ひとみが妖あやしい輝かがやきを放っていた。

　それは黒死蜘蛛の親玉とも言うべき巨大な蜘蛛だった。

　まるで戦車や重機と対たい峙じしているかと錯さつ覚かくさせられるような大きさだ。

　蜘蛛はその赤い瞳で遥斗を捉とらえると、体に似合わない俊しゆん敏びんなスピードで突つっ込んでくる。

「ちっ……」

　遥斗は体を転がすようにしてギリギリで避よける。

　だが隣にいた狗郎は間に合わなかった。そのまま弾はじき飛ばされ、体を激しく壁に打ちつける。衝しよう突とつ音から一いつ拍ぱく空いて、微かすかなうめき声が響いた。

　どうにか息はあるようだ。とは言え狗郎に気を配る余よ裕ゆうは無い。

　蜘蛛の赤い瞳が再び遥斗へと向けられる。

　同時に蜘蛛の前まえ脚あしが胴どうをなぎ払はらうように振り下ろされた。咄とつ嗟さに躱すと、足先の爪つめが石いし畳だたみをえぐり傷きず跡あとを残す。

　続けざまに次々と蜘蛛の前脚が、遥斗の体を裂さかんばかりに振るわれる。

　この凄すさまじい攻こう撃げき威い力りよくを考えると、仮にシルバーリムズの甲こうで受け止めようものなら、腕うでごと吹き飛ばされそうだ。

　遥斗は押し込まれるように後退しながら、どうにかその連続攻こう撃げきを避け続ける。

　だが……。

　後ろに下げた右足が何かに搦からめ捕とられ体勢が崩くずれる。振り返ると、すぐ後ろに蜘蛛の粘糸まみれの壁が迫せまっていた。

「くそっ、逃げ場が……」

　刹せつ那な、数発の小型ミサイル弾だんと、炎ほのおの矢が蜘蛛の体に降り注ぐ。

　目の前でいくつもの爆ばく音おんが連なってこだまし、熱風が遥斗の頰ほおを撫なでた。

　杏奈と美亜の援えん護ご射しや撃げきだ。

　その隙すきをついて遥斗は足に絡んだ粘糸をはがすと、部屋の隅から抜ぬけ出る。

　一拍後──、

　蜘蛛を覆い包んでいた白はく煙えんが収まり、その姿が明らかになる。蜘蛛は亀かめのように手足を縮めこみ、体を丸めていた。

　多少のダメージはあったようだが、残念ながら体を覆う産毛を焦こがした程度だ。致ち命めい的てきなものではない。

　蜘蛛は何事も無かったように手足を伸ばすと、杏奈と美亜の方へ顔を向けた。体をポンプのように縮め、口から勢いよく緑の霧きりを噴ふき出す。

　杏奈と美亜は横に飛び跳ねるようにして直ちよく撃げきを避けた。

　だがわずかに霧が制服にかかったようだ。白い煙けむりを上げてその箇か所しよが腐ふ食しよくされていく。

「な、何よ、これっ？　酸⁉」

「脱ぬがないとマズい」

　杏奈と美亜は慌あわてて上着を脱いで投げ捨てた。

　ＳＡＲによる幻げん実じつ体たいの制服は、所有主の手を離はなれたことで煌きらめきながら散っていく。

　この蜘蛛が吐はき出す緑の霧には、かなり強い酸が含ふくまれているらしい。

　酸による腐食はブラウスやスカートにまで及およんでいた。穴が空いた箇所から、杏奈と美亜の下着や引き締しまった腹部が覗のぞく。

　二人はそれを隠かくすでもなく、それぞれの得物を構えて蜘蛛に鋭い眼光を向けた。

　対峙している化け物の強さに、遥斗の胸の中で高こう揚よう感かんが湧わきあがる。

　何人もの生徒が返り討うちに遭ったのも頷うなずける。この蜘蛛の強さは、普ふ通つうの虚ゴ空なるース者トとは一線を画している。

　──これが〝始まりの迷宮〟に巣くう虚ゴ空なるース者ト……。

　だがどうにもならないというほどでもない。ここでたじろいではいられない。目指す場所はこの強さの遥はるか先にあるのだから。

　遥斗はブーツの足先に力を入れ地面を蹴けった。景色が背後へ吹き飛び、一いつ瞬しゆんで蜘蛛との間合いを殺す。

　それを迎むかえ撃うつように蜘蛛の前脚が振り回される。

　遥斗は蜘蛛に体を押し付ける様に、その足の根元をバックブローで撃ち払う。

　思った通りだ。遠心力が少なくなる分、懐ふところに潜もぐり込めば容易たやすく防ぼう御ぎよできる。

　蜘蛛は嫌いやがる様に頭を振ふって、遥斗の体に嚙かみつこうとしてきた。

　一いつ旦たん、後ろへのステップで躱すと、遥斗は再び距きよ離りを殺す。

　この蜘蛛の攻撃で特に厄やつ介かいなのは、最初に見せた猛もうスピードでの突とつ撃げきと、広こう範はん囲いに吹き出す酸の霧だ。自分がこの距離で囮おとりに徹てつしていればその両方を潰つぶすことが出来る。

　遥斗は蜘蛛の攻撃をやり過ごしながら、声を張り上げる。

「援えん護ごを頼たのむ！　少しずつだが確実に相手の体力を削けずっていくぞっ」

「分かったわ！」

「了りよう解かい」

　返事が響くと同時に、クリムゾンアートの炎とヘルインパクトの弾だん丸がんが次々と遥斗を追い越こした。嵐あらしのような攻撃が蜘蛛の体に襲おそいかかる。

　それでも蜘蛛は一いつ切さいひるむ様子を見せない。むしろ怒いかり狂くるったように目の前の遥斗目め掛がけて攻撃を繰くり出し続ける。

　防戦だけで手て一いつ杯ぱいだ。あとはどれだけ遥斗がここで踏ふん張ることが出来るかだが……。

　その間ま際ぎわだった。

　袈け裟さ斬ぎりに振り下ろされた蜘蛛の爪が、遥斗のブレザーを引き裂く。直前の顎あごの攻撃に気を取られ、避けるのが遅おくれたせいだ。

　傷口から熱い痛みが走る。

　遥斗は口元を歪ゆがませながら、それでも再び蜘蛛の前へ自らの体を投げ出した。

　零ゼロ距きよ離りで蜘蛛の攻撃を捌さばき続けるのは限界がある。せめてもう一人、前線で囮に徹してくれる仲間がいれば……。

「遥斗、スイッチだ。俺が前線に出るっ」

「狗郎っ⁉」

　その指示に反応して遥斗が大きく飛び退くと、蜘蛛との間に狗郎が体を滑すべり込ませた。

　狗郎はファントムで分身体を作り出し、さっきまでの遥斗と同じように蜘蛛との距離を潰して囮役に徹する。

「お前、怪け我がは？」

「待たせて悪い。動ける程度に回復したぜ。何度も足を引っ張るわけにいかねえからな」

　しかし狗郎の分身体の一つが、振り回された前脚に吹き飛ばされて散っていく。

　その穴を埋うめるように遥斗は再び前線へ駆かけ上がった。そのまま狗郎と肩かたを並べると、蜘蛛の前脚を拳こぶしでかち上げる。

「二人がかりで押さえるぞ」

「了解っ、フォロー頼んだぜ」

　遥斗と狗郎は互たがいに笑えみを交わすと、そのまま攻こう勢せいへ転じる。

　狗郎のダガーが蜘蛛の足を斬きりつけ、遥斗の拳が頭部の外骨格にヒビを入れる。加えて背後からの杏奈と美亜の援護射撃が、蜘蛛の体を焼き尽つくす。

　圧力に屈くつする様に、蜘蛛はじりじりと後退し始めた。

　そして数分の後──、

　壁かべ際ぎわに追い詰められた蜘蛛の動きがようやく鈍にぶくなった。反応が遅おそくなり、攻撃を受けると臆おくしたように硬こう直ちよくする。

「一気に仕留めるぞ！」

　遥斗の掛かけ声を受けて、ヘルインパクトから数十発のミサイル弾が放たれる。その全すべてが蜘蛛の体に命中し、辺りに連続して爆音が鳴り響ひびく。

　硬直の隙をついて狗郎のダガーが蜘蛛の脚を切り払った。吹ふき飛んだ前脚は宙を舞まいながら光を乱反射して崩れ消える。

　遥斗は右の拳を大きく振りかぶり、渾こん身しんのストレートを放った。

　グシャリと手て応ごたえが返り、蜘蛛の頭部から紫むらさきの体液が吹き上がる。

　そのタイミングで──、

「二人ともどいてっ」

　杏奈の声を聞いて、遥斗と狗郎は慌てて横っ跳とびで身を投げる。

　杏奈の左手から巨きよ大だいな炎の槍やりが投げ放たれた。それは吸い込まれるように蜘蛛の頭とう殻かくに空いた穴へ命中した。

　串くし刺ざしのように炎の槍は蜘蛛の体を貫かん通つうし、一気にその体を灼しやく熱ねつの炎で包む。

　その身を炎で焦がしながら、蜘蛛は激しく足をバタつかせて暴れ出す。ホール内がその衝撃を受けて揺ゆれるほどだ。

　だがそれも数秒のことで、やがて蜘蛛の動きが小さくなっていく。

　そしてついには──、

「ギジャァァァァァアアアッ‼」

　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて体を仰のけ反らせると、それを境に蜘蛛はパタリと動かなくなった。

　しばしの間を置いて、蜘蛛の姿を形作っていたグラフィックがぼろぼろと崩れ、妖しい光を乱反射しながら散っていく。

　それを確かく認にんして遥斗は大きく息をついた。

　視線を向けると、狗郎も脱だつ力りよくするようにその場へ膝ひざをついている。

「ふぅー、どうにか勝てたな」

「コンビネーションの勝利」

　美亜もヘルインパクトを地面に下ろして、小さくピースサインを向けてくる。

　満足げな表情を浮うかべる二人に、遥斗も勝利の余よ韻いんを嚙みしめる。

　紛まごう方ない勝利だ。自分たちはこの迷めい宮きゆうに巣食う大型の虚ゴ空なるース者トを、その力で撃げき退たいしたのだ。

　そんな中で、杏奈だけは皆みなにハッパをかけるように、

「気抜ぬいてないで、早いとこ管理サーバーの再起動をかけちゃうわよ。たぶんサーバールームはあの扉とびらの奥っぽいわね」

　ホールの奥に据すえ付けられた扉を顎で指すと、杏奈はそちらへつま先を向けた。

　だが杏奈が扉へ手をかけようとした瞬しゆん間かん──、




　突如、部屋の中央から水すい紋もんのように、ホール全体にノイズが広がった。波を打つように床ゆかや壁かべのグラフィックが歪む。

　張り詰つめたような重苦しく冷たい空気が、一気に迷宮内を支配した。

　ホール中央の空間に縦長の黒い亀き裂れつが入る。

　それと共に遥斗たち四人の視線はその亀裂へ注がれた。

　──やはり現れたか……。

　黒い亀裂はさらなる広がりを見せ、そこから漆しつ黒こくの鎧よろいを纏まとった体が姿を現す。

　スナッチャーだ……。

　兜かぶとの隙すき間まから見える凍こごえるような冷たい目は、扉の傍そばにいた杏奈を捉とらえている。

　低くしゃがれるような声が、くぐもって響く。

「わざわざお前から来てくれるとはな……。出向く手間が省けた。悪いがまだ迷宮化を解除させる訳にはいかない……」

　やはりスナッチャーの狙ねらいは杏奈のようだ。蜘蛛くもとの戦いで自分たちが疲つかれた隙を狙うために、ずっと様子を窺うかがっていたのかもしれない。

　漆黒の鎧の隙間から光の粒りゆう子しが洩もれる。それはスナッチャーの掌てのひらの中に集まり、銀色の金属の球体を作り出した。

　スナッチャーが妖あやしく掌を動かすと、その金属の塊かたまりは二本のサーベルへと姿を変える。

　遥斗はそれを視認すると、

「距離を詰めるぞ、狗郎っ」

「おうよ、任せとけ」

　叫さけぶと同時に遥斗はブーツで地面を蹴った。一気に景色が後ろへ吹き飛ぶ。

　それに合わせるように狗郎も、スナッチャーとの間合いを潰す。

　迎え撃つように銀のサーベルがなぎ払はらわれた。

　遥斗は上体を仰け反らせるようにしてそれを躱かわす。

　だがスナッチャーの攻こう撃げきはさらに鋭するどさを増していく。

　次々と振るわれる銀白色の弧こ線せんを、遥斗と狗郎はステップとスウェイでひたすら躱し続ける。

　前回の戦いで学んだ。ミスリルに触ふれることは死に繫つながりかねない。

　仮にサーベルの斬ざん撃げきを甲こうで受け止めようものなら、ミスリルの形態変化によって手を搦からめ捕とられるだろう。そのままサーベルで一ひと突つきにされてゲームオーバーだ。

　隣となりで肩を並べる狗郎もそれが分かっているらしく、迂う闊かつに攻撃に転じることは無い。

　遥斗は杏奈の方へチラリと視線を送った。

　不意に目が合うと、後方で構える杏奈は小さく頷き返す。

　この攻こう守しゆ万ばん能のうに思えるミスリルにも攻こう略りやく法はある。遥斗たちもわざわざやられるために次元迷宮の最深部まで来たわけではない。

　振り回されたサーベルを搔かい潜くぐると、遥斗はスナッチャーの懐に拳を突つき立てた。

　だが一瞬にして左ひだり腕うでのサーベルはシールド状へ変化し、攻撃は寸前で受け止められた。そのままシールドは拳を搦め捕り、その隙すきを狙ねらって遥斗へもう一本のサーベルが──、

　しかし切っ先が遥斗を捉とらえる寸前、狗郎がダガーで斬りかかる。

　スナッチャーは咄とつ嗟さにターゲットをそちらへ移すと、狗郎の体をサーベルで切り払った。

　斬撃を受け、狗郎の体が煌きらめきながら四散する。

　いつの間にか分身と入れ替かわっていたらしい。

　狗郎の本体はスナッチャーの背後に回り込んでおり、そのままスナッチャーの右手を切りつけた。

　サーベルが床へと弾はじけ飛び、籠こ手てに出来た傷口から黒い霧きりが漏もれだす。

「杏奈、美亜、今だっ！」

　叫びながら遥斗が振り返ると、すでに二人は照準をスナッチャーに合わせていた。

　杏奈の左腕から炎ほのおの紋もん章しようが燃え上がり、巨大な火の玉が連続で放たれる。

　同時にヘルインパクトから数発の小型ミサイルが発射された。

　遥斗の拳を搦め捕っていた金属の塊がほどけ、スナッチャーの体を守る様に大きく広がる。展開された巨大シールドへ次々と二人の攻撃が降り注ぐ。

　スナッチャーの意識は、完全に杏奈たちの攻撃に向いている。

　──ようやく守りが崩くずれたな……。

　遥斗は不敵な笑みを浮かべながら、大きく拳を振り翳かざした。

　もはや攻撃を邪じや魔まする物は何も無い。

　虚きよを突く様に、遥斗はがら空きになったスナッチャーの顔面を殴なぐりつけた。突き抜ぬけるような手応えが拳に返る。

　凄すさまじい衝しよう撃げき音が響き、漆黒の鎧に包まれた体は派手に吹き飛ぶ。

　壁に体をめりこませ、崩れ落ちるようにスナッチャーは瓦が礫れきの中へと埋もれた。

　今の遥斗たちの一連の動き──、事前に打ち合わせていたわけではない。各自が仲間の能力を理解したうえで、自分がどう動くべきか考えた結果だろう。

　ミスリルの形態変化にも限界がある。一対一で勝てないのならコンビネーションで崩せば良い。

　警けい戒かいした様子ながらも杏奈がこちらへ視線を向けてきた。

「やったの？……」

　しかし、その楽観的な予想とは裏腹に──、




　音を立てて瓦礫の山が崩れ、漆黒の鎧に包まれた腕うでが現れる。

　スナッチャーはそこから這はい出ると、よろめきながらも体を起こす。

　たいしたタフさだが、さすがにダメージはあったらしい。フルフェイスの兜に大きなヒビが入り、そこから黒い霧が洩れ出ている。

　後はこのまま連係で相手の守りを崩し、何度もダメージを与あたえ続ければ……。

　だが不意にスナッチャーが右腕を天高く掲かかげると、腕先から稲いな光びかりのようなものが走る。

　あれは確か、杏奈に強制ハッキングを仕し掛かけた時の──、

　遥斗がそれを思い出した時には、もはや手て遅おくれだった。

　スナッチャーが右腕で地面を殴りつけると同時に、その稲光が部屋全体を駆かけ巡めぐる。

「ぐぅっ……」

「きゃっ」

「あぅ……」

「うっ」

　稲光の波は遥斗たちの体をも飲み込んだ。

　頭を締しめつけるような痛みが走り、遥斗は崩れるように地面へ膝をついた。

　周囲に視線をやると、他ほかの三人も自分同様に苦く悶もんの表情で座り込んでいる。

　ひどく不快な痛みだ。歪いびつな音が頭の中を搔かき毟むしり、虫が這うように自分の意識の深い部分まで入っていくような錯さつ覚かくを感じる。

　ハッキングの影えい響きようなのか、遥斗の両手両足を包んでいたシルバーリムズが、煌きながら散っていく。

　遥斗は睨にらみつけるように顔を上げる。

　スナッチャーは悠ゆう然ぜんとした足取りで、座り込む杏奈のもとまで歩いていく。そして電流のような光が走る右手で直接、彼女の頭を摑つかみ上げた。

「きゃぁぁぁ───っ‼」

　杏奈の悲痛な叫びがホール内に響ひびき渡わたる。

　スナッチャーは杏奈を摑み上げたまま、まるで嘲あざける様に遥斗へ顔を向けてきた。

　──くそっ……。

　このままでは全ぜん滅めつは免まぬかれない。しかし起き上がろうとしても、まるで痛みに支配されたように体に力が入らないのだ。

　こんな時だというのに、自分は悲鳴を上げる杏奈をただ見ていることしか出来ないだなんて……。

　遥斗は歯ぎしりしながら、自らの足に爪つめを立てる。

　──動けっ、動けっ、動けっ……。

　しかし──、

　スナッチャーは杏奈を摑み上げたまま、遥斗の傍まで歩みを寄せる。その気き概がいすらへし折らんばかりに脇わき腹ばらを勢いよく蹴けり上げた。

「うぐっ……」

　鈍にぶい痛みが体を突き抜け、遥斗はそのまま床へと倒たおれこむ。咽むせぶように口元へ嫌いやな酸味が広がった。

「うっ……。くっ」

　背中、肩かた、脇腹──、続けざまに放たれたスナッチャーの蹴りが、容よう赦しやなく遥斗の体にめり込む。その衝撃と激痛で視界と意識が霞かすむ。

「や、やめてよっ……。アンタの目的は私でしょっ？　遥斗は関係無いじゃない」

　苦痛で顔を歪ゆがませながらも杏奈が声を荒あらげた。

　兜のひび割れた隙間から、歪に掠かすれた声が洩れる。

「この男の諦あきらめを覚えない瞳ひとみが目め障ざわりだ……。どのみちお前たちは全員死ぬ。それは早いか遅おそいかでしかない」

　それでも遥斗は反はん抗こうの意志を向ける様に、スナッチャーを睨みつける。

　瞬間──、スナッチャーの足先が視界に迫せまり、重い衝撃が遥斗の脳を打ち揺ゆらした。

「──っ」

　ギリギリで繫ぎ留められていた遥斗の意識も、ついにはその一いち撃げきで刈かり取られた。そのまま闇やみの深しん淵えんへと落ちていく。

　遥斗っ……、遥斗……っ、遥斗っ……。

　杏奈の悲痛な呼び声が微かすかに聞こえる。だがそれすら遠くの世界の出来事のようだ。

　自分はこのままスナッチャーに嬲なぶり殺しにされるのだろうか……。〝始まりの迷めい宮きゆう〟へ行くことも叶かなわず、このまま仲間と共に朽くち果てていく……。

　まどろみが自我を包み、もはやそれ以上を考えることすら許されない。意識は加速度を増すように闇の奥へと堕おちていく。

　そうして死を意識した刹せつ那な──、




　ドクン……。

　前触れも無く、遥斗の脳内で何かが弾けた。

　意識のずっと奥の深い所──、眠ねむっていた何かが死にたくないと咆ほう哮こうを上げて暴れ出す。

　そうだ……。まだ自分は死ねない。自分には為なすべきことがある。

　頭の中の深い闇の奥から眩まばゆい光が広がり、遥斗の意識を照らす。まどろみが晴れ感覚がクリアになっていく。

　体を支配していた痛みも、ふっと溶とけるように消えていった。

　ゆっくりと遥斗は瞼まぶたを開いた。

　意識が引き戻もどされると同時に、右みぎ肩かたのインプリメントから光の粒子が溢あふれ出て、それが体全体を覆おおい包んでいく。

　遥斗が起き上がると、体を覆っていた光の粒りゆう子しが漆しつ黒こくの装束を形作る。

「なんだこれは……」

　そのバトルコートを纏まとった瞬しゆん間かん、何かのスイッチが入ったように遥斗の脳内が冴さえわたった。体が羽う毛もうのように軽く感じる。

　自分に何が起こったのか理解が追いつかない。しかしこれなら闘たたかえる……。
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　遥斗はスナッチャーを睨みつけると、地面を蹴った。その姿は一瞬でスナッチャーの目前へと移動する。

　遥斗は素す早ばやくスナッチャーの右腕を摑み上げると、そのまま指先に力を込めた。

　ピキピキと音を立て漆黒の籠こ手てにヒビが入る。

「くっ……」

　兜かぶとの奥から声が洩もれ、摑み上げられていた杏奈が解放される。

　苦しそうに頭を抱かかえながら、杏奈はどうにか地面へ着地した。

　遥斗へ攻撃を繰くり出さんと、スナッチャーの左ひだり腕うでから光の粒子がもれ、その掌てのひらに金属の球体が現れる。

　しかしミスリルを変化させる暇ひまさえ与えはしない。

　遥斗は勢いよくスナッチャーを蹴りつけた。

　渾こん身しんの手て応ごたえと共に、鎧よろいを纏った体はきりもみするように吹ふき飛んだ。床ゆかへ体を打ちつけるが、それでも勢いは衰おとろえることがない。跳はねるようにして部屋の隅すみまで弾はじけ飛ぶ。

　隣となりに座り込む杏奈は驚きよう嘆たんの表情でこっちを見上げている。

「その格好どうしちゃったの？……」

「たぶんだが、これがオーバークロックブーストの真の姿だ」

　推測でしかないが自分の意識の深部にインストールされていたオーバークロックブーストが、ハッキングの刺し激げきによって本来の力を発動させたと考えるべきだろう。

　今まではオーバークロックブーストのアプリデータを、どこか脳内の深い場所に感じていた。だが今はそれを近く、そして強く感じ取ることができる。

　蹴り飛ばされたスナッチャーはたたらを踏ふみながら、どうにか立ち上がる。

　まだ戦う気らしい。ならば完全に叩たたき潰つぶすのみだ。

　遥斗は拳こぶしを握にぎり直すと、それを高速で前へ突つき出した。

　刹那、拳の先から放出されたエネルギーが大気を揺るがす。それは高こう濃のう度どに圧縮された空気の波へと化した。

　凄すさまじい威い力りよくの衝しよう撃げき波はが放たれ、迷宮の壁かべを吞のみこんだ。

　どうにか転がる様に避よけたスナッチャーの脇わき──、壁一面をぶち抜ぬいた巨きよ大だいな穴は、優に直径10メートルは超こえている。周囲の天てん井じようは崩ほう壊かいし、床も大きく抉えぐれていた。

　穴は外まで貫かん通つうしており、ホール内に曇どん天てんの薄うす明あかりが差し込む。そこからは見下ろすように都市の景色が窺うかがえる。

　スナッチャーは再び構えを取ると、ミスリルの塊かたまりを頭上へ掲げた。

　ミスリルの塊からは遥斗目掛けて、無数の針がマシンガンのように撃うち放たれる。

　しかしその針の一本一本が、遥斗の目にはスローモーションに映っていた。

　避けることなど造作もない。ジグザグにステップを踏みながらスナッチャーとの距きよ離りを詰つめる。

　不思議な感覚だ。足に力を込めて一歩を踏み出すと、まるで瞬間移動のように自分が数メートル先に移動している。

　オーバークロックブーストの能力は、一いつ貫かんして出力の向上だ。

　通常時では使用者の装備したアプリの威力を高め、外向きに発動した時は手で触ふれた幻実体に高エネルギーで干かん渉しようする。

　そして今の形態では、このバトルコートを纏った遥斗自身の力を増ぞう幅ふくさせているようだ。

　筋力、持久力、反射神経、思考速度に動体視力──、今の遥斗はオーバークロックブーストによって、生物としての全能力値が飛ひ躍やく的に向上した状態になっていた。

　遥斗はスナッチャーの目前まで距離を潰すと、その肩をガッチリと摑んだ。

　シールドを作り出そうとしたのか、ミスリルが蠢うごめくように形を変えはじめた。もはやその動きさえ、遥斗にとっては緩かん慢まんに感じられる。

　ミスリルの変形速度を超えて、遥斗の拳がスナッチャーの鳩尾みぞおちを貫つらぬく。

「うぐっ……」

　マスクの奥から苦悶の声が洩れ、拳を引き抜くと鎧に空いた穴から漆黒の霧きりが吹き出した。

　そのままスナッチャーは糸が切れたように、力無く床へと倒れ込む。

　一転──、

「はぁ……、はぁ……」

　ホール内に静せい寂じやくが広がる。聞こえるのは遥斗の息いき遣づかいだけだ。

　無理に身体能力を上げた反動による筋肉疲ひ労ろうだろう。全身に痺しびれたような痛みが広がる。

　遥斗がオーバークロックブーストを解除すると、即そく座ざに姿が制服へ戻った。

　床に倒れこむスナッチャーは微動だにしない。

　完全に勝敗は決した。さすがのスナッチャーももう立ち上れないだろう。

　だがしかし──、




「いやぁぁぁぁぁぁ────っ[image: !!!]」

　杏奈の悲鳴が突如としてホール内に響ひびき渡わたった。

　それに呼応するように迷宮内が激しく揺れ始めた。天井から崩ほう落らくするように石材が崩くずれてくる。

「な、なんだよ、これ？」

「見たことある……。ここは危険」

　美亜は座り込む狗郎の襟えり首くびを摑つかむと、引き摺ずる様にして部屋の隅へと避ひ難なんした。

　──これは以前に、杏奈が力を発動させた時と同じ……。

　なぜ今それが覚かく醒せいしたのだろうか。遥斗は苦々しい表情を浮うかべる。

　当の杏奈は頭を抱えながら、苦しそうにしゃがみ込んでいる。その体からは眩いばかりの光の粒子が溢れ出ていた。

「くくくっ……」

　乾かわいた笑いを漏もらしたのは、床に倒たおれているスナッチャーだ。

　遥斗は兜を摑み、無理やり鎧を纏った体を引き起こす。

「どういうことだ？　これはお前の仕し業わざか？」

「もう手て遅おくれだ……。さきほどの強制ハッキングで、あの女のアプリ──、ディメンジョンコマンドに暴走を起こさせた」

「分かるように話せ、さもないと殺すぞ」

「今さらお前に止める手立ては無い。教えてやろう。あの女の脳に眠っていたアプリ──、あれはもともと我々デイストピアが開発していたもの。それを裏切り者が勝手に持ち出した……。ディメンジョンコマンドは次元迷宮を自在に操あやつることができる。迷宮の存在を消すことも、形状を変化させることも、そして拡大させることもな」

「迷宮を拡大させるだと？……」

　嫌いやな予感を覚え、遥斗はスナッチャーを放ほうり投げると、先ほど空けた大穴の縁ふちまで駆かけ出した。

　そこから外の様子を窺うと、次元迷宮の基き礎そ部分から木の根のように漆黒の亀き裂れつが走っっている。亀裂は周囲の建物までをも飲み込んでおり、巻き込まれたビルのグラフィックはノイズの波で歪ゆがんでいた。

　ワールドロストがハイランドタワーという建物の枠わくを超えて、周囲の建造物までをも飲み込もうとしているのだ。

　背後から低くくぐもった声が洩れる。

「もう迷めい宮きゆう化の波は止まらない。夢む幻げん都と市しを全すべて飲み込むまでだ。このためにハイランドタワーでワールドロストを起こし、緋桜杏奈をおびき出したのだからな」

　スナッチャーの狙ねらいは、最初からこのディメンジョンコマンドの暴走だったのだ。それを引き起こすことで、夢幻都市イデアを迷宮の中に沈しずめるために……。

　完全にしてやられた……。

　遥斗がスナッチャーを睨にらみつけると、その漆黒の鎧を纏った体はグラフィックが崩れるようにして、煌きらめきながら散っていく。まるで虚ゴ空なるース者トの死に際ぎわのようだ。

「任務は達成された……。全てはディストピアのために……」

　最後にそう掠かすれた声で漏らすと、スナッチャーの体は完全に消しよう滅めつした。

「ちっ……」

　遥斗は舌打ちを漏らすと、杏奈の方へと向き直った。

　杏奈はしゃがみ込んだまま、引き続き苦しそうに呻うめき声を上げている。その華きや奢しやな体から放出される光の粒りゆう子しは、さきほどより激しさを増していた。

　表情を歪ませて、杏奈はすがるような表情を向けてくる。

「遥斗、私を殺して……。そうすれば力の暴走も収まるはず」

「ふざけるな。そんなこと出来るわけがない」

「お願い。アンタなら分かるでしょ？……。人間一人の命と夢幻都市イデア──、どっちが大切なのか……」

「俺が何を選び、何をするべきかは俺自身が決めることだ。良いからお前は黙だまってろっ」

　杏奈が自分の意志で、暴走を抑おさえ込むのは無理がある。

　ならば残された手段はただ一つ。遥斗が力ずくでディメンジョンコマンドの暴走を抑え込むしかない。

「幻影換装っ！」

　遥斗の叫さけび声に呼応して、遥斗の右みぎ肩かたから光の粒子が洩れ、手首にかけて制服の袖そでが千切れたように舞まう。同時にインプリメントが手しゆ甲こう型へ変形した。

　脳の深くにあるオーバークロックブーストを外向きに発動してやる。遥斗のイメージに合わせて、インプリメントから歪いびつな光が激しく溢あふれ出る。

「遥斗？　お前、何するつもりだ？……」

　部屋の隅から、不安げな表情を向けてきたのは狗郎だ。

　遥斗は口元を歪めながら、

「オーバークロックブーストの干渉で、無理やり迷宮の拡大を抑え込む」

「そ、そんなことできるのかよ？」

「どうだろうな……。正直これだけ大規模な干渉を起こすのは初めてだ。とは言え、今ここで俺がやらなければ、夢幻都市は完全に迷宮に吞み込まれてしまう。だからそこでうまくいくように祈いのっててくれ」

　そう苦笑いを向けると、狗郎は小さく頷うなずいた。

　隣にいた美亜は信しん頼らいを込めた眼まな差ざしで、遥斗に親指を立ててみせる。

　遥斗は覚かく悟ごを決めるように大きく息をつくと、そのまま光の粒子に包まれた右みぎ腕うでを床へ押し当てた。

「杏奈っ、意識をしっかり持て。お前もイメージするんだ！　迷宮の拡大を抑えて、ハイランドタワーを元の形に戻もどすように」

　遥斗の声に、杏奈は怯おびえるような表情を向ける。

「イメージ？……」

「そうだ。俺とお前ならできる！　俺がお前の中で暴れる力を消し去ってやる」

　遥斗が右腕に意識を集中すると、そこから光の粒子が乱反射しながら派手に溢れ出た。

　まるでそこから自分の体力が吸い取られているかのようだ。脳内が軋きしむような痛みで埋うめ尽つくされ、僅わずかにでも気を抜いたら意識が闇やみの奥へと落ちてしまう。

　杏奈は表情を苦く悶もんの色に染めながらも、そのつぶらな瞳ひとみは真っ直すぐに遥斗へ向けられている。

　信じている──、その眼差しは遥斗へそう訴うつたえていた。

　裏切るわけにはいかない。杏奈の、そして仲間の信頼を……。

　気力を振ふり絞しぼり、遥斗は脳内の奥深くに眠ねむるオーバークロックブーストへ意識を向けた。限界という自分の殻からを打ち壊こわし、さらに出力を上げる。

「────っ」

　その刹せつ那な、視界が真っ白な光に包まれた。

　脳内メモリが限界を超えて、熱暴走を起こしたかのように体から力が抜ける。

　もはや指先一つ動かすことは叶かなわない。

　全ての力を使い果たして、遥斗は突つっ伏ぷすように床ゆかへ倒れ込む。

　自分はディメンジョンコマンドの暴走を抑えることができたのだろうか……。杏奈を救うことはできたのだろうか……。

　それを確かく認にんする間も無く、遥斗は意識を失った。




　　　　※




　どれだけの時間が経たっただろうか……。

　意識を覆おおうまどろみを振り払はらうように、遥斗はうめき声を上げた。

　ぼんやりとした視界の奥で、見慣れた三人の顔がこちらを覗のぞきこんでいる。杏奈、美亜、狗郎だ。そろって心配そうな表情を浮かべている。

　遥斗は瞼まぶたを擦こすりながら上体を起こし、周囲を見み渡わたした。

　白しろ塗ぬりの壁かべの前には数台の端たん末まつ機き器きが並び、ガラス扉の奥には大量のサーバーラックが並んでいる。見覚えがある。確かここはハイランドタワーのサーバールーム……。

　不意に美亜がこちらにピースサインを向けてくる。

「さっきサーバーを再起動した。もう大だい丈じよう夫ぶ」

「じゃあディメンジョンコマンドの暴走は抑えることが出来たのか？……」

　その遥斗の質問に対して、杏奈は照れ臭くさそうに視線を逸そらしながら、

「ま、まあ今回だけは、アンタへ素す直なおに感謝してあげるわ。私一人で暴走を抑えるのは無理だったろうし」

　相変わらずの上から目線に、遥斗は吹ふき出すように笑いを溢こぼした。

　杏奈の手がこちらへ差し出される。

「ほら、とっとと外に出るわよ。羽奈子も待ってるだろうし」

　その手をしっかりと握にぎり、遥斗は疲ひ労ろう困こん憊ぱいの体を引き摺ずる様にして立ち上がった。

　ようやく全て片付いたらしい。
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　翌日の昼下がり。学生棟とうに借りた部屋で、遥はる斗とたちは長机の前で端末機器を広げる羽は奈な子こを取り囲むように陣じん取どっていた。

　窓からは暖かな初夏の日差しが差し込んでいる。

　そんな穏おだやかな気候とは裏腹に、繰くり返される質問にうんざりした様子で、羽奈子は声を荒あらげた。

「だから、何度言われてもない物はないのっ。杏あん奈なちゃんの頭の中には、ディメンジョンコマンドなんてアプリデータは存在しないんだってば」

「はぁ？　だったらあの能力の暴走は何だって言うのよ？」

「分かんないよーっ、そんなこと言われたって。確かに私も迷宮から亀裂が広がるのは、外から見てたけどさ……」

　杏奈に詰つめ寄られ、羽奈子は子供のように頰ほおを膨ふくらまして抗こう議ぎの意志を示す。

　すると狗く郎ろうが間から口を挟はさんだ。

「だったら今すぐそのディメンジョンコマンドとやらを起動すりゃ良いんじゃね？　それではっきりするだろ」

「……。それは無理」

　杏奈は途と端たんにバツが悪そうに口先を尖とがらせる。

「はぁ？　無理ってどういうことだよ？」

「うっさいわね。何度試ためしても起動できないのよ。だから羽奈子にこうやって頭の中を調べさせてるんでしょ？　そもそもサードアイで認識できないアプリなんて、どうやって起動するわけ？」

　その質問に、全員の視線が遥斗へ注がれた。

「まあ慣れだな。感覚的なものだから口で説明するのは無理だ」

　遥斗の答えは期待からかけ離はなれていたらしく、杏奈は呆あきれるようにため息をつく。

　おそらく遥斗のオーバークロックブースト同様に、杏奈のディメンジョンコマンドもサードアイで認識できない、脳の深層部分にデータがインストールされているのだろう。

　このアプリが、ディストピアを調べる上で最大の手て掛がかりになると踏ふんでいたのだが、データを見つけられないのならばしょうがない。当てが外れてしまった。

　こうなると残された手掛かりは、アプリデータを杏奈に送った兄の存在となるが……。

「杏奈、確かお前の兄はエンジニアだったな？」

「当時は創成士イマジニアにオペレーターって概がい念ねんが無かっただけ。兵器アプリを使う能力もかなりのものだったわ。もちろんエンジニアとしても優ゆう秀しゆうで、学生にも拘かかわらずレガリアの開発に関わってたみたいだけど」

「だとしたら七人のセブンス・革新者ウイザードと繫つながりがあってもおかしくない。やはりお前の兄はディストピアに関わってたと考える方が自然だな」

「ちょっとっ⁉　私の兄を悪人呼ばわりするわけ？」

　杏奈は長机を殴なぐりつけると、そのまま遥斗の襟えり首くびを摑つかみ上げた。

　すると美み亜あはすかさずフォローに入る。

「悪人かどうかは不明。でもディストピアの裏切り者は、きっと杏奈のお兄さん」

　杏奈もスナッチャーの死に際ぎわの言葉を思い出したらしい。遥斗の制服の襟から手を放すと、不服そうながらも椅い子すへ座り直した。

　ディストピアで開発されていたディメンジョンコマンドは、裏切り者の手によって持ち出された──、あのスナッチャーの話が本当なら、その裏切り者は杏奈にそのアプリデータを送った兄ということになる。

　いずれにしてもディメンジョンコマンドが、そのままディストピアに使われていたら大変なことになっていただろう。〝始まりの迷めい宮きゆう〟はさらなる広がりを見せて、全世界を覆っていた可能性すら否いなめない。

「杏奈、お前の兄の知り合いに誰だれか心当たりは無いか？　裏切り者ともなれば、ディストピアから命を狙ねらわれてる可能性が高い。誰かに逃とう亡ぼうを手助けしてもらっているかもしれないしな」

　その質問に、杏奈はたっぷりと思い出す間を空けてから、

「当時の兄の友人には何度か会ったことあるけど……。──あっ、そういえば同級生に特に仲良くしてた女子がいたかも。確か彼女も一いつ緒しよにレガリア開発に参加してるって聞いた記き憶おくがあるわ」

「恋こい人びとか……。無くは無いな」

「でも今は何してるかさっぱり。そもそも〝悪夢の七日間〟で生き残ってるのかすら分からないし……」

　確かに当時トウキョウにいたのならば、その生存を望むことは厳しい。

　だが捜そう査さの方向性としては悪くないかもしれない。

　いきなりミーティングの腰こしを折るように──、




　コンコン──、室内にいきなりノック音が響ひびいた。

　わざわざここを訪おとずれる知り合いに心当たりが無かったため、遥斗たちは互たがいに怪け訝げんな表情で顔を見合わせる。

　それから座っていた場所が近かったこともあり、美亜がドアへと向かった。

「げっ……」

　開けた瞬しゆん間かん、杏奈の口から明らかに嫌けん悪おの混じった声が洩もれる。

　扉とびらの向こうに立っていたのはなんと天てん王のう寺じ千ち影かげだ。

　千影はそのまま部屋へと入り、不ふ機き嫌げんそうな杏奈を見つけて笑いを溢す。

「どうかしたか？　ずいぶん嫌いやそうな顔をしてるようだが」

「アンタがいきなり来るからでしょ。何か用でもあるわけ？」

「今回の一件、お前たちの功績は大きかったからな。生徒の長おさとして労をねぎらいに来たというわけだ」

「間にあってるわ。わざわざそんなために来るなんて、生徒会もずいぶん暇ひまそうね」

「そう邪じや険けんにするな。せっかく褒ほう美びを持って来てやったのに」

「褒美？……」

　千影は脇わきに抱かかえていた封ふう筒とうを取り出し、それを杏奈へ差し出した。

　受け取った杏奈は訝いぶかしむような表情を浮うかべる。

　それから中身を確認すると──、

「これってギルド立ち上げのための申しん請せい書しよ類るいじゃないっ！」

「えぇっ⁉」

　驚おどろいた様子で羽奈子も脇からその書類を覗きこむ。

　状じよう況きようが良く理解できず、一同の視線が集まるとようやく千影は口を開いた。

「これが今回のお前たちの働きに対する学園側の評価だ。一ひと癖くせある生徒ばかりではあるが、これだけの実力者が揃そろってながら、フリーランスでは格好がつかないだろう。これからもギルドとして学園のために働いてくれ」

　それから千影は杏奈へ射い貫ぬくような眼まな差ざしを向ける。

「特に私が評価してるのはお前だ」

「へ？　私っ？　別に私は好き勝手やっただけだし。って言うか別にアンタに評価されても嬉うれしくなんかないわよっ」

「周りをよく見ろ。本当にお前が好き勝手してただけなら、これだけの人間が慕したってくれると思うか？　そしてその仲間たちと協力したからこそスナッチャーを倒たおすことが出来たのだろう。成長したな、緋ひ桜ざくら杏奈」

　普ふ段だん、目の敵かたきにしている千影から素直な賞賛を受けて戸と惑まどっているのだろう。杏奈はどう反応して良いか分からないといった様子で、口先を尖らせた。

　そんな杏奈に対して、千影の言葉は続く。

「よって緋桜杏奈、お前の謹きん慎しん処分を完全に撤てつ回かいする。これからも新ギルドのリーダーとして皆みなを引っ張ってやってくれ」

　その宣告に羽奈子や狗郎はわっと盛り上がる。

　一方で未いまだに困こん惑わくした様子の杏奈だったが、遥斗が大きく広げた掌てのひらを向けてやると、遠えん慮りよ気味のハイタッチが返ってきた。

　なぜか美亜までも杏奈に対たい抗こうするように、無言のまま遥斗へハイタッチをねだってくる始末だ。

　そのやりとりを少し羨うらやましげに眺ながめていた千影は、ドアの方へとつま先を向ける。

「邪じや魔ま者ものはそろそろ退散させてもらおう。今回のスナッチャーの一件、報告書の提出を頼たのむぞ。ハイランドタワーでワールドロストが発生した晩、サーバールームでスナッチャーに襲おそわれたことも書き漏もらさないように」

　そう締しめると、千影はそのまま部屋から去っていった。

　千影が残した言葉に、遥斗は思わず苦笑いを溢す。

　あの晩、スナッチャーがハイランドタワーに現れたことは、敢あえて千影に報告しないでいた。下手へたに報告して、その場でスナッチャー捜そう索さくの任務を解かれるのは避さけたかったからだ。

　だがどうやら千影には全すべてお見通しだったらしい。

　足音が通路の奥へ消えていくのを確かく認にんしてから、遥斗は杏奈の方へと向き直る。

「それでどうするんだ？　千影は勝手にお前がギルドのリーダーだとか言ってたが」

　杏奈は勿もつ体たいぶる様に、わざとらしく間を空けてから、

「まあ私も嫌ってわけじゃないし、アンタたちがどうしてもって言うなら、リーダーを引き受けてあげてもいいけど」

　その遠回しな口ぶりに、遥斗は乾かわいた笑いを漏らす。

　このままでは緋桜杏奈と過ごす学園生活は、当初考えていたよりも遥はるかに長いものになりそうだ。

　だが案外それも悪くない──、そう感じている自分に気づき、遥斗は再び自じ嘲ちようするように笑いを溢した。







　あとがき







　三年前にふと小説を書いてみようと、思い立ったのがはじまりです。そして幾いく数本のボツ作品の墓場を乗のり越こえ──、この度たびスニーカー文庫から、めでたくデビューさせていただくことになりました。

　そんなわけで読者の皆みな様さまはじめまして。相あい川かわ黒くろ介すけです。

　この場を借りて、本作品『インヴィジョン・ワールド』について少し紹しよう介かいしますね。

　まず本作の肝きもとなる設定、ＳＡＲ技術なんですが、本作内での説明がややこしくてゴメンなさい……。

　手で触ふれられるコンピュータグラフィックスとか、データが現実世界で形を成すとか、難しく書いてますが、まあ要するに色んなものがポンポン出てくる魔ま法ほうみたいな技術ってだけです。

　じゃあ最初からそう書けよって話なんですが──、ほら、ラノベは世界観とか雰ふん囲い気きとかって大事じゃないですか……。

　はい、噓うそです。白状します。単にＳＦちっくなバトル物が書きたかっただけです。

　でもいざ執しつ筆ぴつしようとしたら、この複雑な設定のおかげで色々と苦労させられることに……。完全に自じ業ごう自じ得とくです。

　本当はこのＳＡＲ技術に関してはもっと細かい設定があるのです。でもそれまで本作品の中に書きこもうとすると、もうしっちゃかめっちゃかになるので、泣く泣く割かつ愛あいさせていただきました。次巻以降で機会があれば触れたいと思います。

　次に主人公の神かん凪なぎ遥はる斗とと、ヒロインの緋ひ桜ざくら杏あん奈なについて。

　遥斗はクールで無愛想で自由奔ほん放ぽうな性格の持ち主です。初期の構想ではもっと性格が悪くて捻ひねくれたキャラにしようと思ってたのですが、色々な紆う余よ曲きよく折せつを経てここら辺に落ち着きました。杏奈によく意地悪な態度を取ってるのは、その辺の名残なごりですね。

　ヒロインの緋桜杏奈は勝ち気でちょっと──、いや、かなり生意気な女の子。かけ合いで遥斗と互ご角かく以上に張り合えるようなヒロインが欲しいなと考えた結果です。

　あとこんな生意気そうな女子に罵ののしられたいっていう作者の歪ゆがんだ嗜し好こうも、かなり影えい響きようしてますね。

　おかしいな……。ライトノベルでは読者の好みをしっかり考えて作品を作る必要がある。担当さんとの初回打ち合わせでそう言われたはずなのですが、改めて振ふり返かえってみると、私かなりやりたい放題で作品作りしちゃってますね……。




　ではでは最後に関係者の皆様へ謝辞を──

　こんな若じやく輩はい者の指導を投げ出さずに、最後まで面めん倒どうを見てくださった担当のＯ氏。

　本作におけるクールで迫はく力りよく満点なイラストを仕上げてくださった凱カイさん。

　編集会議などで様々なアドバイスを下さったスニーカー文庫編集部の皆様。

　特別賞受賞作「エピデミックゲージ」の選考委員の皆様。

　そしてこの作品を手に取り、読んでくださった全すべての読者の方々へ。

　全身全ぜん霊れいでお礼を申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。




　まだまだ駆かけ出だしですが、これからも執筆活動に励はげんで行く所存です。

　次巻はおそらく冬頃ごろになると思います。

　またお会いできれば光栄です。


相川　黒介　


















※本作は第18回スニーカー大賞特別賞受賞作「エピデミックゲージ」を改題・改かい稿こうしたものです。
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